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　　　第０章　特別発言にすれ違ちがいがあるわけないじゃないですか




　特別。

　トクベツ。

　ＴＯＫＵＢＥＴＳＵ。

　他との間に、はっきりした区別があること。

　……クラス中の視線を感じながら、僕はぼんやりその言葉の意味について考えていた。




　好よし乃のさんを崩くずれた廃はいビルから救出した翌朝。

「ツネちゃんは、私にとって『特別』なのですから」

　僕へとそう言い放った好乃さんに、クラスメイトの皆みなさんはこの上なくザワついた。

　ともすれば告白とも取れかねないその言葉、僕自身も最初はかなり面食らってしまったけど……すぐに、好乃さんの意図に思い至った。

　それは、僕を好乃さんの男避よけとして機能させるための言葉なのだと。

「もちろん僕にとっても貴女あなたは特別ですよ、好乃さん」

　だから、好乃さんのお助けキャラたる僕はそう返した。

　傍はた目めには好乃さんの告白を受け入れたとも解かい釈しやくされるような返答に、ますます教室中をザワつかせることになってしまったけれど。まあ皆さん、そのうちそれとなく察してくれるだろう。そんな風に考えて、一段落ついたと安あん堵どしかけていた僕。

　だけど、真の爆ばく弾だんが投下されたのはむしろその後だった。

「わ、私も！　平ひら地ちくんのことを特別だと思ってます！　誰だれよりも、一番！」

　教室中に響ひびく大声で、庄しよう川かわさんがそう叫さけんだのだ。

　まるで、好乃さんに対たい抗こうするみたいに。




　果たして、庄川さんはどんな意味を込めてそう言ったのか。

　思いを巡めぐらせるうちに、とある案が頭の中に浮うかんだ。

　例えば……庄川さんは、僕のことを恋れん愛あい対象と見ていて。好乃さんの『特別』発言も『そういう』意味だと勘かん違ちがいして、負けじと自分も宣言した……とか。

　……ははっ、なんてね。ちょっと混乱して、ありえない妄もう想そうをしてしまった。僕が人類相手に恋こいをすること以上に、誰かが僕に対して恋することなんてありえない。心の中でだけとはいえ、庄川さんを特とく殊しゆ性せい癖へきの持ち主扱あつかいしてしまったことを謝罪したい気分だ。

　では、どういう意味なのかといえば……うん。考えてみれば、自明だったね。

「庄川さん」

　呼びかけると、庄川さんはビクリと身体からだを震ふるわせた。

　だけどその目は、真まっ直すぐに僕を見つめたままだ。

「その『特別』は、好乃さんが今しがたおっしゃったのと同じ類たぐいの意味合い……ということで、よろしいですか？」

　まず間違いなくそうだろうとは思いつつも、念のため確認する。ここで、変な勘違いやすれ違いを生じさせちゃったらややこしいことになりかねないからね。

「うん……その通り、です」

　果たして、庄川さんもハッキリと頷うなずいてくれた。

「承知致いたしました」

　良かった、僕の認識は間違ってなかったみたいだ。

「ありがとうございます……そう言っていただき、光栄です」

　そう……庄川さんも好乃さんと同じく、僕のことを『お助けキャラとして』特別に思ってくださっているのだと！

　まぁ厳密に言えば、さっきの好乃さんの発言は必ずしも魔ま光こう少女としての立場だけから出たものでもないんだけど……好乃さんの片思い事情を知らなければ、そこまで察することは不可能だからね。

　ともあれ、好乃さんへの僕の返答。これが、庄川さんに誤解を生じさせてしまったんだろう。ともすれば、庄川さんのお助けキャラを辞やめて好乃さんの専属になるって意味にも取られかねないもんね。

「ご安心ください、庄川さん」

　だから僕は、その誤解を解くために微笑ほほえんだ。

「もちろん、貴女への気持ちだって少しも変わってはいません。好乃さんに対するものと、全く同じものを抱いだいていますよ」

『堂々と最低の発言だな!?』

　庄川さんのサポートを疎おろそかにするつもりなんて微み塵じんもないことを伝えると、クラスメイトの皆さんから一いつ斉せいに驚おどろきの声が上がった。

　──二ふた股また宣言……。

　──ハーレム……。

　──マホオタと俺たち、どこで差がついた……。

　ざわめきの中から、そんな言葉が漏もれ聞こえてくる。

　なるほど……確かに表面上のやり取りだけを見れば、二人の女性から同時に告白を受け、あろうことか堂々と二人共好きだなんて返す最低クソ野や郎ろうに思われてしまうのも仕方ないことなのかもしれない。何度生まれ変わろうと僕なんかにそんなモテ期が訪れるわけないって、ちょっと考えればわかりそうなものだけど……詳しよう細さいを説明するわけにもいかないし、やむを得ない。

「その誹そしり、謹つつしんでお受けしましょう」

『一周回って格好いいな!?』

　目を瞑つぶって頷くと、もう一度クラスメイトの皆さんの声が重なった。

　まぁ、今は誤解も仕方ない。僕らの状じよう況きようを見ているうちに、いずれそんなラブコメみたいな話じゃないってことも皆さんにご理解いただけるだろう。

「……とりあえず、一段落ついたか？」

　とそこで、教きよう壇だんの方から落ち着いた声が飛んでくる。我らが担任・邑むら山やま京きよう香か先生がいつの間にか、いつも通りの凜りんとした表情で佇たたずんでいた。時計に目を向けると、始業の時刻はとっくに過ぎ去っている。

「それでは、ホームルームを始めるので席につけ。まずは出欠確認から」

　そのまま、やっぱりいつも通りに点呼を始める邑山先生。まるで何事もなかったかのように冷静なその態度……流石さすが邑山先生、今のが痴ち情じようのもつれとかそういった類のものではないってことを即そく座ざに見み抜ぬいてくれたわけだね。




　　　◆　　　◆　　　◆




　邑山京香




　こいつら、無茶苦茶痴情がもつれてるな!?

　えぇ……？　教室に入って一秒で即修しゆ羅ら場ばだったから、思わず回れ右で帰りそうになったぞ……今の子ってこういう感じなのか……？　私の時代では、創作の中にしか存在しなかったんだがこんな展開……。

　というかこれ、注意とかした方が良かったんだろうか……？　動どう揺ようのあまり、思わずスルーしていつも通りにホームルームを始めてしまったが……風紀の乱れとか、上の方々はうるさいからな……しかし一度完全スルーしてしまった手前、後で蒸し返すのもなんとなく気まずいというか……いやそれ以前に、何と言って注意すればいいのだ……？　「お前ら、痴情がもつれちゃったりするのはあんまりよくないぞ？」　とか言うのか……？　それこそ、気まずいとかいうレベルではないのだが……。

　……よし、決めたぞ。

　生徒側から相談でもない限り、このまま静観の態度を貫つらぬくことにしよう。

　生徒の自主性を重んじる……うむ、良い言葉だ。痴情のもつれ、大いに結構ではないか。そうやって、生徒たちは成長していくのだ。もし上から何か言われることがあるならば、私が盾たてとなって庇かばってやろうじゃないか。それが、教育者としてのあり方というものだろう。別段事なかれ主義で逃にげているわけでもなければ、ましてや自分の恋愛どころか学生時代から堅かた物ぶつと思われていたせいで恋愛相談すら碌ろくに受けたことがない身だからどうすれば良いのかわからないとか、そういったわけではないのだ。うむ、断じて。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真ま帆ほ




　平地くんは、私と街まち田ださんに対して同じ気持ちを抱いている。

　その言葉に、ショックを受けなかったと言えば噓うそになるけど……同時に、少し安心したのも事実だった。少なくとも、平地くんの心が私から完全に離はなれたわけじゃないってことはわかったから。

　あんまり堂々と言うものだから、ちょっと驚いちゃったけど……これも、平地くんなりの誠実さなんだと思う。気持ちを隠かくして、両方に対していい顔をするよりずっといい………………いい、んだよね……？　ちょ、ちょっと少女漫まん画がでもあんまり見ないシチュエーションだから自信がないけど……。

　と、ともかく！

　これで、私と街田さんは完全に対等な……ライバル、になったんだと思う。

　同じリングに上がれたんだと、思う。

　恋人って立場に甘んじてるんじゃなくて、ハッキリと気持ちを伝えて。

　街田さんと競う資格を得られたと思う。

　本当なら、私が街田さんに勝てるところなんて一つもないと思うけど……これだけは、負けたくないから。私、街田さんと競うよ。

　だから、平地くん……私の気持ち、これからも精せい一いつ杯ぱい伝えていくからね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　空そら橋はし悠ゆう一いち




　……護もり常つねとしても、苦く渋じゆうの選せん択たくだったってところか。

　俺的には、庄川さんのために毅き然ぜんとした態度を貫いてほしいところではあった。だけど、護常は公衆の面前で拒きよ絶ぜつして街田さんが晒さらし者になることを避さけたかったんだろう。もしかすると、庄川さんならそこまでわかってくれるっていう思いもあったのかもしれない。ただ、庄川さんはそれを良しと出来ず……二人から迫せまられる形となった結果、護常は自らが泥どろを被かぶることでひとまずこの場を収めた。実際、今のところクラス内の認識は『二股男とそれに翻ほん弄ろうされる可哀かわいそうな女子二人』ってところだろう。護常に横よこ恋れん慕ぼして庄川さんとの間に割り込んだ街田さん、って印象はほとんど残ってないに違いない。

　しかし護常、これからどうするつもりだ……？　こんなの、一いち時じ凌しのぎに過ぎないと思うんだが……何か、考えがあるのか？

　……いや、護常のことだ。たぶん、考えあってのことだろう。

　なら俺は、ひとまず静観の態度を貫くべきだな。

　いわゆる三角関係……いや、里さと崎ざきも入れると四角関係か。

　ただでさえデリケートな問題に、外野があまり踏ふみ込むべきじゃない。

　護常……お前のこと、信じてるからな。




　　　◆　　　◆　　　◆




　里崎翔しよう子こ




　来てる来てる来てる……！

　ソラ×ヒラの流れが、いつになく強く来てるよぉ……！　見なよ、ソラハシがヒラチに向ける視線を！　心配げで、それでいて熱を帯びていて……その表情に、かつての余よ裕ゆう綽しやく々しやくっぷりはもう微塵もないよね！

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな恋こいもいいんだけど、やっぱ観客としてはこうして一波乱も二波乱もあった方が盛り上がるって気持ちは否定出来ない。あの二人……チョーウンさんと街田さんも、今のアタシと同じ思いがあって動いたんだろう。

　にしても、この展開は全く予想もしてなかったね。街田さんの、ヒラチを特別だっていう発言。この時点でアタシ的には予想外だったわけだけど……まさか、チョーウンさんがすかさずそこに被せてくるとは。

　そして、そこからヒラチが更さらに二人を利用するために動いた。ソラハシとしては、自分を差し置いて女子二人との二股を楽しんでいるようにも見えるヒラチの姿を見て決して面おも白しろくはないだろう。

　あの一いつ瞬しゆんで、お互たがいにお互いを利用すべく見事に機転を利きかせた三人……これは、アタシも負けてられないよね！　空気に徹てつしてソラ×ヒラの当人たちには近づかない、っていう本来の流りゆう儀ぎには反するけど……この状況にワクワクしなくちゃ腐くさった女じゃない。アタシも、これからはちょっと積極的に介かい入にゆうしちゃうよ！




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　あーあーあー、なんか色んなところで誤解が生じてるような気配を感じるねー。

　発言内容から察するに、少なくとも私が言った『特別』の意味をツネちゃんが履はき違えてるのは確かだろう。ま、これは完全に予想の範はん囲い内だけど。私の『特別』宣言は、ツネちゃんにっていうよりは庄川さんに向けての牽けん制せいって意味合いの方が強かったからね。こんなんで気持ちが伝わるなら苦労はしない……私も、たぶん庄川さんも。

　そこで庄川さんが引くようだったら、もう勝利を確信してもいいところだったんだけど……そういうわけにもいかないよね。

　さて、それじゃあ庄川さん。

　勝負はここから……。

『好乃？　聞こえますか？』

　んっ……？　ショコラからのテレパシー魔ま法ほう……？

『聞こえるけど、どうかした？　何か緊きん急きゆう事態？』

　周囲に悟さとられないよう外そと面づらモードの澄すまし顔を維い持じしつつ、頭の中で返す。

『いえ、そういうわけではないのですけれど。準備も必要でしょうし、早めに伝えておこうと思いましたの』

『ふーん？　何があったの？』

『実は、『組織』からの連れん絡らくで──』










　　　第１章　旅行の裏で思おも惑わくが錯さく綜そうするわけないじゃないですか




　自じ業ごう自得であり、覚かく悟ごしていたことでもあったけれど。

　──おい、あれが噂うわさの……。

　──思ったより堂々としてないな……。

　──ていうか、めっちゃコソコソしてないか……？

　例の『特別』事件からこっち、僕は奇き異いの目に晒さらされ肩かた身みの狭せまい思いをしていた。

　噂は即そく日じつクラスの垣かき根ねを越こえて伝でん播ぱしたみたいで、今やこうして廊ろう下かを歩いているだけであちこちから視線を感じる。何も恥はずべきことはないんだから堂々としていればいいのかもしれないけれど、生あい憎にくとこれまでの人生でほとんど誰だれにも認識されずに過ごしてきた身としてはそこまで開き直ることも出来ない。

　ま、人の噂も七十五日。

　今日で期末テストも終わったし、幸いにして夏休みはもうすぐそこだ。

「ツネちゃん、少々お待ちを」

　もう数日コソコソしてれば、夏休み明けにはほとぼりも冷めているだろう……なんて考えながらコソコソと帰路につこうとしていたところ、好よし乃のさんに呼び止められた。噂の当事者のうち二人が揃そろったことで、周囲のざわめきが一層高まる。

「この後、お時間ありますか？　例の件、そろそろ詳しよう細さいを詰つめておきたいのですけれど」

　例の件……こないだ聞いたアレか。

「基本、僕の方は希望とかないんで好きに決めていただいていいですよ」

「ふふっ、相変わらず女心がわかっていませんね。それを口実に、ツネちゃんと一いつ緒しよにいたいと申し上げているのですよ？」

　そう言って好乃さんが妖よう艶えんに微笑ほほえむと、周囲から『おぉっ！』といった声が。

「ちょっと好乃さん、そういう冗じよう談だんはやめていただけます……!?」

「冗談のつもりはないのですけれど？」

　小声で抗こう議ぎするも、好乃さんの態度に変化はない。むしろ、不用意に内緒話なんてしてしまったことで周囲のざわめきが増す結果となってしまった。

「というか……好乃さん、よくこの状じよう況きようでそんなに堂々と振ふる舞まえますね……」

　割と心からの称しよう賛さんを送る。

「この状況、とは？」

　すると、心から不思議そうなリアクションが返ってきた。

「いや、人の視線めっちゃ集まってるじゃないですか……」

「そうですか？　いつもこんなものでしょう？」

「お、おぅ……確かに、好乃さんにとってはそうなのかもしれませんね……」

　伊達だてに高たか嶺ねの花キャラは演じてないってことか……心臓の強さがハンパないな……。

「で……この後、お時間よろしいですか？」

「えぇ、まぁ……」

　特に用事もなかったので、首しゆ肯こうしようとしたところ。

「あ、あの、平ひら地ちくんっ！」

　横合いから、もう一人の『当事者』の声が。

　──修しゆ羅ら場ばかっ？

　──修羅場だっ……！

　──修羅場るぞっ……！

　周囲からそんな反応が上がる。

「この後、ちょっといいかな……？」

　モジモジと居い心ごこ地ち悪そうにしながらも、庄しよう川かわさんが僕の隣となりまでやってくる。

　最近わかったことだけれど、実のところ庄川さんも思ったより心臓が強いみたいだ。普ふ通つうに考えれば僕と好乃さんが一緒にいる現場なんて避けた方がいいに決まってるんだけど、庄川さんはこんな風に堂々と近づいてくる。むしろ、好乃さんと一緒にいる時にこそ積極的に近づいてきてるような気すらしていた。まぁ、流石さすがにそれは気のせいだと思うけど。

　しかし考えてみれば、庄川さんも一度変身すれば街中の人の視線を一身に受ける魔ま光こう少女だもんな……人の視線に慣れてるのも当たり前か。

「えっと、この後ですか……どのようなご用件でしょう？」

　チラリと好乃さんの方に視線を向けながら尋たずねる。

「実は、私も詳細は知らないんだけど……真ま琴ことが、お願いがあるって言ってて」

「はぁ、真琴さんがですか……？」

　思い当たる節もなく、僕は眉まゆ根ねを寄せる。内容を伝えてないとなると、お姉さんには知られたくない話なのかな……？　いずれにせよ、とりあえず行ってみなきゃわからないってところか……。

「私の方は緊急性のある案件ではありませんので、どうぞ」

　もう一度視線を向けると、好乃さんはそう言ってニッコリと外向けの笑みを深めた。

「では、すみませんが……庄川さん、どちらに向かえばよろしいでしょうか？」

「校舎裏に来てほしい、って」

「承知しました」

　頷うなずいて、僕は足を踏ふみ出す。

　──真琴って誰だ……？

　──一年の、庄川さんだろ？

　──姉妹にまで修羅場が拡大か……!?

　そんな周囲の言葉から逃のがれるべく、出来る限りの早足で。




「この度たびはお越しいただきありがとうございます、平地センパイっ！　大変なところすみませんでしたっ！」

　校舎裏に辿たどり着いた僕へと、真琴さんはペコリと頭を下げた。

「いえ、構いませんが……というか、ご存知なんですね……」

　僕の状況を示し唆さする言葉に、思わず苦笑が漏もれる。

「あははっ、そりゃそうですよー」

　そりゃそう、なのか……真琴さんは軽い調子で言うけど、学年を跨またいでまで知られていることがわかって僕の苦笑は深まった。

　と同時に、一つ疑問が浮うかぶ。

「僕の状況がわかっているなら、なぜお姉さんに伝言を頼たのまれたので……？」

　今は校内じゃ極力接せつ触しよくを避さけて、噂が沈ちん静せい化するのを待つべきだと思うんだけど……。

「えっ……？　えぇまぁそりゃ、私はお姉ちゃん派ですからっ。私、こう見えても結構お姉ちゃん思いなんですよ～？」

　一瞬「何言ってんだこいつ……」とでも言いたげな表情を浮かべた後、真琴さんはそう言いながら再び人ひと懐なつっこい笑みを顔に戻もどした。

　でも、お姉ちゃん派……？　って、どういう意味だろう……？

「ちょ、ちょっと待ってくださいセンパイ……？　どうしてそんな、何言ってんだこいつ……みたいな表情を浮かべてるんですか……？」

「それはまぁ、ちょっと何を言ってるのかわからなかったからですね」

「なんでですか!?」

　素直に思っていることを返すと、真琴さんの表情が驚きよう愕がくに染まる。

「いや、わかりますよね……？　どうせお姉ちゃんは何かきっかけでもないと話しかけにもいけないだろうし、ってことで気遣って……って、あっ……？」

　言葉の途と中ちゆうで、今度はなぜか納得顔となった後にニヤリと笑った。

「ははぁん……？　私、わかっちゃいましたよっ！　さては平地センパイ、アレですね？　鈍どん感かん系主人公、ってやつを演じてるわけですねっ？」

　いえ、恐らくですがそれは何もわかっちゃってないパターンですね。

「さっすがセンパイっ！　手練手管もお手の物、ってわけですねっ！」

　あと、僕も貴女が何をおっしゃっているのか全然わかっちゃってないですね。

「すみません、今なんとおっしゃいました……？」

「あっ、それも知ってますっ！　難なん聴ちよう系主人公ってやつですよねっ！　鈍感系主人公とセットって聞いたことあります！　ヒュウ！　使いこなしてるぅ！」

「いえ、聞こえてはいるんですけどその意味が……」

「実は、そんなセンパイを見込んでお願いがありましてっ！　今日お呼び立てしたのもそのためなんですよ～！」

　そっちこそ、僕の話を聞いてらっしゃいます……？

「と言いますのもぉ……」

　あっ、駄だ目めだこれもう完全に本題に入っちゃう流れだ……。

「空そら橋はしセンパイとの仲を、取り持っていただけませんかっ？」

　少し恥ずかしそうに手をモジモジさせながら、真琴さんは上うわ目め遣づかいで言ってくる。

「はぁ。仲を取り持つ、ですか……？」

　先の件について認識を合わせることを諦あきらめながら、僕はオウム返しに問い返した。

「この間の合コン、あの時私は完全に軽くあしらわれただけでした。一ミリの動どう揺ようも引き出せなかったというのは正直ちょっとショックでしたが……だからこそ敵もさるものであると認め、共に戦っていただける方の必要性を感じたわけですっ」

「そうなんですか……」

　妙みように男らしいというか、武ぶ闘とう派な思想だな……。

「あの……平地センパイ、気が進みませんか？」

　僕の気のない返事のせいだろう、真琴さんが不安そうに尋ねてくる。

「私では、空橋センパイには相応ふさわしくないでしょうかっ？」

「あぁいえ、別にそんな風に思っているわけでは……」

「でもでも私、もう空橋センパイに恋こいしちゃってるんです！」

　僕の言葉の途中で、真琴さんがズイッと前のめりになる。

　この人、結構人の話を聞かずにグイグイ来るタイプだな……お姉さんとは割と真逆に近い性質なんじゃないだろうか……。

「空橋センパイのことが誰より素敵に思えて、空橋センパイから目が離はなせなくなって、空橋センパイといるとドキドキして、空橋センパイのことで頭がいっぱいになる……！　こんなの、完全に恋でしかありえないですよねっ！」

「そ、そう……なんですかね……？」

　濁にごした僕の言葉をどう受け取ったのか、ハッと何かに気付いたような表情に。

「それとも、もしかして空橋センパイには既すでに彼女がいらっしゃるとか!?　か、考えてみればそりゃそうですよね……あんな素敵な人に彼女がいないわけが……」

「そ、そういうわけでもなくて」

　勝手に納得して落ち込み始めた真琴さんに、今度も慌あわてて否定の言葉を送る。

「えっ？　空橋センパイ、まさか今フリーなんですかっ？」

「そのはずです……確か」

　以前ユウくん本人から聞いた話をお伝えすると、目をパチクリと瞬またたかせた後に真琴さんは喜き色しよくを浮かべた。な、なんか反応がわざとらしいような……？

「じゃあじゃあ、私にもワンチャンあるってことですよねっ！」

「だとは思いますが……」

「ならやっぱり、是ぜ非ひとも協力していただけませんか平地センパイっ！」

「いや、というかですね……」

「お願いしますよ～、平地センパ～イ」

「ちょ、ちょっと距きよ離り感近くないですか……!?」

　ホントにグイグイ来るなこの人!?

「まぁ、協力すること自体は構わないのですが……」

　物理的にもすり寄ってくる真琴さん相手に距離を取りながら、僕は再び言葉を濁した。

　実際、協力することそのものを強く拒きよ絶ぜつするつもりはない。正直なところ、誰だれかに頼たよられることの嬉うれしさっていうのを最近は実感してきたところでもあった。ただ、二人分のお助けキャラとなった現状で真琴さんにまで協力する時間があるのかっていうのと……何より、僕がこと恋れん愛あい事において役に立てる気がしないというのが最大の問題だった。

　しかし、どうやら真琴さんは僕に関する例の噂うわさを真に受けてしまっているらしい。確かに、その噂だけを聞けば僕の恋愛力はかなりのものに見えることだろう。問題は、真実が全く別のところにあるって点なんだけど……真琴さんも真相をご存知ないってことは、魔光少女については家族にも秘密なんだろう。だとすれば、僕がここで下手へたなことを言うわけにもいかない。その上で、どう説明するか……。

「つまり、ご協力いただけるってことですねっ！　ありがとうございますっ！」

　考えていたところ、真琴さんが満面の笑みを浮かべてしまった。

「センパイが味方になってくれれば百人力ですぅ！」
















　僕の手を取ってブンブンと上下に振ふる真琴さん。なんか、今いま更さら断りづらい雰ふん囲い気きだ……とはいえ百人力どころかこのままじゃむしろ僕が足を引っ張ってしまう可能性は高……。

「……あっ」

　そこで、ふと思い出したことがあった。

　好乃さんから誘さそわれてるアレ……もしかしたら、真琴さんの役に立てるかもしれないな。それなら、庄川さんと好乃さんのフォローとも両立しやすそうだし……。

「いや、でも肝かん心じんのユウくんが参加出来ないか……」

「はい？　何か言いました？」

「あ、いや、実はこういうお話があるんですけど……」




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　さっすが平地センパイ！　まさか、既にこんな強力なカードを持っていたなんて！

　お姉ちゃんだけじゃなく、あの街まち田だセンパイまで魅み了りようする男は違ちがうね！

　実のところ、平地センパイご本人を知ってる身としては例の噂は話半分程度に聞いてたんだけど……これは、逆に噂の方が真実を突ついてるパターンだったかな？

　平地センパイ相手なら、押せば協力取り付けられんじゃない？　とか思って強ごう引いんに行ったけど、もしかすると実は私の方がセンパイの手の平の上で転がされてるのかもね。まっ、私としては協力してくれるなら何でもいいんだけど。

　空橋センパイがフリーってことなんて、もちろん最初から確認済み。それどころか、名だたる女子の皆みなさんを尽ことごとく玉ぎよく砕さいさせてきた難なん攻こう不ふ落らくのイケメン……これを私が落とせば、自じ慢まん出来ること間違いなしっしょ！

　……あとは、まぁ。

　平地センパイの傍そばにいれば、お姉ちゃんのフォローもしやすいだろうからね。

　まったく、頼りない姉を持つと苦労しちゃうよねっ！




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




「ヒラチの件について、協力しない？」

　ツネちゃんと別れた後の私を呼び止めて無人の教室まで導いた里さと崎ざきさんは、開口一番にそう言った。

「協力……ですか？」

　言っている意味自体は、もちろん理解出来た。

　だけどイマイチ信用出来ずに、私は目を細める。

「貴女あなたは、庄川さんのお味方だと思っていましたが？」

「ん？　まぁそうっちゃそうだけど、それとこれとは矛む盾じゆんすることじゃないでしょ？」

　いや、無茶苦茶ガッツリ矛盾すると思うんだけど……!?

「チョーウンさんならもう一人でも大だい丈じよう夫ぶそうだし、今度はこっちにテコ入れしてみようってわけよ。実際、街田さんも感じてるんじゃないの？　現状、攻せめ手が乏とぼしいって」

　まぁ、その通りではある。なにせ、恋愛なんて初めてだからね。むしろ今までずっと遠ざけてきたせいで、どうやってアプローチすればいいのか日々悩なやんでいる。その点、恋愛経験豊富そうな里崎さんが味方になるのは心強い……けど。

「……貴女の目的は何なのですか？」

　その意図が読めず、問う。庄川さんを裏切ってまで私に味方することで、彼女にどんなメリットがあるっていうのか。

「もちろん、ヒラチの想おもいの成じよう就じゆ」

　迷う素そ振ぶりもなく、里崎さんは断言する。

「目的は彼の幸せである……と？」

「最終的には、そうだね」

　それが達成されるのであれば、相手は誰であっても構わないってこと？　大層耳あたりのいい話だけど……果たして、信じるに値するだろうか。

　そもそも相手が誰でもいいっていうなら、それこそ一歩も二歩もリードしている庄川さんに味方してそのままゴールまで後押しした方が早い。ここで私に与くみするなんて、徒いたずらに場を乱すだけ………………いや、まさか『それ』こそが彼女の目的……？

「そうして、彼が翻ほん弄ろうされる姿を見たいというわけですか？」

　試す口調で尋たずねる。

「ま、過程でちょこーっとそういうのを楽しみたいって気持ちがあるのは否定しないよ」

　果たして、彼女は悪びれもせずにニヤリと笑った。

「なかなか良い性格をしていらっしゃるようですね」

「それはお互たがい様でしょ？」

「ふっ」

　彼女の言葉に、私も小さく笑う。

　確かに、全力で取り繕つくろってる私の性格だってお世辞にも綺き麗れいなものとは言えないよね。どこまで気付いてるのかはわからないけど、少なくとも私のこの外そと面づらモードが素すじゃないってことは見み抜ぬいてるわけだ。目め端はしも利きく……と。

「お話は、よくわかりました」

　私は目を閉じ、頭の中でもう一度この件について吟ぎん味みする。

　心積もりは、すぐに決まった。

「貴女の協力に感謝を。よろしくお願いしますね、里崎さん」

　目を開き、手を差し出す。

「こちらこそ」

　すぐに、そこに手が重ねられた。

　里崎さんのことを全面的に信用出来るかっていうと、ノー。彼女は自分の目的のために私を利用しようとしているに過ぎない。だけど、だったらこっちも利用してやるまで。お互い、利用価値がある間は利用し合う……ドライでわかりやすい関係じゃない。

　イマドキ女子の恋愛力……せいぜい役に立てさせてもらいますよっと。




　　　◆　　　◆　　　◆




　里崎翔しよう子こ




　よし、無事協力関係に漕こぎ着けられたね。

　ま、元々大して不安には思ってなかったけど。お互い、同じ目的を共有してる同志だもんね。今までは台本感が出ないよう接せつ触しよくを避さけてきたけど、今度は役割を逆転させて、私と街田さんで協力体制を取ってチョーウンさんが単独で動く……この提案に乗ってきてくれると思ってたよ。

　ヒラチにソラハシ、まだまだ揺ゆれ動いてもらうよ……その揺れ幅はばが大きい程、いざ結ばれる時は……うへへへ……。

「里崎さん、ヨダレが垂れそうですよ？」

「っと、ありがと」

　街田さんが差し出してくれたティッシュで口元を拭ぬぐう。

「時に里崎さん、そういうことであればちょうど良いイベントがあるのですけれど。貴女も、参加していただけませんか？」




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護もり常つね




「旅行……か」

　僕からの提案に、ユウくんは苦々しい表情で頷うなずいた。

「行きたいのはやまやまだけど、部活がな……」

　そう……僕も、最初はそう思って諦あきらめてたんだけど。

「あの、夏合宿の後に三日間のお休みがあるんですよね？　他の参加メンバーは割とスケジュールに余よ裕ゆうがあるそうなので、ユウくんさえ良ければその日程に合わせようって話になっているのですが……」

「よく知ってるな？」

　意外そうに片眉まゆを上げるユウくんだけど、もちろん真琴さんからの情報である。

「でも、それなら……そうだな」

　顎あごに指を当てて目を伏ふせ、ユウくんは考える仕草。

「無理なら無理で大丈夫ですので。部活漬づけの中の、せっかくのお休みなんですし」

　真琴さんには申し訳ないけど、僕としては無理を押してまでユウくんに参加してもらうつもりはなかった。ただでさえ多た忙ぼうな人だし……自分のことより人を優先しがちなところがあるからね。

「ちなみに、他の参加メンバーっていうのは？」

　ふと、ユウくんが視線を上げて尋ねてきた。

「庄川さんに真琴さん、好乃さんと、あと里崎さんもいらっしゃると聞いています」

「関係者勢せい揃ぞろいじゃねぇか!?」

　関係者……？

　……あぁ、なるほどそういうことか。確かに、ここにユウくんが加われば僕の交友関係は完かん璧ぺきにカバーされることになるな。

「そうなりますね」

　そう思って、頷く。

「この状じよう況きようでそれって、お前……いや、そうか」

　言葉の途と中ちゆうで、ユウくんは何かに納得したような表情に。

「全部清算するつもりか、護常」

「精算……？　えぇ、まぁ、そりゃそのつもりですけど」

　僕のおごりってわけにもいかないし、諸経費は全部精算するつもりだけど……何を当たり前のことを言っているんだろう……？

「……そうか」

　目を瞑つぶり、ユウくんは嚙かみしめるように呟つぶやいた。

「わかった」

　それから再び目を開けて、頷く。

「俺も参加するよ」

「あ、はい、ありがとうございます……」

　参加してくれるのはありがたいんだけど、なぜそんな覚かく悟ごを決めた感じの表情になってるんだろう……？　僕の提案のせいで、予定が狂くるったりしてなければいいんだけど……。

「ですがホント、無理はしないでくださいね？」

「あぁ、別に無理して行こうってわけじゃないから安心してくれ」

「なら良いのですが……」

　本人がそう言うなら、それを信じるしかないけど……思えば僕はいつも相談に乗ってもらっているのに、ユウくんから何か相談を受けるようなことはない。僕が頼たよりないからってこともあるんだろうけど……未いまだに、最後のところで心の壁かべがあるような気がしていて。

　それが、もどかしい気持ちだった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　空橋悠ゆう一いち




　庄川さん、街田さん、そして里崎……彼女たちとの関係を清算するつもりだと言い切った護常。なるほど、最初からこうするつもりであの時はある種場当たり的に収めたわけか。皆みんなの前では彼女たちの名めい誉よを守り、別べつ途と決着の場を設けることにしてたんだな。

　お前にそこまでの覚悟があるっていうなら、俺もいい加減腹を括くくろうじゃないか。

　いつまでも傍ぼう観かん者気取ってるんじゃなくって、さ。

「あの、ユウくん」

　護常……心配げな表情だな。

　最初から決めてたことだって言っても、やっぱりいざとなると不安だよな。皆との関係だって、これまで通りではいられなくなる可能性が高いわけだし。

「もしも僕で力になれることがあるなら、何でも言ってくださいね？」

「……なんだよ、急に？」

　予想外の言葉に、少し意表を突つかれた。

「いえ、その、いつも一方的に協力してもらってばかりだな……と、思いまして」

　心配って、まさか俺のことを心配してたのか……？

「ははっ、俺自身がそう望んでるんだから当然だろ？」

「ですが……」

「つーか、今のお前はもっと考えるべきことがあるだろうが」

　俺なんかのことに構ってる場合かよってな。

「そう……なんですが……」

「むしろ、協力が必要なのはそっちだろ？」

　歯切れの悪い護常の肩かたを叩たたき、ニッと笑ってみせる。

　護常には申し訳ないが、それ以上踏ふみ込ませる気はなかった。実際、特に困ってるようなこともないし……仮に問題が発生したとしても、それは俺自身が解決すべきことだ。

「俺も、全力で協力するからな。力になれることがあるなら、何でも言ってくれ」

　さっきの護常の言葉をそのまま返すと、護常は少し迷った素そ振ぶりを見せた後に笑みを浮うかべた。どうやら、頭を切り替かえてくれたみたいだ。

「それは助かります。僕、こんな大人数でだなんて初めてなもので」

「まぁ、そうだよな」

　四角関係の当事者なんて、そうそうなるようなもんでもないだろう。

「一ひと筋すじ縄なわではいかないと思うけど……しっかり決めろよな」

「そうですよね、やっぱり大変ですよね……色々と、決めないといけないことも多いですし……持ち物とか……あと、真琴さんとも相談しないと……」

　ブツブツと呟きながら思案に入る護常。

　チラッと聞こえたけど、真琴ちゃんと協力関係にあるのか……？　庄川さんの身内がこっち側っていうのはデカいな。そのためにこの旅行に参加してもらうのか。

　流石さすが護常、しっかり根回しまでしてるじゃないか！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　なぜ、皆で旅行だなんて話になったのか。

　きっかけがもたらされたのは、数日前のこと。

「ツネちゃんさ、旅行に行くから付いてきてよ」

　突とつ然ぜん、好乃さんがそんなことを言い出したのだった。

「は……？」

　寝ね耳みみに水ってレベルじゃなくて、僕はそう返すことしか出来なかった。

「いや、流石に男女二人で旅行っていうのは……」

「あぁいや、そうじゃなくてさ」

　苦笑気味に僕の言葉を遮さえぎる好乃さん。

「庄川さんも一いつ緒しよだから、三人だよ」

「……というか、そもそもなぜそんな話に？」

　流れが全く理解出来ず、僕は大きく眉まゆ根ねを寄せた。

「んー、実はこれ旅行っていうより出張に近いんだよね。魔ま光こう少女の」

「魔光少女の出張……」

　相変わらずファンタジーから全力で遠ざかってる感が凄すごいな……。

「敵組織を叩き潰つぶす直前で、魔光少女が学生結けつ婚こんで寿ことぶき引退しちゃった街があるらしくってさ。とはいえ、敵はほとんど全ぜん滅めつ状態。後はもう本ほん拠きよ地ち潰すだけだし、新しい魔光少女を立てるコストもかけたくないってんで、ちょっと行って潰してきてーって『組織』から私とマホマホに辞令が来たわけ」

「なんかノリ軽いですね……ていうか、魔光少女が二人共いなくなって逆に荒あら雅まさ市は大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

「魔光少女の機動力ならサクッと戻もどってこれるから平気だよ」

「なら、それこそサクッと行って本拠地とやらを潰してくれば良いのでは……？」

「まぁ、そうなんだけどさ。通常の業務外ってことで気を使ってくれたみたいで、『組織』の保養所の一つを二泊はく三日で使わせてくれることになったの。海沿いの、結構いい感じのとこらしいよ？　日程も、こっちの都合に合わせていいってんで……」

「最初の話に戻るわけですか」

「そゆこと」

　ようやく合が点てんがいった……とはいえ。

「女性二人と僕っていうのも問題があると思うんで、ここはお二人だけで……」

「いいのかな～？」

　固辞しようとする僕に対して、好乃さんはイタズラっぽく笑った。

「勝手知ったるこの街でさえあの惨さん状じようになっちゃってる庄川さんが、知らない街で変身なんてしようとした日にはどうなっちゃうのかな～？」

　ゴクリ。

　無意識に僕の喉のどが鳴った。

「それに私たち、海で遊んじゃうよ～？　きっとこないだのプールより人も多いけど、大丈夫かな～？」

　ゴクリ。

　もう一度喉が鳴る段に至り、僕は己の敗北を悟さとった。

「……承知しました。僕もお供します」

「そう来なくっちゃね！」

　満足げに頷うなずく好乃さん。

「あ、三人だけっていうのが気になるんだったら他の人も誘さそっていいよ。人数増えれば、男女混合でも気にならなくなるでしょ？」

　そういうものなのか……そもそも僕、友達と旅行とか初めてだからな……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真ま帆ほ




『組織』から今回の話を貰もらった時、真っ先に思ったのは「これはチャンスかも？」ってことだった。夏休み中に会う恰かつ好こうの口実にもなるし、旅行って開放的な気分になるっていうしね。関係を進めるにはもってこいのイベントだと言えると思う。

　街田さんと一緒っていうのも、むしろありがたかった。二人きりだと、抜ぬけ駆がけみたいになっちゃうし……何より、緊きん張ちようしちゃって何も出来なくなっちゃいそうだしね。

「すみません、今日の宿ってどっちの方ですか？」

　そんな声に、私は意識を目の前の光景に戻した。

　海の方へと延びる道と、山の方へと延びる道に分かれている岐き路ろ。平地くんが、私たちに向けて首を傾かたむけている。

　えっと……どっちだっけ……？

「山の方へと真まっ直すぐ行ったところですね」

　頭の中に地図を呼び出そうとしているうちに、隣となりの街田さんがサラッと答えてくれた。

「にしても、よくこの時期に宿取れたね？　しかもタダでいいんでしょ？」

　ふとした調子で、里崎さんがそんな疑問を口にする。

「あのね、『組織』の保養所で……」

「そ、そう！　あー、その、わ、私の父が所属する、組織の保養所でして！　今回、使用者のいないタイミングで使わせていただけることになったのです！」

　説明しようとしたところ、慌あわてた調子で街田さんに遮られた。

　そっか……『組織』のこととか、あんまり口にしない方がいいよね。

「と、とにかく、これが玄げん関かんの鍵かぎですので」

　早口に言いながら、街田さんが里崎さんへと鍵を手て渡わたす。

「ん……？　街田さんは一緒に行かないってこと？」

　受け取りつつ、里崎さんは不思議そうに首を捻ひねった。

「あ、うん、私たちは先に敵の……」

「先に、えーと、管理人さん、的！　な人の！　ところに挨あい拶さつに行くのですよ！」

　私の説明は、今度も街田さんに遮られる。

　あぁ、またやっちゃった……敵とか言っちゃったら駄だ目めだよね……。

「では参りましょうか、庄川さん！」

「うん」

　引き続き早口気味な街田さんに促うながされて、歩き出す。

　そうだ、変身する時に手間取らないよう今のうちにステッキを……。

「変し……その、そういう重要なものは、必要になった時に取り出してくださいね！」

　鞄かばんを探ってステッキを取り出そうとしたところ、街田さんにそっと手を押さえられた。

　しまった、まだ皆の目があるんだった……街田さんのフォローに感謝だね。

　私、ちょっと気が急せいちゃってるのかも。早く任務を終わらせて、平地くんにアプローチしたくて……でも、だからって魔光少女としての役割を終わらせちゃ駄目だよね！

　うん、まずは敵の本拠地を潰すことに全力を尽つくさないと！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　好乃さん、庄川さんのフォローが板についてきたなぁ……なんて、連れ立って離はなれていった二人の後ろ姿を思い出しながら考える。

「……ところで、なんでお姉ちゃんまで挨拶に行ったんですかね？」

　と、保養所へ向かう道中で真琴さんがそんな疑問を口にする。

「ちょっとしたご縁えんで、庄川さんも知ってらっしゃる方だそうなんですよ」

　その質問は想定済みだったので、用意していた答えを返した。

「そうなんですか？　人見知りのお姉ちゃんにしては珍めずらしいこともあるもんですねぇ」

　ちょっと不ふ審しんげではあったけど、一応納得してくれたみたいだ。

「あっ、保養所ってたぶんあれですよね？」

　それ以上の疑問を抱いだかれる前に、僕は向かう先を指差して皆みんなの意識を誘ゆう導どうした。

「わっ、素敵なログハウスですねっ！」

「もうちょいショボいの想像してたんだけど、めっちゃいい感じじゃん」

　真琴さんと里崎さんの感想通り、そこに佇たたずんでいるのは立派なログハウスだった。比ひ較かく的新しいのか手入れが行き届いているのか、少なくとも外観に古びた感じは全くない。サイズとしても、六人なら狭せまく感じることはないだろう。

「それじゃ、一いつ旦たんリビングで休きゆう憩けいしながら庄川さんと街田さんを待とうか。全員揃そろったら部屋割りを決めよう」

　ユウくんの示した案に一同頷き、リビングに入って荷物を置く。

　それから、思い思いの格好で休憩に入った僕たち……だったけど、その時間はそう長くは続かなかった。

「お待たせ致いたしました」

「ただいま～」

　程なくして、好乃さんと庄川さんがリビングに入ってきたからだ。

　時間としては、僕らから五分も遅おくれていないと思う。

「およ、早かったね」

「おかえり、お姉ちゃん」

　里崎さんと真琴さんが、少し意外そうに二人を迎むかえた。ユウくんも小さく片眉を上げていたけど、それだけ。皆さん、挨拶だけって話だったしそういうこともあるかな？　って感じの表情だ。

　だけど、事情を知る僕としてはすんなり受け入れることは出来ない。

「ちょっとちょっと、好乃さん……！」

　好乃さんの手を引き、リビングを出る。

「敵の本拠地はどうしたんですか……!?　まさか、早々に負けたとか……!?　それとも、迷って辿たどり着けなかったんですか……!?」

「私を何だと思ってんのさ……」

　小声で尋たずねる僕に、好乃さんも小声で返しながら苦笑を浮うかべた。

　まぁ確かに、庄川さんだけならともかく好乃さんがいるんだから迷子はないか……。

「……とはいえ、胸を張れる戦果かと言えばちょっと微び妙みようなんだけど」

　言いながら、好乃さんは表情を改めた。

「やはり、失敗したということですか……？」

　どこか神しん妙みような雰ふん囲い気きに、恐おそる恐る尋ねる。

「や、当初の目的自体は達成したんだよ。無防備な建物に魔ま法ほうをぶち込むだけだからね。何発か打ったとこで倒とう壊かいしたよ」

「そんな物理的な話だったんですか!?」

　ていうか、それは解体業者とかに依い頼らいすべき案件なんじゃないですかねぇ……！

　い、いや、まぁ、それより……。

「ともあれ……では、大成功ということでは……？」

「それが、基地が倒壊した拍ひよう子しに怪かい人じんが逃とう走そうしちゃったみたいでさ」

「え……？　敵はほとんど全ぜん滅めつ状態だってお話じゃありませんでしたっけ……？」

「全滅どころか、結構残ってたみたいだねぇ」

「前情報に誤りがあったってことですか……」

「ま、よくあることよ」

　へ、と好乃さんは皮肉げに口元を歪ゆがめる。

　お、おぅ……今のところ僕、『組織』とやらの有能ムーブを一個も確認してないような気がするんですけど……。

「だもんで、残党刈がりが必要ってわけ」

「なるほど……」

　僕も、ようやく状じよう況きようを理解した。

「厄やつ介かいですね……それ、この三日間で見つかるんですか？」

「うん、それなんだけどさ……」

　そこで、好乃さんはフイと僕の顔から目を逸そらした。

「実はこの街の怪人には、とある特性があるらしくってね」

「特性……と言いますと？」

「あるものに反応して出現するらしいの」

「あるもの、とは？」

　勿もつ体たい付けるような物言いに、僕は問いを重ねた。

「……ワー」

「はい？」

　小さく紡つむがれた声が聞き取れず、更さらに聞き返す。

「……ドキドキパワー」

　目を逸らしたまま、好乃さんは少しだけ大きくした声量でそう言った。

「ド、ドキドキパワー……ですか……？」

　何か急にニチアサ的というか、ファンタジー要素が前面に出てきたな……というか、なんという安易なネーミング……いや、シンプルイズベストって言うし、確かにわかりやすくはある。ただ、なんとなく口にするのが恥はずかしいってだけで……。

「言っとくけど、私が名付けたわけじゃないからね？　『組織』の命名なんだから」

　好乃さんも僕と同じ気持ちなのか、少し恥ずかしそうだった。

「とにかく」

　一つ咳せき払ばらいを挟はさみ、好乃さんは僕の方へと視線を戻もどす。

「この街の怪人は、ドキドキパワー……そのまんまな名前だからわかると思うけど、人のドキドキする気持ちのことね。その強さに反応して出現するらしいの。中でも魔光少女のそれには特に強きよう烈れつに反応するって話で、元々は魔光少女の中の人を探すためにそんな特性を持たせたんじゃないかっていうのが『組織』の見解みたい」

「はぁ、なるほど」

「というわけで」

　好乃さんが、ぼんやりと頷うなずく僕の肩かたに手を置いた。

　なんか目力が凄すごいんだけど、どうしたんだろう……？

「協力してね、ツネちゃん」

　かと思えば、今度はニッコリと微笑ほほえむ。

　その笑みは外そと面づらモードに近いもので、どこか胡う散さん臭くささを感じないでもない。

「もちろん、協力出来ることがあれば協力しますが……具体的にはどうすれば？」

「うん、だからね」

　グイ、と好乃さんが僕に身体からだを密着させてくる。

「ちょ、急に何を……!?」

「こうして、私をドキドキさせて欲しいの」

　咄とつ嗟さに身を引きかけた僕は、その言葉に動きを止めた。

「……なるほど。怪人をおびき寄せるわけですね」

「そゆこと。こんなこと頼たのめるの、ツネちゃんだけだからさ」

「確かに、消去法でそうなりますよねぇ……」

　ドキドキする気持ちなんて、一人でどうにかするっていうのも難しいだろう。本来であれば、そのお相手は好乃さんの想おもい人さんこそが相応ふさわしいわけだけど……見知らぬ街ではそういうわけにもいかない。ユウくん相手じゃ素すを晒さらせないし……そうなると、お相手を務められるのは僕しかいないってことになる。

「……ま、そんな感じだね」

　少し間を空けた後、好乃さんはコクリと頷いた。

「承知致しました」

　僕も、決意と共に頷く。

「お助けキャラとして、好乃さんのことを精せい一いつ杯ぱいドキドキさせるべく頑がん張ばります！」

　正直、自信はまったくないけど……魔光少女のため、人々のためとあらば、全力でやってみせましょう！




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　街田さんとも話し合って、私たちは自分たちのドキドキパワーを高めることで怪人をおびき寄せることにした。怪人に逃にげられたってわかった時は、どうしようかと思ったけど……考えようによっては、ある意味でこれはラッキーな状況なんじゃないかとも思える。ちょっと、魔光少女としては不ふ謹きん慎しんだけどね。魔光少女としての役割も兼かねてるから、って思えば私だっていつもより積極的になれるような気がする。

　……なんて、考えてたんだけど。

「失礼、お待たせ致しました」

「ユウくん、部屋割りを決めるんでしたよね？」

　リビングに戻ってきた二人を見て、心配な気持ちが湧わいてくる。

　大義名分を得たのは、街田さんも同じ……もしかして、先を越こされちゃった……？

「？　庄川さん、どうかされましたか？」

「あっ、うぅん！　なんでもないよ！」

　私の視線に気付いたらしい平地くんに尋ねられて、慌あわてて首を横に振ふる。

「護常の言う通り全員揃ったら部屋割り決めようって話してたんだけど、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「うん、もちろん！」

　空橋くんの確認にも、大きく頷いて返した。

　駄だ目め駄目……このくらいで動どう揺ようしてちゃ、街田さんのライバル失格だよね！

「それじゃ、部屋割りだけど……ま、と言ってもこのメンツなら……」

「はいはーい！　センパイ方、ここはせっかくなんで冒ぼう険けんしてみませんかっ？　すなわち、男女混合の部屋割りにするというのはどうでしょうっ！」

　皆の顔を見回す空橋くんに、真琴が元気よく手を挙げてそんなことを提案した。

「真琴、流石さすがにそれは……」

「ダメに決まってんでしょうが！」

　窘たしなめようとした私の言葉を遮さえぎって、里崎さんが思いっきり全力な感じで却きやつ下かする。

「男女は別！　男は男と！　夜の邪じや魔まだけはしちゃダメ！　ゼッタイ！」

　な、なんでだろう……？　普ふ通つうに正論を言ってるはずなのに、物凄い個人的感情が漂ただよっているような気がするのは……ていうか、『夜の邪魔』ってどういうこと……？

「や、やだなぁ、ちょっとした冗じよう談だんですよぅ」

　目を血走らせる里崎さんを、真琴もちょっと怖こわがってる。

「そ、ならいいんだけど」

　真琴の返答に、里崎さんのテンションも落ち着いたみたい。

　何だったんだろう、今のは……。

「あー……それじゃ、さっさと決めちゃおうか」

　やや苦笑気味に、空橋くんが仕切り直す。

「俺と護常、庄川さんと真琴ちゃん、街田さんと里崎……って、とこでどうだろう？」

　空橋くんの提案に、今度は誰だれからも異論は出なかった。

　私も、妥だ当とうなところだと思う。真琴は私と違ちがってあんまり人見知りしない子だけど、他の上級生と同室じゃ流石に気を使っちゃうだろうしね。

　さて……いよいよ『戦い』の始まりだ！

　この旅行中に、絶対平地くんとの仲を深めてみせるんだから！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「護常、ちょっといいか？」

　部屋に入って、荷物を置いたところでユウくんに呼びかけられて。

「はい？」

　気軽に振り返ったけれど、そこにあったユウくんの表情はやけに真しん剣けん味みを帯びたもの。

「……何でしょう？」

　だから僕も表情を改め、背筋を伸のばしてユウくんと相対した。

「護常も、わかってることだと思うけど」

　そんな風に、ユウくんは話を切り出す。

「庄川さんは今、とても不安に思ってるはずなんだ」

　……なるほど、確かにその通りだろう。

　庄川さんは、魔光少女として強い責任感をお持ちだ。それこそ、自分の羞しゆう恥ち心なんて犠ぎ牲せいにしてもいいって思ってらっしゃるくらいに。そんな彼女が、期せずして街に怪人を放ってしまった。不ふ甲斐がいなく……そして、不安に思ってないわけがない。

　流石だな、ユウくん……直接事情を聞いたわけでもないはずなのに、庄川さんの雰ふん囲い気きからそこまでを見み抜ぬいたってことか。

「だから、護常」

　ユウくんの真しん摯しな眼まな差ざしが僕を射い貫ぬく。

「極力、彼女の傍そばにいてやるようにしろよ？」

「……承知しました」

　僕も、真面目まじめな表情で返答を口にした。

「元より、そのつもりです。僕は、そのために来たんですから」

　そう、元々僕は庄川さんと好乃さんのフォローをするために来たんだ。

「あぁ、そうだよな。俺が言うまでもなかったか」

　そう言って、ユウくんが表情を緩ゆるめる。

「いえ、ありがとうございます。おかげで、身が引き締しまりました」

　己を振り返ってみれば、初めての友達との旅行ってイベントにちょっと浮うかれた気分になっていた部分もあったように思う。それを的確に見抜いて、気合いを入れ直してくれるとは。この僕には勿体無い友人は、いつも最高のタイミングで最高の言葉をくれるね。

「平地護常、全力で寄り添そって参りますよ！」

「あぁ、その意気だ！」

　お助けキャラとしての役割、キッチリ果たす所存です！




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




「狙ねらうはキスだよ、街田さん」

　部屋に着くなり始まった作戦会議。

　里崎さんは、そんな言葉で口火を切った。

「キス……ですか」

　ツネちゃんとキス………………うっ、想像しただけでちょっとクラッと来た……。

「ちょ、ちょっと、それは今の私たちには相応しくないのでは……？」

　色々とすっ飛ばしすぎでしょ……もうちょっと関係が近づいてからじゃないと……。

「うん。街田さんの言いたいことはわかってる」

　だけど、そんなことは里崎さんもわかってるってことか。

「高校生にもなってキスなんて、甘っちょろいこと言ってんなってことでしょ？」

　いや、やっぱり私の言いたいことが何一つとして伝わっていない……！

　逆！　時じ期き尚しよう早そうでしょうって言いたいんですけど!?

「いえ、そうではなくて……」

「でも！」

　反論しようとしたところ、里崎さんの勢いに押し切られた。

「アタシの知る限り、あの二人はかなりプラトニックなラブを貫つらぬいている」

　まぁ、そりゃそうだろう。庄川さんはともかくツネちゃんに至っては自分の感情がラブであることにさえ気付いてないわけだからね。

「ただ、いつキスに至ってもおかしくない段階だとも思う」

　それは……なるほど、そうなのかもしれない。

　気付いてないだけで、伝えてないだけで、二人は両想いなわけだし。

「だからこそ、キスが効く。それ以上でもそれ以下でもダメなの。想い人に、見せつけるようにキス……！　これしかない……！」

　た、ただキスするだけじゃなくて、庄川さんに見せつけるように……!?

「それは、流石に……」

「わかってる……でも、これも目的を達するためには必要なことなんだよ」

　恋こいは戦争、非情であれ……ってこと？

「……貴女あなたも、そうして愛を獲かく得とくしてきたと？」

「そうだよ。ゲームじゃ、こんな展開も多いでしょ？」

　ゲーム感覚で男を翻ほん弄ろうしてきたってわけか……流石、見た目に違たがわず恋れん愛あい経験豊富。

　言葉の重みが違うね。

「街田さんだって、そういうのは経験してきてるよね？」

　む、私も同類だと思われてるのか。

　外そと面づらモードのイメージ的には、ここは肯こう定ていすべき場面かもしれないけど……。

「いえ、私にはそのような経験は」

　私は、素直に首を横に振った。下手へたに経験を盛って今後の作戦に影えい響きようが出ても困るし……何より。私なりの、協力者への誠意ってやつだ。

「そうなんだ？」

　里崎さんは意外そうに片眉まゆを上げる。

「んー……じゃあ、作戦変へん更こうした方がいいかなー……」

　次いで、顎あごに指を当て思案の表情に。

「……いえ」

　今度も、私は首を横に振った。

「それには及およびません」

　胸に、決意を秘める。

「そのミッション、やり遂とげてみせましょう」

　そう、攻せめるって決めたのは私。

　攻めなきゃいけないのも私。

　それに……キスに成功すれば、私のドキドキは間違いなく最高潮に達する。

　女としても、魔ま光こう少女としても……やるっきゃないよね！

「ん、いい目だね」

　私の目を見て、里崎さんは小さく微笑ほほえむ。

　今いま更さらだけど……里崎さんの協力が得られてよかった。

　私だけじゃ、とてもこんな発想には至れなかっただろう。

「……ごめんね？」

　ふと、里崎さんが申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「街田さんにばっかり辛つらい役回りを押し付けちゃって」

「いえ……他ならぬ私の恋ですもの。甘みも痛みも、全て私だけのものです」

　そう返すと、里崎さんはパチクリと目を瞬またたかせる。

「そっか……そうだね」

　そして、もう一度微笑んだ。

　それを、今度はキリッとした表情に変化させる。

「ほんじゃ、気合い入れていこう！」

「はい！」

　庄川さんには悪いけど……ツネちゃんの唇くちびるは、私がいただくからね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　里崎翔子




　ふっ……『私の恋』、か。

　なんて情熱的で、エゴイスティックな表現だろう。

　だけど、街田さんらしいと思った。自分こそがソラ×ヒラの恋を支えるんだっていう気き概がいが感じられるよね。そりゃ、そのくらいの覚かく悟ごがなけりゃＢＬ的駆かけ引きのためだけに完かん璧ぺきなイメージを作り上げたりそれを躊ちゆう躇ちよなく投げ捨てたりは出来ないか。謝ったりしちゃったのは、逆に失礼だったね。

　それだけの情熱がありながら、ＢＬゲーの経験が無いっていうのはちょっと意外だったけど。ま、人の好みってのはそれぞれだしね。小説でも漫まん画がでも媒ばい体たいは色々あるし、それこそそれなりの猛も者さなら自家発電だけでも問題ないだろうし。

　………………ん？　そういえば。

　キスっていっても当然『フリ』だって言ってない気がするけど……。

　ま、それくらい言わなくてもわかるか。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




「狙うはキスだよ、お姉ちゃん」

　荷物を整理する私に、真琴がそんな風に話しかけてくる。

「釣つりに行くってこと？　うーん、でもそれは皆みんなで決めないとだから……」

「いや鱚きすの話じゃなくて！　ていうか、そんなお約束のボケいらないから！」

　あ、違ちがったんだ……。

「キス！　平地センパイ！　しろ！　言ってる！」

　なんで原始人っぽくなってるんだろう……。

　えーと、「平地センパイにキスしろって言ってる」……って、ことでいいのかな……。

　………………。

　…………。

　……。

「……ふぇっ!?」

　何言ってるの!?

「キ、キスって、そんな……」

「ようやく伝わってくれたか……」

　疲つかれたように溜ため息いきを吐つく真琴。

　いや、それよりも……キスって……その、キス……だよね……？

　口付け……接せつ吻ぷん……ベーゼ……。

　平地くんと、それを……顔を近づけて……あっ、目は瞑つぶった方がいいのかな……？　それで、ゆっくりとお互たがいの吐と息いきが感じられる距きよ離りになってきて……唇が触ふれ合って……柔やわらかい感かん触しよくが……って、ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?　想像するだけで心臓が物もの凄すごいバクバクいってる……！

「そ、そんなの……！」

　思わず否定しようとして……だけど、ふと考える。

　恋人になった。デートもした。「あーん」とかもしたし、お姫ひめ様抱だっこだって……。

　……あれ？

　もしかして私たちって、キスしても全然おかしくない……？

　むしろ、逆にそろそろしてなきゃおかしいくらいなんじゃ……!?

　平地くんは優しいから、私に何かを強要したりはしない。子作りのための……その、そういうのだって、今すぐじゃなくていいって言ってくれた。

　でも……私は、やっぱりその優しさに甘えてばかり。

　いっつも、動いてくれるのは平地くんの方。

　それって、対等な恋人関係だって言えるのかな？

　そんなだから……街田さんにも、隙すきがあるって思われちゃうのかな。

「……わかったよ」
















　結局、また私は足あし踏ぶみしようとしちゃってた。

　だけど……今度こそは、私から動くよ……！

「私！　する！　キス！　平地くん！」

　魔光少女としてドキドキパワーも高めないとだし、一石二鳥だよね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　お姉ちゃん、なんで原始人っぽくなってるんだろう……。

　っていうのは、ともかくとして。

　正直、お姉ちゃんがこんな素直に受け入れるとは思ってなかったな。恋人同士でもないのにキスなんて～！　とか、ヌルいこと言うかと思ってたんだけど。街田センパイの脅きよう威いに押されてのことなのかもしれないけど、何にせよ悪くない傾けい向こうだ。

「見ててね、真琴！　街の皆の平和のためにも、私頑がん張ばるから！」

「お、おぅ……そう、頑張ってね……」

　なんで急に、平和のためとか壮そう大だいな話になってるんだろう……まぁ、なんかやる気になってるところにあえて水を差す必要もないか。放っておこう。

　さて……これで、賽さいは投げられたって感じかな。後はお姉ちゃんの頑張り次第。

　というわけで……私の方も頑張らないとね！

　この旅行中に、何としても空橋センパイとの仲を深めるのだ……！










　　　第２章　海遊び中に関係が停てい滞たいするわけないじゃないですか




　街まち田だ好よし乃の




「さってセンパイ方っ！　この後はどうしましょう！」

　もう一度リビングに全員集合したところで、真ま琴ことちゃんが手を打って一同を見回した。

「ロケーション的に、山でも海でも行けるみたいですが……」

　そこで、チラリと空そら橋はしくんに目を向ける。

「空橋センパイ的には、山ガールがお好みですかっ？　それとも、やっぱり水着が見たいですか～？」

「はは、俺はどっちでも構わないよ。皆はどうかな？」

　露ろ骨こつにグイグイいく真琴ちゃんを完全スルーし、今度は空橋くんが皆みんなの顔を見た。

　さて……海か、山か。

　キスっていう目的を考えると、二人きりになるチャンスが多そうな山？

　いや……庄しよう川かわさんに見せつける、ってところまで達成しようとすると……。

「私は、海がいいと思います」

　視界が開けた海の方が適している、と判断した。

「その方がドキドキしそうですし……ね？」

　そう付け加えて、皆の顔を見回す。

　庄川さんが、どこかハッとしたような表情に。その隣となりで、真琴ちゃんは顎あごに指を当てて頷うなずいている。空橋くんは表情が読めない。里さと崎ざきさんは……真面目まじめくさった表情にも見えるけど、ちょっとヨダレが垂れそうになっていた。

「僕も海に一票ですね」

　そんな中、どこか使命感に満ちたような表情でツネちゃんが同意の声を上げる。間ま違ちがいなく、私の「ドキドキ」って言葉に反応してくれた形だろう。魔ま光こう少女を助けようと純じゆん粋すいに思ってくれてる彼の気持ちを利用するようで、ちょっと心苦しさもあるけど……実際海の方がドキドキパワーも高まりやすいだろうし、問題ないよね？




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真ま帆ほ




　キスって目的を考えると、山……かなぁ？　なんて、密かに思ってたんだけど。

「わ、私も海がいいかなぁ」

　街田さんの言葉に深く反省して、私も二人の意見に同調した。

　そうだよ……たぶん、山より海の方がドキドキパワーは高まりやすいよね。

　私ったら、自分のことばっかり考えて……魔光少女として失格だよ。ちゃんと、街田さんを見習わないとね。

　でも……今回の場合、私がドキドキすることも魔光少女としての役割の一つだし。

　キスは、目標にしても……いい、よね？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平ひら地ち護もり常つね




　特に反対意見が出ることもなくスムーズに、初日の昼は海で遊ぶことに決まった。

　正直に申し上げると、僕としては山の方がありがたかったという気持ちはある。このメンツで海……どんな騒そう動どうが起こるかなんて、容易に想像出来た。だけどお助けキャラとして、それを乗り越こえんと覚かく悟ごを決めてきたんだ。

　そう……覚悟、してたことではあるんだけど。

　──おい、なんだあの集団。

　──撮さつ影えいか何かか？

　──カメラどこー？

　そんな周囲のざわめきは、僕たちに向けられたものである。

　まぁ、そりゃそうなるよね。なにせ、全員が全員美男美女と称しようして良い方々なんだから。もちろん、僕は除いての話だけど。特に女性陣じんが四人も水着姿で並ぶと、ちょっとしたファッションショーの様相を呈ていしていると言える。一人モブ枠わくである僕は、居い心ごこ地ちが悪いことこの上ない。覚悟していようと、居心地が悪いものは悪いのだ。

　とりあえず、あんまり目立たないようにしてよう……と、僕はビーチパラソルとレジャーシートを手にそっと皆みなさんから離はなれる。

「手伝いますよ」

　すると、好乃さんが僕に続いてきた。

「というか、ツネちゃん……なぜ、そんなにコソコソした感じなのです？」

「矮わい小しようなこの身が極力皆さんの目に触れないように、と思いまして」

「……キミは、ちょくちょく妙みようなことを口走りますね」

　やや不ふ審しんげな表情で、好乃さんはジッと僕の顔を見つめる。

　会話してるんだから、こっちを見るのは当然ではあるんだろうけど。それだけじゃなくて……何というか物凄く『凝ぎよう視し！』って感じが……。

「あの……僕の顔に何か付いてたりします……？」

　なんとなく落ち着かなくて、少しソワソワしながら尋たずねる。

「えぇ、まぁ、目と鼻と……それから、唇くちびるが」

　なぜだろう……ごく普ふ通つうのことを言ってるだけなのに、なんだか捕ほ食しよく者に狙ねらわれているような気分になってくるのは……。

「……流石さすがに、いきなりってわけにはいかないよね」

　かと思えば、好乃さんはふいに目を逸そらして小さくそんなことを呟つぶやいた。

　いきなり……？　何のことだろう……？

「時にツネちゃん、後でサンオイルを塗ぬっていただけます？」

「いきなり何言ってんですか!?」

　ポーチからサンオイルを覗のぞかせた好乃さんに、僕は思わず叫さけぶ。

「いきなり……？　こういうのは、最初に塗っておかないと意味がないでしょう？」

「いや、それはそうなんですが……」

「背中は自分では塗りづらいですし」

　だったら、更こう衣い室で着き替がえる時に女性陣の皆さんに頼たのむのが普通だと思うのですが……と口にしかけて、ハッと気付く。そうか、そういうことか……。

「なるほど、これもドキドキパワーを集めるためってわけですね？」

「えっ？」

「……えっ？」

　いかにも予想外のことを言われたって感じのリアクションこそが僕の予想外で、お互たがいに疑問の声を上げるという謎なぞの光景が展開されてしまった。

「あー、そうそう。そうなんだよねー。うん、ドキドキパワーのために決まってるじゃん」

　遅おくれて紡つむがれたその言葉、何やら棒読み気味に聞こえるんですが……外そと面づらモードも解除されてますし……。

「まさかとは思いますが……男性相手にサンオイル塗りを頼むことに特に不自然さを感じていなかった……なんてことはないですよね……？」

　恐おそる恐る尋ねる。

「ふふっ、おかしなことを言いますね。そんなわけないではありませんか」

　貴女あなたに限っては、そんなわけが『ある』可能性が心配なんですけど……!?

「さぁツネちゃん、パラソルを立ててください。私はシートを敷しきますので」

　僕の手からレジャーシートを受け取って、テキパキと広げ始める好乃さん。

　誤ご魔ま化かしてる感じがしないでもないけど……まぁ、少なくとも今のやり取りでその感覚が普通じゃないってことはご理解いただけただろう。そう思って、僕もそれ以上追及することはせずビーチパラソルを立てにかかった。

　程なく、パラソルとシートの展開を終えたところで。

「ではサンオイル、お願いしますね」

　好乃さんはシートの上にうつ伏ぶせになった。

「ドキドキパワーのためですから」

「……承知しました」

　念を押すような好乃さんの言葉に、僕も観念してその傍かたわらへと膝ひざをつく。

「よろしくー」

　周囲に聞こえない程度の声量で言いながら、好乃さんは後ろ手で水着の紐ひもを解ほどいた。ハラリと紐が横に落ち、少し押おし潰つぶされた胸部の側面が顕あらわになる。

「紐、解くんですね……」

　僕の声は、知らず固いものとなっていた。
















「じゃないと塗りづらいでしょ？」

「そうかもしれませんが……」

「あと、ドキドキパワーのためだから」

　何か、ついでのように付け足されたような……いや、考えすぎだろう。

　軽く首を横に振り、僕はサンオイルの容器を受け取ってそのキャップを開けた。

「わかりました……では、失礼しますね」

　サンオイルを手の平に広げ、そっと好乃さんの背中に触ふれる。

「ひゃんっ」

「へ、変な声出さないでもらえます……!?」

　少し身体からだを震ふるわせた好乃さんに、僕の方はビクッと結構震えた。

「ごめんごめん、意外と冷たくて。もう大だい丈じよう夫ぶだから」

「それじゃ、続けますね」

「うん」

　もう一度、好乃さんの背中に手を当てる。今度は特に反応もなかったので、僕は少しずつその背中の上へと手を這はわせた。変なところを触さわらないよう慎しん重ちように、ゆっくりとサンオイルを塗り込んでいく。

　しばし、お互い無言の時間が続いた。

「……あー、確かに意外とドキドキするねこれ」

　確かに!?　意外と!?

「やっぱり、最初は素すで言ってたんですね……？」

「ははっ」

　問いかけると、笑って誤魔化された。

「まぁまぁ、結果オーライ結果オーライ。ちゃんとドキドキしてるからね、私」

「ならいいんですけど……」

　ただ、僕としては周囲の視線に割と居た堪たまれない気持ちだったりする。なんか、妙に注目されてるような……まぁ、ただでさえ好乃さんは目立つしね。まさか僕が恋こい人びとだとか誤解されるわけもないだろうし、好乃さん程の人になればお付きの者がサンオイルを塗るのか……的な驚おどろきが皆さんあるんだろう。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　無茶苦茶恋人っぽいことしてるなあの二人!?

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん！　完全に出で遅おくれちゃってるよ！　もうこの際二番煎せんじでもいいから、お姉ちゃんも次にあれやってもらおう！」

　街田センパイの速そつ攻こうに驚きつつ、傍らのお姉ちゃんに小声で言う。

「でも、もう更衣室で日焼け止め塗っちゃったよ……？」

「そんなの、もっかい塗ってもらえばいいじゃん！」

「ていうか日焼け止めのクリーム、そもそも更衣室に置いてきてるんだけど……」

「……むぅ」

　物理的に存在しないものはどうしようもないか……くっ、更衣室の時点で既すでに戦いは始まっていたとは……ていうか、私も自分で塗るんじゃなくて空橋センパイに塗ってもらえばよかったな……いや、今いま更さら言っても仕方ない。

「初手は取られちゃったけど、勝負はこれからだよお姉ちゃん！」

「う、うん！」

　大きく頷うなずくお姉ちゃんだけど、イマイチ頼たよりないなぁ……。

「ちなみに、何か作戦とかって立ててたりする？」

「えと、とりあえず釣つりに誘さそってみようかと思って」

「釣り……？」

　それじゃちょっと穏おだやかすぎて、アプローチに繫つながらないんじゃ？　いやでも、二人っきりで穏やかな一ひと時ときを過ごすことで仲が深まるってことも……。

「鱚きすが釣れれば、ワンチャン……」

　って……うん……？　今ちっちゃく、なんて呟いた……!?

「ちょ、ちょっと待ってお姉ちゃん……！　まさかとは思うけど、鱚から連想ゲーム的にキスに繫げるつもりとかじゃないよね……!?」

　い、いやいや、我が姉といえど流石にそこまでアレでは……。

「うん、そうだよ？」

　そこまでアレだった！

「そこにはワンチャン無いってお姉ちゃん！」

「確かに、鱚が釣れるかどうかは運次第だもんね……」

「それ以前の問題だよ!?　釣れた上でノーチャンだよ！　なに、さっきの私とのやり取りから着想得ちゃったの!?　それ、得ちゃいけないタイプの閃ひらめきだからね!?　ダジャレ一本の命いのち綱づなって、それもう飛び降りる前から切れてるから！」

「そう……かなぁ……？」

　なんでちょっと納得いってない風なの!?

　駄だ目めだ、変な方向に向かないようとりあえずの目標を与あたえとこう……！

「やっぱり、まずは日焼け止め作戦でいこう！　うん、それがいい！　それがベスト！　だからお姉ちゃん、更衣室から取ってきて！　ダッシュで！　ゴー！」

「わ、わかった！」

　強めの口調で言うと、お姉ちゃんは慌あわてた感じで踵きびすを返して駆かけていった。

「あれ？　庄川さん、どうしたの？」

　その後ろ姿に目を向けて、空橋センパイが疑問の声を上げる。

「あっ、なんか忘れ物したみたいで！　それよりセンパイ、後で日焼け止めクリーム塗ってもらえませんかっ？　私、日差しに弱くって～」

「それは、お姉さんに頼んだ方がいいんじゃないかな？」

「いやいや、お姉ちゃんじゃ不器用すぎてムラが出来ちゃうんでぇ」

　とりあえずお姉ちゃんのことは一いつ旦たん置いといて、まずは自分のことだよね……せっかくの海、ここで空橋センパイを落とすつもりで！

　……あれ？　なんか、何かを見落としてるような……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「すみません……どうやら、お姉ちゃんは迷子になったようです……」

　忘れ物を取りに行ったらしい庄川さんを待つことしばし。いつまで経たっても戻もどってこないお姉さんに、真琴さんが一旦更衣室を見に行ったんだけど……戻って開口一番の言葉から察するに、そこにもいなかったんだろう。

「この人混みの中を一人で行かせていい人じゃないってことを、すっかり失念してました……完全に、私の落ち度です……」

　真琴さんは、シュンと項うな垂だれている。

「あー……じゃ、手分けして探そうか」

　苦笑気味に言うユウくんに、僕含ふくめ一同頷いた。

「里崎は、荷物見ててくれるか？」

「あいよー」

　ひらひらと手を振ふる里崎さんを置いて、それぞれ歩き出す。

　……あれ？　なんか、何かを見落としてるような……？

「くー……チュウ……すぴー……チュウ……」

　ん……？　それはそうと、なんか今聞き覚えのある声が聞こえたよね……？

　庄川さんの鞄かばんの陰かげ……この、タオルの下かな……？

　タオルを、そっと持ち上げてみると……。

「むにゃむにゃ……フナ幽ゆう霊れいのフナって、魚類の方なんでチュウか……？」

　そこには、心ここ地ちよさそうに寝ね息いきを立てるフェレットさんの姿が！

　って、貴方あなたまで来てたんですか……まぁマスコット妖よう精せいなんで、魔ま光こう少女に同行するのが普ふ通つうなのかもしれませんけど……だったら、主あるじが迷子にならないように導いて……いや、やっぱりいいですなんか余計に拗こじれそうな気しかしないので……こうして大人しく寝ねてていただくのが、たぶん一番……。

「……ヂュッ!?」

　あぁ!?　僕の願い虚むなしく、なんかビクッとなって今にも起きそうな雰ふん囲い気きに!?

　と、とりあえずもう一度タオルを被かぶせておこう……！

「ふわぁ……よく寝たでチュウ……って、あれ……？　真帆の気配が近くにないでチュウねぇ……？　また迷子でチュウか……？」

　気配！　なんと、主従を繫ぐそんな便利なものがあるのですか！　初めてマスコット妖精らしい部分が垣かい間ま見みえましたねフェレットさん！

「まったく、仕方ないでチュウねぇ……迎むかえに行くでチュウか……」

　とはいえ……海にフェレットって不自然極きわまりないんで、出来ればここでタオルを被ったまま大人しくしといていただきたいところなんですが……。

「よし、行くでチュウ！」

　って、なんでタオル被ったままで動き出しちゃうんです!?　それ、考えうる限り最悪の選せん択たくですよ!?　というか、そのままじゃ前見えないですよね!?

「ふわぁ……にしても、なんだか視界が覚おぼ束つかないでチュウねぇ……実はまだ夢の中だったりするでチュウかぁ……？」

　もしかして、完全に寝ぼけてるパターンですか!?　ちょ、タオル被ったままカサカサ動かないで！　怪あやしい！　完全に浜はま辺べを彷徨さまよう不ふ審しん物ですよ今の貴方！　これならフェレット姿の方が万倍マシです！　い、いや、でも、とりあえずこれを追いかけていけば庄川さんの元には辿たどり着けるのか……!?

「あの、その、私……」

　おっ、早さつ速そく風に乗って庄川さんのものらしき声が聞こえてきて……いた、あそこだ！

　………………って、フェレットさん!?　なんで逆方向に行くんですか!?　そっちに庄川さんはいませんよ!?　ちょ、気配云うん々ぬんはどうしたんですか!?　やっぱり貴方マスコット妖精らしい要素ゼロですか!?

　くっ……フェレットさんを追うべきか、庄川さんの元に向かうべきか……！

「その水着、可愛いね？　今日、一人で来てるの？　俺、この辺りじゃ結構有名なサーファーなんだけどさ、よかったら一いつ緒しよに海に出ない？」

「えと、ありがとうございます……じゃなくて、私……」

　ここは、今まさにトラブルの真っ最中って感じの庄川さん一いつ択たくか……！

「一人、じゃなくて……」

「うん？　一人で来てるって？」

「ち、違ちが……」

　案の定と言うべきか、庄川さんは捲まくし立てる男性相手に押されてオドオドするばかりだ。

　ナンパか……定番のトラブルには、やっぱり定番の対処法かな。僕の恋人に何かご用でしょうか……が定番中の定番ではあると思うけど、口だけとはいえ僕が恋人なんて名乗っちゃ庄川さんに不快感を与えてしまうか。まぁ、友人だって名乗れば男女混合グループで来てるってことを察して諦あきらめてくれるだろう。

「あの、すみませ……」

　頭の中で算段を立てつつ、二人に声をかけに行こうとしたところ……。

「それじゃ、行こう」

「や、その、そうじゃなく……」

　手を差し伸のべてくる男性から逃にげる形で、庄川さんが後ずさり。

「……ふぁっ!?」

　その拍ひよう子しに、砂に足を取られた!?

　くっ……間に合うか……!?

「とぅっ！」

　スライディングで、倒たおれ込む庄川さんの後ろにどうにか滑り込む！

「はっ！」

　ふぅ……どうにか、ギリギリで受け止められた……。

「お、おぅ……えっと……君は……？」

　安あん堵どする僕に対して、男性が困ったような表情で尋たずねてくる。

　確かに僕、この人からすれば急にスライディングしながら登場した謎なぞの男だもんな……えっと、こういう場合は名乗った方がいいのかな……？　けど名前言ったところでって感じだし、庄川さんとの関係を明示しつつ……えーい、いいや！　元々考えてたことをそのまま言っちゃおう！

「僕の彼女に何かご用でしょうか！」

　って、これ却きやつ下かした方のやつぅ!?

「あっはは……そう、彼氏くん」

　いきなりスライディングで現れて彼氏を名乗るとか、これじゃむしろ僕の方が圧あつ倒とう的に不審者じゃないか……！

「それは失礼したね。それじゃ、お幸せに」

　だけど男性はそれだけ言って、軽く手を上げて踵を返した。

　な、なんだかよくわからないけど、結果オーライ……なのかな……？

「あ、あの、平地くん……」

　疑問を浮うかべる僕の腕うでの中から、そんなか細い声が……。

「って、ほわぁ!?」

　僕、思いっきり庄川さんを抱だきしめちゃってる!?

　いやそれ自体は割とよくあることっちゃよくあることなんだけど、水着同士じゃ肌はだの触ふれ合い面積が大きすぎる……！

「し、失礼しました！」

　僕は慌てて庄川さんを放はなして飛び退のいた。

「う、うぅん……受け止めてくれてありがとうね」

　赤くした顔を俯うつむけながら、庄川さんは消え入るようなか細い声でそう言う。

　な、なるほど……僕に抱きしめられても庄川さんが無抵てい抗こうだったから恋こい人びと同士だって勘かん違ちがいしたのか……と、今いま更さらながらに男性の行動にも納得。実際のところ、庄川さんは驚おどろきで固まっちゃってただけだと思うけど。

「それに、助けに来てくれて……それも、ありがとう。ごめんね、迷めい惑わくかけて……」

「あ、いえ、その、こちらこそ……『僕の彼女』だって言っちゃって、すみません」

　俯いたままの庄川さんに謝罪すると、庄川さんは顔を上げて目をパチクリと瞬またたかせた。

　それから、まだ少し赤い顔ではにかむ。

「ふふっ、どうしてそんなことで謝るの？　むしろ、嬉うれしかったよ」

「……なら、良かったです」

　どうやら不快に思われはしなかったみたいで何よりだ。まぁそりゃ、庄川さんもあれがこういう時の決まり文句だってわかってくれてるよね。

「あっ……」

　と、何かに気付いたような声を上げて庄川さんが僕の顔に向けて手を伸ばしてくる。

「平地くん、怪け我がしちゃってる……ごめんなさい」

　頰ほおに触れられた瞬しゆん間かん、少しだけ痛みが走る。

　スライディングした拍子に、砂に紛まぎれてたゴミでも飛んできたのかな？

「ははっ、問題ありません。ただのかすり傷ですよ。ツバでも付けておけば治ります」

　実際、触さわられてようやく気付いた程度の傷だ。

「ツバ……」

　小さく呟つぶやいた後で、庄川さんはゴクリと喉のどを鳴らした。

　かと思えば、何を思ったかゆっくりと顔を近づけてくる。

　………………。

　……いや、本当に何を思っての行動なんですかそれ!?

　まさか、ツバを付ければって言ったから!?　舐なめるおつもりだったりします!?

　なんて、そんなはずは……だけど、顔がもう目の前に……いずれにせよ、止めなきゃ……なんて頭の中で考えてはいても、咄とつ嗟さのことで身体からだが固まってしまって……！

「ツネちゃーん！」

　そんな中、飛んできた声。

　僕と庄川さんは、お互たがいにビクッと身体を震ふるわせた。

「あ、えと、その、確かにそんなにおっきな傷じゃないみたいだね！」

　慌あわてた調子で捲し立てながら、庄川さんは近づけていた顔を大きく後ろに逸そらした。

　な、なるほど……僕の傷の様子を間近で観察してくれてたんですね……しかし庄川さん、そういった行動は出来れば控ひかえていただければと。僕じゃなきゃ、もしかしたら何かしら勘違いしててもおかしくなかったですよ？　男を勘違いさせるような行動とか……。

「庄川さん、見つかったようですねー！」

　そう、こっちに向けて手を振っている好乃さんじゃあるまいし……。

　………………って。

　好乃さん、なんで後ろに大勢の男性を従えてるんですか!?

　しまった……！　さっきの、何かを見落としてるような違い和わ感かんの正体……！

　好乃さんも、この人混みの中で一人にしちゃ駄だ目めな人だった！




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　ふぅ……危なかった。

　今の庄川さん、ツネちゃんにキスしようとしてたよね……？　まさか、あの庄川さんがこんな公衆の面前でそんな大だい胆たんな行動に出るとは……完全に油断してた。ギリのタイミングで見つけられて良かったよ……。

「ちょ、ちょっとちょっと、好乃さん！」

　安堵する私の方へと駆かけ寄ってきたツネちゃんは、なぜか慌てた様子だった。

「これ、どういう状じよう況きようなんです……!?」

　それから、顔を引きつらせながら尋ねてくる。

「これ……とは？」

「え、まさかそこの説明から必要なんですか……!?」

　言っている意味がわからず首を傾かたむけると、ツネちゃんは目を剝むいた。

「この、大勢引き連れられた男性方はどちら様なんですかって話ですよ……！」

「皆みなさん、私に声をかけてこられた方々なのですが……探し人がいるとお伝えしたら、一緒に探していただけることになりまして」

「では、皆さんの手に食べ物やら飲み物やら遊具やらが沢たく山さんあるのは……!?」

「ついでに奢おごってくださるとおっしゃるので、せっかくなのでご好意に甘えようと」

「やっぱり本物はレベルが違いますねぇ!?」

　本物……？　何のことだろ？

「ていうか好乃さん、この状況に不自然さを感じていないんですか……!?」

　次いで、ツネちゃんは戦せん慄りつしたような調子で尋ねてくる。

「漫まん画がなどでもこういった場面は散見されるでしょう？」

「なんでちょいちょい漫画をソースにしちゃうんですか……!?　いや、それよりとりあえず皆さんに解散をお願いしていただけます……!?」

「そうですね」

　庄川さんを見つけるっていう目的は達成出来たしね。

「おかげさまで探していた方が見つかりました。皆様、ご協力ありがとうございました」

　振ふり返って、ペコリと頭を下げる。すると皆さん私とツネちゃんの顔を見比べるように視線を動かした後、どこか苦笑気味になって散り散りに去っていった。

「こんなあっさりと解散するとは……見事に操あやつってますね……」

　なぜかツネちゃんはちょっと引き気味の様子。

「人聞きの悪いこと言わないでいただけます？　親切な方が多かっただけでしょう」

「いや、ぶっちぎりで下心メインだったと思いますけど……」

「そんなことはないでしょう？　別に変なことをされたりもしませんでしたし」

「それは己が触れることでその美しさが汚けがれてしまうのではないかと思う、神こう々ごうしいものに対する人間の本能的な畏おそれのようなものがあったからでしょう。ん……しかし、そう考えると確かにあながち下心とも言えませんね。むしろ、彼らは美を崇あがめる敬けい虔けんな教徒だったと言えるのかもしれません」

「お、おぅ……」

　だから、急に褒ほめちぎってくるのやめてもらえる……!?

　不意打ちだったせいで、胸がドキドキして……。

「っ！」

　って、来た！　怪かい人じんの気配！

「ツネちゃん」

「……現れたんですね？」

　表情を引き締しめて視線を送ると、ツネちゃんはそれだけで私の言いたいことを察してくれたようだ。

「あ、あのあのっ！　二人共、探しに来てくれてありがとねっ！」

　しばらくぼんやりとした感じでこちらを窺うかがっていた庄川さんも、慌てた様子で駆け寄ってきた。それから、早口で捲まくし立てる。

「ところで私、急用を思い出して！　急いで荷物のところに戻もどりたい気分かなーって！」

「……奇き遇ぐうですね、私もですよ」

「なんと！　それではお二人共、ダッシュで戻りましょう！」

　……うん。三人共関係者なんだから、この茶番必要なくない……？　一応、周りへの言い訳作りってことなのかな……？　いや、今はそんなこと考えてる場合じゃないか。

　怪人の被ひ害がいが出る前に、さっさと変身ステッキを取りに行かないと……！

「それじゃ……ふわっ!?」

　って庄川さん、この場面で走り出した一歩目から転びます!?

「っとぉ！」

　固まる私の目の前で、慣れた手付きでツネちゃんが庄川さんを受け止める。

「……なるほど、このまま砂すな浜はまを走っていくのは危険ですか」

　思案顔で小さく呟くツネちゃん。

　確かにこのまま庄川さんを走らせるのは不安だけど……だからって、どうするつもり？

「庄川さん、失礼しますねっ！」

　ツネちゃんは、手を庄川さんの背中と膝ひざ裏に回して……。

「ふんっ！」

　なっ!?　お姫ひめ様抱だっこ!?

「これで行きます！」

　それで行くの!?

　って、本当に走り出しちゃった……と、とりあえず追いかけよう。

　けど、お姫様抱っこかぁ……いいなぁ……。

　………………いや、いいかなぁ？

　お姫様抱っこそのものには憧あこがれないでもないけど、砂浜の上をその状態で全力疾しつ走そうって、ロマンチックっていうよりもう運動部のトレーニングの範はん疇ちゆうだし……周りの視線もめっちゃ集めてるから、当の庄川さんはさぞ恥はずかしそうに……。

「えへへ、ありがとね平地くん」

　って、あれ!?　意外と平気そう!?

　思ったより肝きもが太いのか……それとも、こういうのに慣れてるとか……？　ツネちゃんもお姫様抱っこするの妙みように手慣れてる感じだったし、庄川さんも全く抵抗しなかったし……ぐむむ、これは思わぬところで差を見せつけられちゃったな……。

「っ！」

　って、また怪人が現れる気配!?

　庄川さんのドキドキに反応した、ってことかな……？

　まぁ、二対二になる程度は望むところだけど………………ん？

　今、ふと気付いたんだけど……。

　これ、私たちがドキドキする度たびに怪人が出現してたらツネちゃんへのアプローチどころじゃなくない？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「んっ、チョーウンさん見つかったんだ」

　庄川さんを抱かかえたままパラソルのところに戻ると、そんな里崎さんの声に迎むかえられた。

「……里崎さん、この状況に違和感を覚えないのですか？」

　里崎さんにそう尋たずねる好乃さんの目は、どこか胡う乱ろんげだ。

「この二人にはよくあることだからね」

「やっぱ、慣れっこだったってことか……」

　事もなげに返す里崎さんに、好乃さんは小さく呟つぶやきながら思案顔となった。

「そ、そんなことより……」

　庄川さんを降ろしてから、未いまだ整わない息のまま好乃さんの腕うでをつつく。

「っと、そうでしたね……」

　それで、好乃さんも状況を思い出してくれたようだ。

「失礼、私たちは少々……」

「トイレに行ってくるね！」

「………………行ってきますね」

　庄川さんに言葉を被かぶせられた好乃さんの笑顔は、少しだけ頰ほおが引きつり気味だった。まぁ女性としては、堂々とトイレ行く宣言っていうのは恥ずかしいだろう……。

「それじゃ……」

「って、庄川さん……！　手ぶらで行くのは……！」

　そのまま駆けていこうとする庄川さんを慌てて止める。

　変身ステッキ的なアレも持たずに、何しに行くおつもりなんですか……!?

「あ、そっか……」

　言われてようやくそこに気付いたらしく、自分の鞄かばんを引き寄せる庄川さん。

「えと、えと、どこに入れたっけな……うん……？　そういえばチュウが入ってないような……また勝手に出ていって……いや、今はそれどころじゃなくて……」

　焦あせった様子で、鞄の中を探っている。

「あった……！」

　そして、変身ステッキ的なアレを取り出し……って、ちょっと待ってください!?　まさか、それそのまま持っていくおつもりですか!?　水着姿でそんなもの持ってたら目立って仕方ないですよ!?

「か、鞄ごと持って行った方がよろしいのではないですかね！　なんとなくですが、そんな風に思ったり思わなかったりする次第ですよ！」

「えっ……？」

　僕の言葉に、庄川さんは目をパチクリと瞬またたかせる。なんで、ここまで言ったのに「なんでだろう……？」とか思ってそうな表情なんですか……。

「そうですね。鞄を持って。さ、行きましょうね」

「う、うん」

　半ば強ごう引いんに鞄ごと持たせ、庄川さんの手を引きながら好乃さんが駆け出す。

　変身場所についてとか不安はあるけど、好乃さんが付いていてくれるなら大だい丈じよう夫ぶだろう……お手数をおかけしますが好乃さん、後はよろしくお願いします……！

「……あの二人って、意外と仲いいんですかね」

　いつの間にか戻ってきていた真琴さんが、二人の背中を見送りながら何気ない調子で呟く。それから、すぐにハッとしたような表情に。

「ねっ、空橋センパイ！　そこんとこ、クラスメイトの目から見てどうなんですかっ？」

　それを笑みに変えて、戻ってきたばかりらしいユウくんの手を握にぎって尋ねる。

　すかさず攻せめるなぁ……いや、感心してる場合じゃない。ここは僕もしっかり協力せねば。せっかく人数が減ったんだし、後は里崎さんさえ遠ざければ……。

「あの、里崎さん」

　……呼びかけたはいいものの、何を言えばいいんだろう。

　里崎さんとしても、僕と二人っきりになるのなんて嫌いやだろうし……。

「えーと、その……」

「……わかってるって」

　挙動不ふ審しん気味になってしまった僕に小声で言って、里崎さんはニッと笑った。

「ヒラチ、飲み物買いに行くからちょい付き合ってくんない？」

　そして、声量を戻して僕の肩かたを叩たたく。

「え、えぇ！　喜んで！」

　是ぜ非ひもなく、僕も頷うなずいた。

「それじゃ、ちょっと行ってきますね！」

　ユウくんと真琴さんに向けて手を上げ、里崎さんと連れ立って歩き出す。チラリと真琴さんに目を向けると、ユウくんからは見えない位置でグッと親指を立ててくれた。

　まぁ、今回は僕じゃなくて里崎さんのおかげなんだけどね……にしても、僕が真琴さんを後押ししようとすることを見み抜ぬいていたとは……流石さすがイマドキ女子代表な里崎さんだね。恋れん愛あい事に関する機き微びを察する能力は半はん端ぱないってことか。




　　　◆　　　◆　　　◆




　里崎翔しよう子こ




　わかってるって、ヒラチ。

　この場はソラハシと真琴ちゃんを二人きりにしたかったんでしょ？　ちょくちょく真琴ちゃんと接せつ触しよくしてたのも知ってるからね。アンタらの意図なんて、とっくに察してるよ。

　そう……真琴ちゃんを近づけることで、ソラハシの動どう揺ようを誘さそっているんだと！

　アタシたちがヒラチに対してやってたことを、今度はヒラチ自らが差し向けてるってわけだ。もちろん、その程度じゃソラハシが揺ゆらぐとも思えないけど……やれる手は全部打っておこうって算段なんだろう。ソラハシに翻ほん弄ろうされるばかりだったヒラチが、ホント成長したもんだよ……。

「あの……急に遠い目になって、どうされたんです……？」

　隣となりを歩くヒラチが、おずおずと尋ねてくる。

「そりゃ、アンタの成長を思ってのことだよ」

「えぇ……？　僕、里崎さんの中でどういうポジションなんです……？」

「ははっ、わかってるくせにぃ」

　ヒラチだって、アタシとチョーウンさんの干かん渉しようにはとっくに気付いてるんでしょうに。今じゃ、アタシたちのことを逆に利用してるくらいだもんね。

「いや、さっぱりわからな……っ!?」

　言葉の途と中ちゆうで、ヒラチの疑問顔が固まった。

　視線の先にあるのは……タオル？

「あれ、チョーウンさんが持ってたタオルじゃない？」

「そ、そう……ですかねぇ？　確かに、柄がらは似てるかもしれませんねぇ……」

　まぁ確かに、よくある柄だしね……って、あれ……？

「なんかあのタオル、動いてない？」

「いやぁ、それは風の影えい響きようでしょうねぇ！　浜風ってやつですねぇ！」

「ちょ、急にでっかい声出さないでよ……」

「あ、すみません……」

　耳を押さえながら苦情を言うと、ヒラチは声量を戻もどして頭を下げてきた。

　いや、それより……。

「つーか、風に吹ふかれてるっていうのとは動きが違ちがう気がするんだけど……」

　モゾモゾと動いていく様は、なんか下に動物でも入ってるみたいな……。

「真帆ー、真帆ー、どこでチュウかー……？」

　うん……？

「なんか今、どっかで聞き覚えがある可愛い声が聞こえたような……？」

「き、気のせいではないですかね!?　ほら、こんなに人が多いですし！　子供も多いですしね！　可愛い声の一つや二つ、珍めずらしくもなんともないですよ！」

「それもそうか……ただ、なんかあのタオルの方から聞こえた気がするんだけど……」

「それより、里崎さん！　向こうの方に人だかりが出来てますけど、何でしょうね！　何やら、怪かい人じんって単語が漏もれ聞こえてきますけども！　とっても気になりますよね！」

「うぇっ、この街にも怪人いんの？　あっ、でもじゃあ魔ま光こう少女もいるのかね？」

「さぁ、どうなんでしょうね！　それを確かめるためにも、見に行ってみましょう！　さぁ早く！　今すぐに！　是非とも行きましょう！」

「はいはい、わかったって」

　グイグイと背中を押してくるヒラチに、軽く苦笑する。流石、マホオタの名は伊達だてじゃないって感じかな？　ま、この街の魔光少女に興味があるのは私も同じだからね。

　いっちょ、見に行ってみましょう……って、あれ……？

　空の彼方かなたから、こっちに向かって飛んで来るあの二人……。

「あれって、マホマホとライトじゃんね？」

「そ、そうみたいですねー」

「出張みたいな制度、魔光少女にもあるのかね？」

「そ、そうみたいですねー」

「てかライト、来て早々なのになんか疲つかれ気味っぽくない？」

「そ、そうみたいですねー」

「……ヒラチ、なんか反応悪くない？　マホマホたちが来てるってのにそんなテンション上がってないみたいだし。もしかして、二人が来ること知ってたとか……？」

「い、いやですねぇ里崎さん！　そんなわけないじゃないですかぁ！　ほら、アレですよ！　興奮しすぎて、一周回って冷静になっちゃった的パターンですよ！」

「そんなパターンある……？」

　なんかヒラチの様子がおかしいような気がするけど……まぁいいや。

　とりあえず今は、もっと近くでマホマホたちを……って、あっ。

　もう怪人、倒たおしちゃったみたい？




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　ふぅ……無事怪人を倒せて良かったぁ。

　この街でも問題なく戦えそうだね………………って、あれ……？

　ここ、どこだろう……？　しまったなぁ、変身した時と違う場所に降りちゃった……えーとえーと、皆みんなのところに戻るには……。

「しょ、庄川さーん！」

　キョロキョロと辺りを見回していたところ、そんな声が。

　視線を向けると、大きく手を振ふりながらこっちへと駆かけてくる平地くんの姿が目に入ってきた。少し浮うかび始めていた不安が、たちまち霧む散さんする。

「ぜぇ……ぜぇ……お迎むかえに上がりました……」

　私のところまで辿たどり着いた平地くんは、息を切らせながらも笑顔を見せてくれる。

「えっと……探しに来てくれたの？」

　怪人との戦いで戻るのが遅おそくなって、心配かけちゃったのかな……？

「えぇ、まぁ……」

　苦笑気味に言い淀よどむ平地くん。

　あぁ、これはたぶんアレだね……また迷子になるって思われてたパターンだね……。

「ごめんね、迷めい惑わくをかけて……」

「いえ、迷惑だなんて。僕が、極力庄川さんと一いつ緒しよにいたいと思ってのことですので」

「そ、そう……」

　私を気き遣づかっての言葉かもしれないけど……そう言ってくれて、凄すごく嬉うれしい。

　ストレートな物言いに、ちょっと照れちゃうけどね。

「それにしても、よく私のいる場所がわかったね？」

　少し気になったことを聞いてみる。

「えぇ、それはもう飛び去っていく先をダッシュで……あぁ、いえ、じゃなくて！」

　言葉の途中、平地くんは慌あわてた調子で手をわたわたと動かした。

「その、愛の力的なアレです！」

「ふぇっ!?」

　またもドキッとするような発言に、驚おどろきの声が出てしまう。

「すみません、また間違えました！」

　平地くんの手の振り幅はばが、ますます大きくなった。

「この場合の愛というのは、対象が魔光……じゃない！　その、まぁ、何と言いますか……もうちょっと広義な感じのアレなんです！」

「そ、そうなんだね……」

　正直何を言ってるのかよくわからなかったけど、平地くんがテンパってるみたいだから納得しておくことにする。悪い意味じゃないってことはわかるしね。

「それでは、皆と合流しましょうか」

　コホンと咳せき払ばらいを挟はさんで、平地くんが歩き出す。

「うん、そうだね」

　あんまり遅くなると、今度こそ本当に皆に心配かけちゃうしね。

　でも……せっかく二人きりなんだから、もうちょっと何か……あっ、そうだ。

　思いつきで、平地くんの手に自分の手を重ねてみる。

「……えっ？」

　すると、平地くんは少し驚いた表情で振り返ってきた。

「あ、その……迷子になっちゃうと困るから……」

　なんだか急に恥はずかしくなってきて、早口気味に言い訳。

「な、なるほど……」

　平地くんは、どこか自分を納得させるような調子で呟つぶやく。

「……承知しました」

　それから、私の手を握にぎり返してくれた。

　少しゴツゴツした手から、熱が伝わってくる。

「えへへ……ありがとう」

　はにかみながら、私は平地くんに寄り添そった。

　少し照れくさくて、空いた方の手で頰ほおを搔かく。ドキドキは……してるけど、それよりもなんだか落ち着く気持ちの方が強いかも。平地くんの傍そばにいるのが、もう当たり前みたいになってるのかな。

　魔光少女としての役割は果たせないけど……ちょっとくらい、いいよね？

「では……行きましょう」

「うんっ」

　改めて歩き出した平地くんに続いて、私も踏ふみ出す。

「わぷっ」

　だけど平地くんがすぐに立ち止まったから、その背中に顔をぶつけてしまった。

「どうしたの……？」

　尋たずねる私の方へと振り返ってきた平地くんは、どこか硬かたい表情に見える。

「あの……庄川さん。今、手ぶらですよね？」

「え？　うん、そうだけど」

　右手は平地くんと繫つないでいて、左手は空いた状態。

　だけど、それがどうしたんだろう……？

「行く時、鞄かばんを持って行かれましたよね……？」

「………………あっ!?」

　ようやく私も平地くんが言わんとしてることを理解した。

　そして、胸に満ちてくる焦しよう燥そう感。

「どうしよう、大切なものが入ってるのに……！」

　他はともかく、変身ステッキは絶対に確保しないと……！

「い、急ぎましょう庄川さん！　置いた場所は思い出せますか!?」

「えーとえーと……向こう？　の方……かなぁ……？」

「曖あい昧まいな感じですか……とりあえず走って、覚えのある場所を見つけましょう！」

「う、うん！」

　鞄の中身のことなんて知らないはずなのに、平地くんは真しん剣けんな調子で指針を示してくれる。それ自体は、頼たのもしいし嬉しいんだけど……うぅ、せっかくのチャンスをどうして自らふいにしちゃうの私ぃ……！




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　頭の中に、ふと天てん啓けいが舞まい降りた。

「で、結局チョーウンさんの鞄は見つかったんだ？」

「うん、誰だれにも持ってかれてなくてよかったぁ」

　考えてみれば、ツネちゃんにアプローチをかけるにあたって必要なのはツネちゃんをドキドキさせることであって私のドキドキは関係ない。

「にしても、遅かったね？　どっかで寄り道でもしてたの？」

「うぅん、単純に見つけるのに時間がかかっただけだよ」

　つまり、私は平常心を保ちつつツネちゃんだけをドキドキさせればいいわけだ。

「そんなに見つかりづらい場所に忘れてたの？」

「それが、木の枝に引っ掛かかっちゃってて……なかなかそれに気付けなかったの」

　平常心を保つなんて、私的には十八番おはこも十八番よ。

　伊達に高たか嶺ねの花キャラを演じてきてるわけじゃないってね。

　ごめんね？　庄川さん。どうやらこの勝負、私に有利すぎるみたい。

「自分で引っ掛けたんじゃないの……？　そんなの、自然になる……？」

「それは、飛び立った時の勢いで……」

「あ、あー！　そうですねー！　恐おそらくそれは、風の仕し業わざでしょうねー！　浜風ってやつですねー！　間違いないでしょう、えぇ」

　内心で余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた私は、ツネちゃんの大声に意識を現実に戻もどした。

「ヒラチ、なんか浜風に対して過か剰じような信しん頼らい置いてない……？　あれ、特別に強いもんでも何でもないからね……？　あと、急に大声うるさい」

「あ、すみません……」

　顔をしかめる里崎さんに、声量を普ふ段だん通りに戻すツネちゃん。

「ところでヒラチ……さっきからそんな縮こまって、どうしたの？」

　そう言いながら、里崎さんはどこか嗜し虐ぎやく的な調子で笑った。

「いや、まぁ、少々、この状じよう況きように緊きん張ちようしておりまして……？」

　私たちは現在、海の家で休きゆう憩けいしていた。

　六人がけのテーブル。こっち側はツネちゃんを真ん中にして両サイドに私と庄川さん、向こう側は真琴ちゃんを挟んで空橋くんと里崎さん、という配置で腰こし掛かけている。

「この状況、って？」

　斜ななめ向かいから、ツネちゃんに向けて里崎さんが首をかしげて見せた。

「こっち側、少々詰つめすぎじゃないですかね……とか、思ったり思わなかったりで……」

　ツネちゃんの両隣どなり、私と庄川さんはピッタリと彼にくっつく形で座っている。

「そう？　そんなもんでしょ？」

　軽く言って、里崎さんはニンマリと笑みを深めた。

「ねぇ？」

　次いで、里崎さんは私たちに話を振ってくる。

「う、うん！　そうだと思うよ！」

　少し顔を赤くしながらも、庄川さんがコクコクと頷うなずいた。

「えぇ、そうですね」

　私も頷いて返す。

　……うん、まぁ、というか。

　そういう発言が出るってことは、このくらいの距きよ離りって普ふ通つうじゃなかったんだ……これに関しては別にアプローチのつもりもなくて、普通に座っただけだったんだけど……。

「だよねー？」

　念を押すように言いながら、里崎さんは笑っている。ツネちゃんが翻ほん弄ろうされる姿を楽しみたい彼女としては、確かにこれは恰かつ好こうの状況と言えるだろう。どうして空橋くんの方をチラチラと頻ひん繁ぱんに見てるのかは謎なぞだけど。

　ともあれ……意図したわけじゃなかったけど、この状況は私にとってのチャンスだ。

「ふふっ……水着ということで少しドキドキしてしまいますけど、ね」

　まずは、ツネちゃんが逃にげ出したりしないように楔くさびを打つ。

「……なるほど、確かにそうかもしれませんね」

　果たして、私の意図を読み取ってくれたらしいツネちゃんの気配が変わった。私たちが、魔ま光こう少女としての役割を果たすためにこうしていると思ってくれたんだろう。これで、アプローチする言い訳も立ったわけだけど……さて、この先どう攻せめるか……。

「あずきトッピングも美味おいしそうですね！　空橋センパイ、一口いただけませんかっ？」

　私たちのやり取りには我関せずな様子の真琴ちゃんが、空橋くんのかき氷に目を向けてそんな風にねだる。彼女と空橋くんとの距離も、限りなくゼロに近い。

「あぁ、構わないよ」

「それじゃ、あーん」

　何も不自然なことはないとばかりに堂々と、真琴ちゃんは空橋くんに向けて口を開けた。

「はい、どうぞ」

　それに対して空橋くんはテーブル備え付けのスプーンを新しく手に取り、あずきと氷を掬すくって真琴ちゃんの口の中へと運ぶ。

「……ありがとうございます」

　しゃくしゃくとそれを咀そ嚼しやくして飲み込んだ後、真琴ちゃんはどこか釈しやく然ぜんとしない調子で礼を言った。
















　えっと、今のは……空橋くんの使ってたスプーンが良かった、ってことでいいんだよね……？　普通の男女間じゃ間接キスダメゼッタイ、だったもんね確か。ふふっ、ツネちゃんの教えはちゃんと私の中に蓄ちく積せきされてるよ……今こそ、それを逆に活いかす時！

「それじゃ、お礼に私のも一口どうぞっ！　はい、あーん！」

「いや、お気き遣づかいだけいただいておくよ。ちょっとお腹が冷えてきちゃったからさ」

「むぅ……そうですか」

　アピール空から振ぶりに不満そうなとこ申し訳ないけど、パクらせてもらうよ真琴ちゃん。

「あ、あの、平地くん、私の黒くろ蜜みつきな粉も美味しいから食べてみない？」

　って、庄川さんに先を越こされちゃったか……。

「はい、あーん」

　ツネちゃんの返事を待つこともなく、自分のスプーンで氷を掬って差し出す庄川さん。

「……いただきます」

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした様子を見せた後、ツネちゃんはそれを口で迎むかえた。

　思ったより大だい胆たんだね、庄川さん……ふふっ、積極的なのはいいけど、あんまりドキドキしすぎて怪かい人じんを呼び寄せないようにお願いね？　次は私の番なんだからさ。

　あーんが連続してるこの流れ、私が続いても不自然じゃないはず。

　それに、私としては間接キスくらいなんでもないからね。ていうか、思えばツネちゃんとは前に一回やってるわけだし。彼のお箸はしで卵焼きを食べて………………あれ？　なんか、思い出すと急にソワソワした気持ちになってきたような……そうだよね……間接キス、しちゃってるんだよね……あの時はなんとも思ってなかったけど、今になって考えるとなんだかドキドキしてきて……。

「っ!?」

　怪人出現の気配!?

　えっ、ちょっと待ってこれ私のドキドキに反応したやつ!?

　なんか判定辛からくない!?










　　　第３章　肝きも試だめしで目的が空回りするわけないじゃないですか




「ツネちゃん……私、決めたよ」

　夕食の準備中、野外調理場の洗い場にて。

　保養所から持ってきた食器類を洗いながら、好よし乃のさんは真剣な調子でそう言った。

「はぁ、何をですか？」

　突とつ然ぜんの発言だったため何のことかわからず、僕はお米を磨とぎながら疑問を返す。

「この街の怪かい人じんを、滅ほろぼし尽つくす」

　短く紡つむがれたその言葉には、深い怒いかりが込められているように聞こえた。

「……そうですか」

　きっと、怪人に苦しめられる街の人々のことを思ってのことなんだろう。なんと魔ま光こう少女らしい発言、魔光少女として相応ふさわしい姿か。

　だけど。

「ですが、無理はなさらないでください」

　だからこそ、僕はそう伝えなければならないと思った。

「今日も、数多くの怪人を出現させては倒たおしてきたではないですか。あまり焦あせって、好乃さん自身が潰つぶれてしまっては意味がありませんよ。今だって、随ずい分ぶんお疲つかれのようですし」

　そう……海での好乃さんは果か敢かんにドキドキイベントをこなし、数多あまたの怪人を呼び寄せてはマホマホと共に屠ほふってきたのだ。その数は、既すでに二ふた桁けたを超こえている。

「別にそう望んだわけじゃないんだけどね……おかげで徒労感が凄すごいわ……」

　何やらげんなりした調子で、小さく呟つぶやく好乃さん。

　望んだわけじゃない、ってどういうことだろう……？

「ていうか、庄しよう川かわさんの方は思ってたより全然引っかからないんだもんな……これが、経験の差か……むしろ私にとってだいぶ不利な勝負だったよ……」

　んんっ……？　ホントに何の話をして……ハッ、そうか！

　好乃さんとしては、怪人に対してさえも慈じ悲ひの気持ちを抱いだいているってことか。だから、数多の怪人を屠ることなんて本当は望んでいない。一方、庄川さんはあれで結構魔光少女としてはドライに徹てつしているところもある印象だ。ライバルとして、そんな庄川さんに対して劣れつ等とう感を抱いているのか……。

「好乃さん」

　僕は、小さく微笑ほほえんで好乃さんの肩かたにそっと手を置いた。

「僕は、そんな好乃さんのことが好きですよ」

「ちょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?」

　その優しさを尊く思っている旨むねを伝えると、好乃さんは突とつ然ぜん奇き声せいを上げて飛び退すさった。

「言ってるそばから何してくれちゃってるの!?　そういうこと言われると、出ちゃうから！　また出ちゃうから！」

　あれ、何か地じ雷らい的なものを踏ふんじゃったのかな……？

　ていうか、一体何が出ちゃうっていうんだろう……？

「すぅ……はぁ……すぅ……はぁ……」

　僕が思案する中、好乃さんは大きく深呼吸を繰くり返した。

「いやいや、違ちがう違う……先に怪人を滅ぼすって決めたんだった……」

　落ち着きを取り戻もどした様子で首を横に振ふってから、僕の隣となりに戻ってくる。

「もとい……今のはグッジョブだったよ、ツネちゃん。早期怪人撲ぼく滅めつを目指すため、その調子で私のことをドキドキさせてちょうだい」

「今の、そんなドキドキポイントありましたか……？」

　急に肩に手を置いたからビックリしちゃったのかな……？

　まぁ、お役に立てたのなら何よりだけど……なんて考えながら、ふと視界の端はしに映っている光景のことを思い出して。僕は、そちらを指差した。

「では、あの光景とかどうでしょう？　ドキドキしませんか？」

　僕が指す先では、庄川さんが里さと崎ざきさんと並んで野菜を切っている。

「……庄川さんに包丁、ね。確かに、ある意味でドキドキする光景ではあるけど……こういう意味でのドキドキじゃないと思うんだけど……」

「駄だ目めですかね？」

「いや、怪人の判定基準はわかんないけど……」

「しかもこの後、味付けまでお任せしているわけで」

「あぁ、ドキドキが増してきたねぇ……ていうか、どうしてこんな役割分担になっちゃったんだろうね……」

「軽い気持ちで、くじで決めることを提案した過去の自分を𠮟しかりつけたい気分です……」

　ちなみに厳正なるくじ引きの結果、庄川さんと里崎さんがカレーの下準備、僕と好乃さんがお米の準備と食事前後の洗い物全ぜん般ぱん、ユウくんと真ま琴ことさんが炭火関係の担当、ということになっていた。

「いやしかし、庄川さんって普通にお料理出来るはずなんですよね」

　努つとめて明るい声で、僕は自分の不安を否定する。

「以前卵焼きを食べさせてもらいましたけど、ちゃんと美味おいしかったですし……」

「甘いですね、平ひら地ちセンパイ」

　突とつ如じよ背後から聞こえてきた低い声に、僕と好乃さんは軽くビクッとなった。

「お姉ちゃんの作る卵焼きくらい甘いですよ」

　振り返ると、どこか仄ほの暗ぐらい雰ふん囲い気きを纏まとっているような気がする真琴さんの姿が。

「確かに、お姉ちゃんの調理スキル自体はそれなりのレベルにあると思います。ただ……あのお姉ちゃんが、常にそれを如何いかんなく発揮出来ると思いますか？」

　ゴクリ……自然と僕の喉のどが鳴った。

「お姉ちゃんの料理は、いわばガチャなんですよ」

『はい……？』

　僕と好乃さんの疑問の声が重なる。

「一番排はい出しゆつ率の高いノーマルなら問題無しです。レアくらいでも、まぁちょっと形がおかしいかなってレベルに留とどまると思います。味までおかしくなるのはスーパーレアくらいのレア度でしょうか」

「あら、そうなのですね」

　意外と成功の可能性が高そうなことにホッとした様子を見せる好乃さんだけど……僕の方は、未いまだ不安が拭ぬぐい去れていない。

「……ちなみに、レジェンドレアとかダブルスーパーレアとかいった類たぐいのランクが出た場合はどうなるのでしょう？」

　尋たずねると、真琴さんはそっと視線を外した。

「……爆ばく発はつしました」

　その物ぶつ騒そうな発言に、不安が急加速する。

「えっと、その、卵とかがですかね？　知らないと、つい電子レンジに入れちゃったりしますもんね。いやぁ、あるあるですねぇ」

　その程度であって欲しいという願いを込めた僕の発言は、ふるふると力なく首を横に振る真琴さんによって否定された。

「換かん気き扇せんが、爆発しました」

「どういう状じよう況きようなんですかそれ!?」

　百歩譲ゆずってコンロとか電子レンジが爆発するならともかく、換気扇って逆にどうやったら爆発するんです!?

「だから、万一そのレベルを引いても被ひ害がいが少ないよう屋外の調理場を主張したんです」

「あれそんな理由だったんですか!?」

　保養所にも簡易的なキッチンはあったんだけど、いの一番に野外調理場を希望した真琴さんの意見を通す形でこちらを使うことになっていた。僕もせっかくだから外の方がいいなと思って特に反対とかしなかったけど、まさかあの選せん択たくがそんな重大な意味を持っていたなんて……。

「まっ、後は皆みなさんのガチャ運次第ってことですねっ！」

　そこで真琴さんはいつもの人ひと懐なつっこい笑みを顔に戻し、ユウくんの方に駆かけていった。

「空そら橋はしセンパァイ、新聞紙持ってきました！　これでいいですかっ？」

「あぁ、ありがとう」

「でもでも、新聞紙なんてどうするんですかぁ？」

「いきなり炭に火は付きにくいからね。まず新聞紙で着火するんだ」

「そうなんですねっ！　流石さすが空橋センパイ、アウトドアもお手の物っ！」

　なんて、さっきまでの雰囲気が噓うそだったみたいにキャッキャとはしゃいでいる。

　なんだかんだでお姉さんのことを信しん頼らいしているのか、端はなから諦あきらめているのか……。

「………………」

「………………」

　僕は一度好乃さんと顔を見合わせた後、手を動かしながらも庄川さんたちの方に神経を集中させた。

「えっと、まず油を引いて……」

「チョーウンさん、それお酢すだよ。油はこっち」

「あっ、ホントだ。ありがとう」

「材料切り終わったから入れるね」

「うん、お願い。そしたら、塩とコショウを……」

「それは砂糖と黒砂糖ね。はい、塩とコショウ」

「ふわっ、ホントだ!?　危なかったー……ありがとうね」

「いいってことよー。そんじゃ、これに水汲くんできてくれる？　半分くらいでいいから」

「はーい」

　空のペットボトルを手にした庄川さんが、小走りにこちらに駆けてくる。

「ちょっと蛇じや口ぐち借りるね」

「あ、はい、どうぞ」

　半身をずらして場所を譲ゆずると、庄川さんはペットボトルの口を流れる水の中に差し入れた。ペットボトルの半分程を水が満たしたところで、手を引く。

「ありがとね」

「いえいえ」

　僕と軽くそんな会話を交わし、庄川さんは里崎さんの元へと戻っていった。

「………………」

「………………」

　僕は、もう一度好乃さんと顔を見合わせる。

「……なんと言いますか」

「思ったより大だい丈じよう夫ぶそうだね」

　どうやら、好乃さんも僕と同意見らしい。里崎さんが上手うまくフォローしてくれているおかげで、酷ひどいことになるような気配はなさそうに思えた。

「あっちは里崎さんに任せよっか」

「ですね」

　表情を緩ゆるめて、自分たちの作業に集中することに。

「……あっ」

　と、コップを洗っていた好乃さんが小さく声を上げた。

「このコップ、ちょっと欠けちゃってるね。危ないから、別のにした方がいいかも」

「あぁ、なら僕が取ってきますよ。お米の準備も出来ましたんで」

「んじゃ、お願い出来る？」

「承知です」

　好乃さんからコップを受け取り、お米をセットした飯はん盒ごうを持ってまずはユウくんと真琴さんのところに向かう。

「……あれ？　ユウくんはどちらに？」

　だけど火の番をしているのは真琴さんだけで、いつの間にかそこからユウくんの姿が消えていた。

「一部の炭がちょっと湿し気けってるってことで、保養所に新しいのを取りに行ってます」

　少し拗すねた調子で、真琴さん。

「火をこのまま放置するわけにもいかないんで、任せるしかないですよねー」

　恐おそらく、ユウくんと一いつ緒しよにいられないことが不満なんだろう。

「なんと言いますか……すみません、あまりお役に立てておらず」

「あっ、いえそんなっ！」

　頭を下げると、真琴さんは慌あわてた様子で手を振った。

「チャンスはいただいてるのに、モノに出来てない私が不ふ甲斐がいないだけですので。それに、難易度が高いのは最初からわかってたことですからっ」

　グッと拳こぶしを握にぎって、笑みを浮うかべる真琴さん。

「……いやぁ、ホントにぃ」

　その笑みが、ニンマリとしたものに変化した。

「もっと距きよ離りが縮まるようなイベントがあるといいな～、なんて。全然、思ったりとかしてないですよぉ？」

　あ、はい、それは何かしらのイベントを用意しろってことですね……。

　しかし、距離が縮まるようなイベントか……出来ればドキドキも一緒に高められるようなのがあるといいんだけど……そんな上手い話はないよね。

　……うん、まぁ、というか。

　距離が縮まるとかドキドキとか以前に、友達同士でこういう時にやるイベントの候補とか一個も僕の中の引き出しには入ってないぞ……!?




　　　◆　　　◆　　　◆




　空橋悠ゆう一いち




「あれ？　ユウくん、そんなところでどうされたんです？」

　保養所の裏へと続く道を眺ながめていたところ、後ろからそんな風に声をかけられた。

「ん、ちょっと考え事っつーかアイデア出し？」

「アイデア出し……ですか？」

　答えながら振ふり返ると、不思議そうな表情を浮かべる護もり常つねと目が合う。

「このまま晩飯食って寝ねて終わりじゃ、ちょっと初日としては味気ないだろ？」

　海じゃ、庄川さんとの間に大した進展もなかったみたいだし。

　つーか、やたら怪かい人じんが出てきたりでドタバタしてそれどころじゃなかったんだよなぁ……なんというか、間が悪い。それとも、この辺りじゃあれくらいの出現頻ひん度どが当たり前なんだろうか……まぁ、考えても仕方ないか。誰だれかが意図的に怪人をおびき寄せたりしてるわけでもあるまいし。

「あー、そうですねぇ。もう一つくらい、何かしらのイベントがあってもいいですよね。僕もちょうどそう思ってたところなんですよ」

　うんうんと頷うなずく護常。

「それで、何か良いアイデアは出ましたか？」

「あぁ、肝きも試だめしとかどうかと思ってな」

　問いかけに対して、今しがた考えていたことを口に出す。

　まぁ、ありきたりな案だけど……。

「肝試し！　なるほど、いいですね！　完かん璧ぺきですよユウくん！」

　と思ったら、やたら食いつきがいいな……。

「ドキドキも高まりますし、距離も縮めやすいですし！　いやぁ、流石ユウくんですね！　それしかないです！」

　ドキドキ……距離……やっぱり、護常としても庄川さんとの距離をもっと縮めたいと思ってるってわけか。あるいは、街まち田ださんへの牽けん制せいの意味合いもあるのかもしれない。

「是ぜ非ひともやりましょう！」

「そうだな……」

　かなり乗り気らしい護常に、迷っていた俺も前向きな気持ちになってきた。

「それじゃ、この先が緩いハイキングコースになってるみたいなんだけどな。夜に入っていっても大丈夫な感じか、ちょっと下見しとこうか」

「承知です！」

　寄り道にはなっちまうけど……調理班の準備はまだしばらくかかりそうだったし、ちょっとくらいは大丈夫だよな？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「キャア!?　爆ばく発はつしたぁ!?」

　ハイキングコースが肝試しに使っても問題なさそうなことを確認し、上々な気分で戻もどってきた僕たちはそんな真琴さんの叫さけび声によって迎むかえられた。

　僕はユウくんと一いつ瞬しゆん顔を見合わせ、すぐに駆け出す。

「どうした!?」

「何が爆発したんですか!?」

　見たところ、煙けむりが上がってたりはしてないけど……庄川さん、ＳＳＲ的なレアリティを引き当ててしまったんですか……!?

「里崎センパイがです！」

「……里崎さんが爆発!?」

　えっ、どういうこと!?

　頭の中を疑ぎ問もん符ふで満たしながら皆みんなが集まっているところに辿たどり着くと……そこには、血まみれになって倒たおれている里崎さんの姿が!?

「きゅ、救急車ですね！　えーと、一一〇!?　いや、一一七でしたっけ!?」

「[image: ]ー……だいじょぶ、だいじょぶ」

　僕が慌ててスマホを取り出して混乱する中、当の里崎さんが軽く手を振りながら身体からだを起こした。

「……里崎、起き上がって平気なのか？」

「ん、問題ないよ。ちょっとクラッときただけだから」

「でも里崎センパイ、そんなに血が……」

「いや、これ鼻血だし。あ、悪いんだけど誰かティッシュ持ってたら貰もらえない？」

『はい』

　手を差し出した里崎さんへと、庄川さんと好乃さんが同時にティッシュを手て渡わたす。

「んあ……ちょい、妄もう想そうが爆発して興奮しすぎちゃったわ」

　受け取ったティッシュを鼻に詰つめながら、里崎さんは苦笑気味に笑って立ち上がった。

　妄想が爆発……？　そこまで興奮するような妄想って何なんだろう……？

「一いつ旦たん、着き替がえてくるね。チョーウンさん、あと任せて大丈夫？」

「あ、うん……もうあと、火にかけるだけだし……」
















「んじゃ、よろしく」

　僕らの心配の視線を断ち切るように気軽げな調子でひらひらと手を振って、里崎さんは保養所の方へと歩いていく。

「興奮って……何かあったんですか？」

　状じよう況きようが摑つかめず、尋たずねてみるも……。

「平地くんと空橋くん、ちょっと帰ってくるの遅おそいね、何やってるんだろうね……って、世間話を振ったら黙だまり込んじゃって。その後、急に鼻血を噴ふいて倒れちゃったの」

「いやホント、センパイが爆発したのかってくらいの勢いで血が出てビックリしました」

「私も、何がなんだかわかりませんでしたね」

　その場にいたはずの女性陣じんも、首を捻ひねるばかりだった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　里崎センパイ爆発事件については、里崎センパイが詳しよう細さいを語らなかったために結局謎なぞのまま終わっちゃったけど……その後は特に何事もなく、私たちは夕食の時間を迎えることが出来た。里崎センパイのフォローのおかげで、カレーの出来も無事ノーマルレアリティだ。各おの々おのそれを平らげて、食後の一息をついていたところで。

「この後、肝試しとかどうかな？」

　空橋センパイが、私たちの顔を見回しながらそう言った。

　およよ？　センパイの方からそんな提案してくれるとか、ウェルカムだけど……珍めずらしい気がするな、なんて少し違い和わ感かんを覚えて皆さんの顔を窺うかがうと。他のセンパイ方が多かれ少なかれ表情を動かす中、平地センパイだけは微び動どうだにしていなかった。最初から知ってた……って、ことかな？　というか、むしろ平地センパイが仕し掛かけてくれた系？　なるほど、さっすが平地センパイっ！

「はいはいっ！　私はとってもいいと思いますっ！」

　とりあえず、真っ先に手を挙げて賛同を示す。

　さて、それじゃあ後はどうやって皆みなさんの同意を得るかだけど……というか、問題になりそうなのは……。

「い、いいんじゃないかな～って私も思うよ」

　って、あれ……？　唯ゆい一いつの障害になるかと思ってたお姉ちゃんが賛成？

　もしかして、これも平地センパイが先に説得してくれてたのかな？

「街の人たちのためにも……頑がん張ばる……」

　相変わらず、何かよくわからないこと呟つぶやいてるけど……まぁいいや。

「他の皆さんは、どうですかっ？」

　皆さんの顔を見回しながら、改めて尋ねる。

　しばらく待ってみたけど、どこからも反対意見は出なさそうだ。

　まぁ元々、お姉ちゃん以外に反対しそうな人もいないしね。

「じゃ、決定ってことで」

　パンと手を打って、空橋センパイはそう結論付けた。

　よしよし、いい流れだよ～。

「二人一組でいいよな？　くじを作って組み合わせを決めよう」

「あっ、じゃあ僕が。ちょうど筆記用具がありますので」

　と、平地センパイが紙とペンを取り出す。

「あぁ、頼たのむ。一から三の番号を書いた紙を二枚ずつ、ってシンプルなやつでいいだろ」

「承知です」

　……って、あれ？

　ちょっとちょっとセンパイ方、そのくじの作り方はマズいのでは……？

「い、いや、くじは男女別にした方がいいんじゃないですかね？　ね？」

　少し焦あせり気味に、女性陣に問いかける。

「別にいいんじゃない？　めんどいし」

　即そく座ざにそう返してきたのは里崎センパイ。

「でも、それじゃ同性同士の組だけになる可能性が……」

「それはそれで面おも白しろいじゃん？　むしろその方が……」

　んんっ……？　後半はよく聞き取れなかったな……いやそれよりも、この流れだけは絶対に回かい避ひせねば！　とりあえず、男女別にすれば五割で空橋センパイと一いつ緒しよになれるんだから……！

「ま、街田センパイはどう思われます？」

　話を振ふると、街田センパイは一瞬里崎センパイの方に目をやった。里崎センパイからの反応は無い。それから、街田センパイは思案するように目を瞑つぶって……。

「……全員一緒のくじで良いと思いますよ」

　噓うそでしょう!?　街田センパイも平地センパイ狙ねらいである以上、ここは一旦共同戦線を結ぶべき場面では!?

　くっ……！　ならば、最後の望みをかけて……！

「お姉ちゃんは、男女別の方がいいなーとか思わない……!?」

「え、えっと……皆がいいなら、それでいいんじゃないかなぁ……」

　はい典型的な多勢に弱い日本人！　わかっちゃいたけど、やっぱ駄だ目めだったか……！

「では、それで作りますね」

　平地センパイも、手て際ぎわよく作り始めないで異を唱えてくださいよ！

「箱は……あぁ、ちょうどいいのでこれに入れましょうか」

　あぁ、瞬またたく間まに完成したくじが空のティッシュ箱に投入されてしまった……。

　………………って、あれ……？　平地センパイ、こっちに目配せしてる……？

　ティッシュ箱の……横？

　あっ、まさか！　そこに、イカサマくじを仕込んでくれてるってことですね!?　なんかそういうの漫まん画がで見たことあります！

　さっすが平地センパイ、信じてましたよ！

「それでは……」

「最初は、真っ先に賛同してくれた真琴ちゃんから引いてもらおうか」

　平地センパイの言葉を継ついで、空橋センパイがこっちにティッシュ箱を差し出した。

「わっかりました～！」

　ニッコリ笑って、そこに手を入れる。

「さ～て、どれがいいですかね～」

　不自然にならないよう気をつけながら、手を這はわせて……あった！

「私は……二番、ですね！」

　内側の出っ張りに引っかかっていた紙を引き上げ、開いたそれを皆さんに見せる。

「じゃ、次は俺が」

「あっ……」

　次いで空橋センパイがティッシュ箱の口へと手を伸のばしたところで、平地センパイが小さく声を上げた。

「ん？　どうかしたか？」

「あー……いえ、なんでも……どうぞ、引いてください……」

　あれ、なんだか平地センパイが挙動不ふ審しんになってるような……ん、こっちを見た……？

　妙みように申し訳なさそうな表情……え、もしかしてイカサマ失敗した系ですか!?

　そんな……！

「おっと、俺も二番だ。よろしく、真琴ちゃん」

　って、ちゃんと成功してるじゃないですかー！　やったー！

「はいっ、よろしくお願いします！」

　私と同じ数字が書かれた紙を見せてくる空橋センパイに、ペコリと頭を下げる。

　もう、不安にさせないでくださいよ平地センパイ～。それとも、ちょっとした余興ってところですか？　エンターテイナーですね～………………って。なんでそんな、狐きつねにつままれたような表情をしてらっしゃるのでしょう……？

「それじゃ里崎、次どうぞ」

「あいよ」

　私が内心で首を捻る中、空橋センパイが里崎センパイへとティッシュ箱を向けた。

「三番、だね」

　里崎センパイが紙を広げたところで、今度は街田センパイの方へ。

「街田さんも」

「はい」

　くじを開いた街田センパイは……あんまり表情は読めないけど、ちょっと不満げ……？

「……私も三番ですね」

　なるほど、里崎センパイとで女同士の組になっちゃったからか。

　だけど、これで残る平地センパイとお姉ちゃんがペアで決定。

　私的には、最高の結果になったね……！

「そんじゃ、くじの番号通りにそれぞれ出発していこうか」

　クシャリとティッシュ箱を潰つぶした空橋センパイの声に従い、私たちは立ち上がった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　おかしいな……？

「あの……平地くん……」

　僕が用意したトリックは単純だ。最初に真琴さんに二番のくじを渡わたし、もう一枚の二番は予あらかじめ抜ぬいておく。それから、ユウくんが最後、僕がその一つ前になるようくじ引きの順番をコントロールして、僕が引く時にそっと二番を戻もどす。後はユウくんがそれを引くだけ……って感じのプランだったんだけど。

「平地くん……？」

　早々にユウくんに主導権を握にぎられたのがマズかった。いや、その程度で崩くずれる計画がガバガバすぎるんだけど……そのせいで、ユウくんが二番のくじを引く可能性はゼロ……だったはずなのに。なぜか、ユウくんは存在しないはずの二番を引き当ててしまった。

　これは一体どういうことなんだろう……？

「ひ、平地くん……！」

「あ、はい！　何でしょう!?」

　いけない、さっきの疑問を引きずりすぎだ……。

「いや、ずっと黙っちゃってるから……どうしたのかな、って思って」

「あぁ、すみません。ちょっと不可解な事象について思いを馳はせていまして……」

「ひぅ!?　不可解な事象!?」

「あ、いや、違ちがいます！　心しん霊れい現象的な意味じゃないです！」

　庄川さんがビクッと身体からだを震ふるわせてしゃがみ込んでしまったので、慌あわてて訂てい正せい。

　だけど庄川さんの恐きよう怖ふスイッチはしっかり入ったままのようで、しゃがんだまま不安げにキョロキョロと森の中を見回している。

「落ち着いてください？　ほら、ゆっくり呼吸して……」

「すぅ……はぁ……すぅ……はぁ……」

　プルプル震える庄川さんの背中に手を当て、ポンポンと優しく叩たたく。

　すると、少しずつ落ち着きを取り戻してきたようだ。

「周りのことは気にせず、今は僕だけを見ていてください」

「う、うん……平地くんだけ……見てる」

　良かった……僕のことを見上げる顔にも、血色が戻ってきた。

　しかし、思ってた以上に怖こわがりだな……なぜ肝きも試だめしに賛成してしまったのか……。

「あの……戻りましょうか？　今なら、まだそんなに進んでないですし……」

「あ、う……」

　僕の提案に、庄川さんは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった様子だ。

「……うぅん。進むよ」

　だけど、その後でゆっくりと首を横に振った。

「これは、私にとって越こえないといけない試練だから……」

「……なるほど」

　なぜ、肝試しに賛成したのか。

　考えてみれば、僕はその答えを知っているじゃないか。

　そう……庄川さんは、自らドキドキパワーを高めようとしているのだと！

　己の恐怖よりも、魔ま光こう少女としての役割を優先する……なんと気け高だかい志こころざしだろう……！

「承知致いたしました」

　そんな庄川さんに対して「戻れ」だなんて、侮ぶ辱じよくだよね。

「僕が、しっかりと最後まで導いて差し上げますのでご安心ください……！」

　あぁ、だけど。

　身体をプルプルと震わせる庄川さんの姿を見ていると湧わき上がってくる、この感情は何なのだろう。もちろん、魔光少女として、人として、敬意は抱いだいている。でも、それとはまた別の何かが……と考えた時、ふと思い当たるものを見つけた。

　そうだ、僕はこの感情の名前を知っている……！

　これは……この感情は……！

　庇ひ護ご欲よく！

　プルプル怯おびえる小動物に対して抱くものと全く同じだ！




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真ま帆ほ




「さ、お手を」

「う、うん……」

　差し出された平地くんの手を取る。

　繫つながった手から伝わってくる温ぬくもりが、少し恐怖を和やわらげてくれた。

「立てそうでしょうか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだと思う……」

　腰こしが抜けたりはしてない……はず、たぶん……。

「ゆっくりとで構いませんので」

「ありがとう……」

　私の手を引く平地くんは、とっても優しく微笑ほほえんでて……なんだか、愛いとおしげな目を向けてくれてるように感じる。これって、私に女の子としての魅み力りよくを感じてくれてる……って、ことだよね……？

　出発前に、真琴が「男の人っていうのは、守ってあげたくなるような女の子に弱いんだよ！　肝試しなんて、お姉ちゃんにとってのボーナスステージ！」って言ってたけど……その通りだったみたい。

　お姉ちゃんとして情けないけど、恋れん愛あい事に関しては真琴の方が知識豊富だね……。

　えっと……あと、何て言ってたっけ……？

　──狙ねらうはキスだよ、お姉ちゃん！

　そ、そうだった、キス……！

　今、とっても距きよ離りが近いし……ワンチャンいける……!?　えとえと、こういう時、少女漫画では……ゆっくりと目を瞑つぶって………………無理無理無理!?　この状じよう況きようで目を瞑るとか怖すぎ！　いや、でも、逆に目を閉じてた方が怖くないとか聞いたような気も……って、それが目的なんじゃなくて……！

「歩くのがお辛つらいようでしたら、しばらく僕が背負っていきましょうか？」

「あ、うぅん！　大丈夫、大丈夫だよ！」

　平地くんの言葉に、慌てて首を横に振ふる。

　背負われちゃったりしたら、キス……出来ないもんね……！

　このチャンスを逃のがすわけには……。

　──バサバサバサッ！

「ひっ!?」

　お化けが飛び出してきた!?

「大丈夫です、鳥が飛び去っただけですよ」

　──ざわざわざわっ！

「ひゃあ!?」

　誰だれかが喋しやべってる!?

「大丈夫です、風で木この葉が擦すれ合ってるだけですよ」

　──ヴェーゴ！　ヴェーゴ！　ヴェーゴ！

「ぴぅ!?」

　不気味な声が!?

「大丈夫です、ただのウシガエルの鳴き声ですよ」

　──ガサガサッ！

「ぴゃ!?」

　茂しげみの向こうに何かいる!?

「大丈夫で……えっ？」

　言葉を途と中ちゆうで止めて、平地くんが不ふ審しんげに眉まゆを顰ひそめた。

「な、何……？　何がいるの……？」

　不安で、ギュッと平地くんの腕うでを強く搔かき抱く。

「あ、いえ……野生の動物でも通っただけでしょう」

「そ、そう……だよね……」

　それ、ちゃんと生きたやつ……だよね……？

　う……動物の霊れいが駆かけ抜けていくところを想像したら寒気が……。

　これじゃキスどころじゃない……かも……ドキドキっていうかビクビクだから、ドキドキパワーが高まるのかもよくわからないし……やっぱり、肝試しに賛成したこと自体が失敗だったかなぁ……？　いや、後ろ向きになっちゃ駄だ目めだよ！　この先どこかでチャンスが来るかもしれないし……！

「行こう、平地くん……」

「はい、そうですね………………はいっ!?」

「ふぇっ!?」

　えっ、何!?　何があったの!?

「あっ、すみません！　別に心霊現象的なサムシングが発生したことに驚おどろいたとかそういうわけではなくて……！」

　チラリと、平地くんが私の方を見る。

「えと……行くって、このまま……ですか……？」

　このまま……？　って、どういうことだろう……？

「あっ、お経とか唱えながらの方がいいってことかな!?」

　確かにそうかも！　えっと……南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ……で、いいのかな……？

「そ、そうではなくて……腕……」

「……？」

　腕……？　腕がどうしたんだろう……？　私が抱きついている平地くんの腕……間近で見ても、何か変わったところがあるようには思えないけど……。

「………………いえ、何でもありません。失礼しました、行きましょう」

　しばらく迷ったような様子を見せてた平地くんだけど、そう言って首を横に振った。

「僕にはもう微み塵じんの動どう揺ようもありませんので。この胸にあるのは、己の役割を果たさんとする使命感のみです。そう、庄川さんと同じくね」

　わっ、何かを決意したみたいなキリッとした表情……格好いいなぁ……ただ、使命感って何のことだろう……？　確かに魔光少女としての使命感は持ってるけど、そんなの平地くんが知るわけないし……。

「相手は小動物的存在、相手は小動物的存在……小動物……小動物……」

　それに、何かブツブツ呟つぶやいているけど……私の知らないお経かな……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　空橋悠一




　護常がくじを作っている間、俺も皆みんなに見えないよう手元で偽にせのくじを作っていた。

　それから実際にくじを引く段になれば順番を決める主導権を握にぎって、まず護常と庄川さん以外の誰かに引いてもらう。今回の場合は、最初に引いてもらう名分が立ちやすい真琴ちゃんを選んだ。そして、その次に俺が引くことで仕込みは完かん了りようだ。

　俺自身は真琴ちゃんと同じ番号の偽くじを引いたふりをして、同時に箱の中のくじを全て統一された番号の偽くじと入れ替かえる。これで里崎と街田さんは確実に同じ組になり、護常と庄川さんの組も自動的に決まる。あとは箱ごと残ったくじを破は棄きすれば、証しよう拠こも隠いん滅めつってわけだ。

　我ながら、綺き麗れいに決まった……のは、いいんだが。

　後こう悔かいしてる、ってわけじゃない……と、思う。

　ただ、未いまだに迷いがあるのは事実だった。

　誰かを想おもう心に、貴き賤せんも優ゆう劣れつもない。なのに俺は外野の立場から一方的に、庄川さんだけに肩かた入いれしている。それも、イカサマなんて使ってまでだ。

　果たして、こんなことをしていいものなのか。

　頭の中では、そんな思いがグルグルと渦うず巻まいていた。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




「きゃっ!?　今、ガサガサって！　ゆ、幽ゆう霊れいですかね……!?」

　大げさに驚いて見せながら茂みを指差し、空橋センパイの袖そでをチョンと摘つまむ。

「たぶん、今のはイタチだね。変に刺し激げきしたりしない限り、襲おそってくるようなこともないから大丈夫だよ」

　すると、空橋センパイは素すの調子でそう返してきた。動揺の気配、無し。

　まぁ、この程度じゃ揺ゆれないのは想定済みだ。

　ここは、もっと露ろ骨こつに……手本にすべきは、お姉ちゃん！

「ふわぁっ!?」

「おっと、大丈夫かい？」

　躓つまずいたように見せかけて、空橋センパイの腕に抱だきつく！

「ったた……すみません、足元が見えづらくって……それに、怖こわいので……このままでいても、いいですか……？」

　そのまま腕をガッチリとホールドし、上うわ目め遣づかいに尋たずねた。

「あぁ、構わないよ」

　むぅ……スキンシップには成功したけど、やっぱり空橋センパイに動揺は見られない。

　ていうか……ずっと、微び妙みように心ここにあらずって感じなんだよなぁ……。

「……お姉ちゃんと平地センパイのことが心配ですか？」

　このままじゃアプローチも効果無しと判断して、ちょっとマジトーンで尋ねてみる。

　夕飯の時までは普ふ通つうの態度だったと思うから、気になることがあるとすればこの肝きも試だめしそのものについてって可能性が高いだろう。だとすれば、心当たりといえばお姉ちゃんと平地センパイの件くらいしか思いつかなかった。

「心配……は、してないかな。あの二人は、ちゃんと上手うまくいくと思ってるから」

「そう……ですかねぇ……？」

　私的には、なんか現在進行形で変な勘かん違ちがいとか発生してそうな気がしてるんだけど……。

「では、センパイは何にお悩なやみなのでしょう？」

「別に、そんな深刻な悩みを抱いてるわけじゃないよ」

　問いを重ねても、空橋センパイは穏おだやかに笑うだけ。

「……過度に干かん渉しようするのも如何いかがなものなのか、とか？」

「っ」

　そこで、初めてセンパイの顔に動揺が浮うかんだ。

「……見み抜ぬかれてたとはね」

「当てずっぽうですけどね」

　正直に告白する。くじ引きの時の平地センパイの反応、あれは別の誰かの意図が反映された結果だったからなんだと思う。そして状況的に、たぶん仕し掛かけたのは空橋センパイ。その後から様子がおかしいんだからそれが関係してるのかな、って思ってほとんど適当に言っただけだった。

「そうだね……確かに俺は、迷ってる。こんな手まで使って一方に肩入れしていいものか、ってね。覚かく悟ごを決めたつもりでいたのに、いざとなればこのザマさ」

　空橋センパイの笑みは、自じ嘲ちようの色を帯びたものだ。

　だけど……私は、そのお話を聞いて。

「……それって、そんな悩むようなことなんですかね？」

　単に、そう思っただけだった。

「まぁ確かに、ズルっちゃズルですけど。別にルールの決まった競技をやってるわけでもありませんし」

「でも、それじゃあ公平さが損そこなわれるだろう？　俺の行動が、結果的に誰かを不幸にするってことに……」

「公平である必要がどこにあるって言うんでしょう？」

　どうにも……空橋センパイは何でも出来る人らしいけど、何でも出来すぎるがゆえに変な悩みに陥おちいってるんじゃないかって気がした。

「私たち神様じゃないんですし、完全に公平にだなんて無理ですよ。それに、不幸っていうのはフられる人のことですか？　だけど、今の想い人と結ばれたからってその後の幸せが保証されるわけでも何でもないじゃないですか。もしかしたら、フられた方が結果的にいい人生に繫つながるかもしれない。それこそ、神のみぞ知るって話ですけどね」

　んっ……ちょっとお説教臭くさい感じになっちゃったかな……？

　まぁいいや、せっかくなんで最後まで言い切っちゃおう。

「私からすれば、センパイは小難しく考えすぎなんじゃないかって感じです。そもそも、最終的には本人たちの問題なんですし。それとも、平地センパイは空橋センパイが推おした相手と必ずくっついちゃうような自分の意思のない人なんですか？　違いますよね？　周りがどうお膳ぜん立だてしようが、結局は平地センパイがいいと思った相手を選ぶだけですよ。そのための材料を与あたえてるんだと思えば、全然悪いことじゃないと思います。自分は、この二人がお似合いだと思うから推す。それだけでよくないですか？」

　……あれ？　途中まで割といいこと言ってたと思うのに、最後はアホの子みたいな物言いになっちゃったような気がするぞ……？

「……ふっ、ははっ」

　ほら、空橋センパイも笑って……。

「なるほど、難しく考えすぎ……か。確かにそうだったのかもな」

　その笑みに、ドキリと心臓が跳はねた。

　いつもの穏やかで優しげで大人びた、余よ裕ゆうに溢あふれた感じのものじゃない。

「ごめんな、真琴ちゃん。俺は少し君のことを誤解してたみたいだ」

　まるで年下の男の子みたいな、あけすけな笑み。

　こ、このギャップは卑ひ怯きようなんじゃないですかねセンパイ……!?

「ちょっと背せ伸のびしたくて、目立つ奴やつにちょっかいかける……そんなミーハーな感じの子だと思ってた」

　いや、割とぐうの音ねも出ないレベルで正しく見抜かれてると思うんですが……。

　こんだけ偉えらそうに語っときながら、私自身は彼氏の一人も出来たことないし……。

「でも、君は俺なんかよりずっと大人だ」

　そ、そうですかね……？

　確かに今のセンパイは、平素より幾いく分ぶん幼く見えますけども……。

「あの二人がお似合いだって思うから応おう援えんする……それだけで良かったんだな、うん」

　何やらスッキリとされたようで何よりです……。

「ん？　なんだかボーっとしてるけど、どうかした？」

　って、そうだよ私！　さっきから何黙だまりこくっちゃってんの！　今がチャンスっしょ！

「いえ、その……」

　ですよねー！　ちなみに私も、センパイのこといいなって思ってアタックしてます！　大人の女性庄川真琴、彼女にお一人どうですか！

　ってな感じで……！

「な、何でもないでしゅ……」

　い、言えない……!?

　駄だ目めだ、さっきから心臓が変に跳ね回ってるし頭が上手く回らない……。

　だって空橋センパイのこの笑顔……これって絶対激レアだよね？　もしかしたら、ほとんど誰だれにも見せたことがないってレベルで……それだけ私に心を許してくれてるんだって思うと、かなり心にクるものが……。

　空橋センパイ……頼たよれる王子様タイプかと思いきや、意外と母性本能くすぐるタイプだったとか反則では……!?




　　　◆　　　◆　　　◆




　里崎翔しよう子こ




「里崎さん、霊れい感かん的なものはお持ちで？」

「微み塵じんも。街田さんは？」

「生あい憎にくと」

「そう」

「えぇ」

　そこで会話が途と切ぎれた。

　心霊現象を信じてないモン同士の肝試し、まー盛り上がらないことこの上ないよね。

「なんと申しますか……何をやっているのでしょうね、これは……」

　街田さんも同じことを考えていたのか、苦笑気味に呟つぶやく。

「自信ありげなご様子でしたから、てっきりくじに何か仕掛けでもなさったのかと思っていましたが」

　次いで、探るような目でこちらを見てきた。

「ま、確かにベストの組み合わせにはなんなかったかもだけどね」

　ソラハシとヒラチの組み合わせだったら最高だったって点については同意だ。だけど、私はそこだけにこだわるつもりはなかった。

「ぶっちゃけ、どの組み合わせだろうとこのイベントの効果はあるって踏ふんだわけよ」

「そう……なのですか？」

「うん」

　なにせ男二人がバラけるってことは、それぞれ女子とペアになるって意味だからね。

「何かあったかもしれない、って思わせるだけで十分でしょ」

　アタシは、ニヤリと不敵な笑みを浮かべてみせる。

「夜はこれから、なんだからね」

　むしろ、今回はソラ×ヒラのペアじゃなくて良かったかもね。ここですれ違ってしまった二人の今晩は、いつもより熱く……うへへへ……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




「里崎さん、ヨダレが」

「ん、ありがと」

　突とつ如じよ緩ゆるんだ笑みを浮かべ始めた里崎さんにティッシュを渡わたしながら、考える。

　何かあったかもしれないと思わせるだけで十分……？　夜はこれから……？

　どういう意味だろう……確かに私からすれば、庄川さんとの間に何か起こってるんじゃないかって現在進行形で心配だけど………………ハッ!?　そういうこと!?

　ツネちゃんは庄川さんと私、二人のフォローを平等に行ってくれている。だけどこの状じよう況きようだと、間近でフォロー出来るのは庄川さんのことのみ。私の方で何か起こってないかって、離はなれていながらむしろ私の方に心が向くってわけか……！　そして、それはこの後に会う口実にもなる……！　なるほど、一いつ緒しよにいるだけが気を引く手段じゃないと……！　これは目からウロコだね……！

「流石さすがですね、里崎さん」

「ふへ……？　あぁ、うん、まぁね」

　どこかにトリップしたような調子だったのも、私自身に考えさせるためだったわけだ。

　これは、本格的に彼女のことを見直す必要がありそうだね。

　……まぁ、いずれにせよ私にとってこの肝きも試だめしの時間が退たい屈くつなのには違いないんだけど。別にドキドキもしないし……ていうか、こういうドキドキってホント判定どうなってるんだろうね……？　先に行った庄川さんに反応してなさそうなことを考えると、やっぱり恋れん愛あい的な意味でのドキドキじゃないと意味ないのかも……。

　──ガサガサッ！

『っ！』

　考え事の最中、目の前の茂しげみが揺ゆれて思考が現実に引き戻もどされた。

「野生の動物かな……？」

「恐おそらくはそうでしょうね……」

　里崎さんと二人、身構える。お互たがい心霊現象の類たぐいとは思っていないみたいだけど、むしろだからこそ気は抜ぬけない。揺れの大きさから考えてそこまでのサイズではなさそうだけど、危険な生き物じゃないとも限らないからね……。

　──ガサ……ガサ……

　茂みは断続的に揺れている。

　やがて、それを搔かき分けて顔を出したのは……。

「っ!?」

「なんだ、イタチか」

　里崎さんはホッとした様子だけど、逆に私の心は焦あせりと混乱に満ちていた。

　このイタチ……じゃなくて、フェレットだっけ……？　とにかくこの子、チュウとかいうマホマホのマスコット妖よう精せいだよね!?　なに気軽に一いつ般ぱん人の前へ姿見せてんの!?

　い、いや待て落ち着け。今なら十分野生動物の線で誤ご魔ま化かせる……！

「えぇ、どうやら野生のイタチのよう……」

「あっ、キミはでチュウ……」

「ですねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　喋しやべり始めたチュウを、ヘッドスライディングで確保！

「ちょっと、なに普ふ通つうに話そうとしてんの……!?　一般人いるのわかってる……!?」

「ご、ごめんでチュウ……昼からずっと迷子だったとこにようやく知ってる人がいたのでチュウ……つい……でチュウ……」

「つい、で魔ま光こう少女の秘密を危機に晒さらさないでくれる……!?」

　小声でヒソヒソと会話する。

「ちょ、街田さん……急にどうしたの……？」

「あぁ、いえ、その……あー……可愛かったもので、つい」

　すぐさま外向けの笑みを取り繕つくろって、里崎さんの方を振ふり返った。

「あんま野生の動物に触さわんない方がいいよ？　変な病気とか持ってるかもしれないし」

「え、えぇ、そうですね……」

　チュウを放して立ち上がりながら、テレパシー魔法でメッセージを送る。

『ショコラを迎むかえに寄よ越こすから、しばらくここで待ってるように』

　それに対して、チュウはコクコクと頷うなずいた。

「ところでさ。そのイタチ、さっきなんか日本語喋らなかった……？　キミは、何とか……みたいな」

「き、気のせいでしょう！　ほら、テレビで犬が『ご飯』などと喋ってるように聞こえる映像が紹しよう介かいされたりするではないですか！　そういう感じでしょう恐らく！」

「いや、そういうのよりもっとハッキリ聞こえたと思うんだけど……」

「それは幻げん聴ちようの類かもしれませんね！　この暗さ、里崎さんご自身も気付かないうちに恐きよう怖ふ心が高まっているのでしょう！　それはいけません！　さぁ、さっさと保養所に戻りましょう！　さぁさぁ！」

「お、おぅ……」

　露ろ骨こつに不ふ審しんげな表情を浮うかべる里崎さんの背中をグイグイ押しながら、思いを馳はせる。

　あぁ、離れて初めてわかるツネちゃんの大切さ……！

　………………こんな形で実感したかったわけじゃないんですけどぉ。










　　　第４章　夜の逢おう瀬せで気持ちが高まるわけないじゃないですか




　肝きも試だめしを終えた僕らは、露ろ天てん風呂ぶろを訪れていた。

　保養所にもお風呂はあるんだけど、近くに格安で入れる露天風呂があるってことでせっかくなのでそちらを選せん択たくした形である。

　まさかの混浴!?　……なんて展開もなく、もちろん男女別だ。

「ふぅ……」

　少し熱めのお湯にゆっくり浸つかりながら、息を吐はく。

　肝試しが終わる頃ころには結構いい時間になってしまっていたので、後は各自お風呂に入って寝ねるだけってことになっていた。僕も、ようやく人ひと心ごこ地ちつけたって感じだ。

　海に肝試しと、今日は本当に色々あったからなぁ……ゆっくりと疲つかれを癒いやそう……。

「庄しよう川かわさんとは、上手うまくいってるか？」

「そうですね～、順調ですよ～」

　洗い場で身体からだを洗いながら問いかけてくるユウくんに、間延びした調子で答える。

　実際、特に問題はない……と言うと、語ご弊へいがあるかもしれないけれど。問題は発生しつつも、どうにか対処出来ているとは思う。

「そっか。そりゃ何よりだ」

　安あん堵どしたように小さく笑って、ユウくんが頷いた。

「俺さ……お前らのこと、応おう援えんするから」

　次いで、どこか神しん妙みような調子でそう付け足してくる。

「どうしたんですか？　そんな改まって」

　今までだって十分応援してもらっていると思うんだけど。

「ん……真ま琴ことちゃんに指し摘てきされてな。ちょっと、考え方が変わったんだ」

「真琴さんに……？」

　何があったんだろう……？

「心のままに行動していいんだ、ってさ」

「そ、そうなんですね……」

　んんっ……？　なんか、やたら壮そう大だいな話になってきたような……？

「一体、何を言われたんです……？」

「それは俺たちだけの秘密、ってことにしとこうかな」

　ユウくんはイタズラっぽく笑う。なんだかいつもよりノリが軽い気がするな。それも、真琴さんの影えい響きようなんだろうか。

　だとすれば、真琴さんも上手くやってるってことかな？

「ちなみに、真琴さんの印象はいかがですか？」

　せっかく話題が出たんだ、協力を約束した身として様子を探っておこう。

「その、可愛いな、とか、付き合いたいな、とか……思ったりしません？」

　って、事前に何も考えてなかったせいで凄すごい露骨な感じになっちゃったか……？

「ははっ、そうだな。可愛い子だと思うよ」

　んんっ……付き合いたいかって部分には触ふれない、玉虫色の回答……。

「お姉ちゃん思いだし……それに、ちゃんと自分の考えを持ってる子だと思った」

　あれ……？　でもなんか、真琴さんのことを凄く理解してる感……？

「肝試しの時、何かあったんですか？」

　少なくとも夕食の時までは、ユウくんは真琴さんに対してあからさまに一線引いた態度だったはずだ。そう思って尋ねてみる。

「ま、ちょっとな」

「……それもお二人だけの秘密、と？」

「そういうことだ」

　詳しよう細さいはわからないけど、これは思ったより脈アリなのでは……？

「で、お前の方はどうだったんだ？　肝試し、何か進展はあったか？」

　っと……今聞けるのは、ここまでかな……。

「なかなかに大変でしたねぇ。庄川さん、思ったより怖こわがりだったみたいで」

　さっきまでのことを思い出しながら、苦笑気味に答える。

「それで、抱だきつかれてドキッとしたり？」

「えっ、見てたんですか……!?」

　ズバリ言い当てられ慌あわてる僕に、ユウくんはニヤリと笑った。

「ははっ、ホントにそんなことがあったのか」

「あっ、冗じよう談だんでしたか……まぁ、実際あったんですけど……」

　あぁ、そういえば……肝試しといえば、一つ気になってたことがあるんだよなぁ……。

「ところで、肝試しの最中にですね。ガサッと茂みが揺れて、何か動物らしきものの影が見えたんですよ」

「あぁ、そういや俺も見たな。たぶん、イタチっぽかったけど」

　ユウくんの言葉に、ギクリと顔が強こわ張ばったのを自覚する。

「……もしかしてそれ……顔と首周りと手足の先が白くて、胴どうがやや薄うすめの茶色……って感じの色合いだったりしました……？」

　尋たずねながら、僕はとある動物さんの特とく徴ちようを思い浮かべていた。

「ん……？　暗くてよくは見えなかったけど、言われてみればそんな感じだったかもな」

　まさか……いや、そんなはずないですよね。

　きっと、イタチ違ちがいで……。

「ふぅ……いい湯でチュウ……」

　あれぇ……？

　件くだんの存在について考えすぎて、幻聴まで聞こえてきちゃったようですねぇ……？

「迷子で荒すさんでた心が癒いやされるようでチュウ……」

　幻聴………………で、あって欲しかった……！

　ちょっとフェレットさん、貴方あなたなに普通に浸かってるんです!?　いやもうこの際、百歩譲ゆずって温泉に浸かってるのはいいとしましょう！　今一番の問題は……！

「それにしても、ショコラもあんなに嫌いや味みを言わなくてもいいでチュウに……迷子なんて、ちょっとお茶目なマスコット妖よう精せいあるあるでチュウ」

　独り言が！　デカい！

　黙だまっててくれれば露天風呂に入りに来た野生動物で誤魔化せるのに、なにゆえ自ら退路を断っていくスタイルなのか！　なんでそんなとこばっか主従で似てるんです!?

「真ま帆ほも、マスコット妖精不在に全然気付いてなかったでチュウし……魔ま光こう少女とマスコット妖精は二人で一つだっていうのにでチュウ……真帆には、魔光少女としての自覚がちょっと足りないのかもしれないでチュウ……」

　そして、次々に爆ばく弾だんぶっ込むのやめていただけます!?　これもう、秘密ほぼ全部暴ばく露ろしちゃってるじゃないですか！　貴方こそマスコット妖精の自覚足りてなさすぎでは!?

「なぁ護もり常つね、さっきから何か声が聞こえないか……？　今ここ、俺たち以外誰だれもいないよな……？　なんか、魔光少女がどうとか……」

　ほら、ユウくんも周囲を見回して訝いぶかしんでるじゃないですか！　幸い、洗い場までハッキリとは届いてないみたいだけど……どうにか誤ご魔ま化かさねば……！

「そ、そうですかね!?　船ふな幽ゆう霊れいとか、そういう類たぐいのアレじゃないですか!?」

「いや、船幽霊は風呂には現れないだろ……」

「船と風呂って語感が似てるんで、ワンチャンありませんかね!?」

「いや、それを俺に聞かれても知らんけど……」

「じゃあ、垢あか舐なめとか！」

「あれは人がいなくなった後に出るもんなんじゃないか……？　ていうか、なんでそんな妖よう怪かいの仕し業わざにしたがるんだよ……」

　それは、上手い言い訳が全く思い浮かばないからですねぇ……！

「[image: ]ー……一いつ杯ぱいやりたい気分でチュウねぇ……」

　だというのに、止まりませんねぇフェレットさん！

　あと、「[image: ]ー」の声が汚きたない！　今となっては貴方もはや可愛い声だけがマスコット妖精として唯ゆい一いつ残ったアイデンティティ感があったのに、それすらぶん投げるんですか!?　お風呂で一杯やりたいとか完全におっさんですし、なんでそんなマスコット妖精らしさから遠ざかる属性ばっか明らかになってくるんです!?

「ほら、やっぱり聞こえるよな？」

　って、ツッコミ入れてる場合じゃない……！

　ここからどうにか誤魔化すには……よし、いつもの手でいこう……！

「な、なーんちゃって！　実は僕の声でしたー！　あー、一杯やりたい気分でチュウねぇ……ほら、こんな感じだったでしょう!?」

「いや、そんな可愛い感じじゃなくてもうちょい汚い声だったような気がするんだが」

「そ、それは、えーと……そう！　つい今しがた、喉のどを痛めてしまいまして！　可愛い声しか出なくなっちゃったんです！」

「どんな痛め方だよ!?」

　さぁフェレットさん、そろそろ上がってはいかがでしょう!?　小動物なんですし、もう十分に温まりましたよね!?　あまり長湯するとのぼせてしまいますよ!?

「体調維い持じ魔法のおかげでのぼせる心配もないでチュウし、いつまでもお風呂に浸かってられるのがマスコット妖精の役得でチュウねぇ……」

　なんでそんなとこにだけ魔法要素加えてくるんですか!?

「ホント、癒やされるでチュウ……」

　今！　癒やされたいのは！　僕の方！　なんですが!?




　　　◆　　　◆　　　◆




　邑むら山やま京きよう香か




　何やら男湯の方が騒さわがしいな……。

　……いや、それよりも。

「やっぱり凄い迫はく力りよくですよねぇ、里さと崎ざきセンパイも街まち田だセンパイも……」

「そうですか？」

「つーか、何よ今いま更さら？　日中もずっと水着だったじゃん？」

「それはそうなんですが……ねぇ、お姉ちゃん？」

「う、うん……やっぱり、現物はまた一味違うっていうか……」

『現物……？』

　完全に、出るタイミングを逸いつしてしまった……。

　ウチの生徒たちが入ってきた時、岩いわ陰かげに陣じん取どっていたのがマズかったな。

　いや、まぁ、今からでも普ふ通つうに出ていけばいいだけの話ではあるのだが……。

「ところで庄川さん、ツネちゃんとの肝きも試だめしはどうでした？」

「え……？　怖かった、よ……？」

「それだけですか？」

「うん、それだけ……だねぇ……」

「へぇ……そうですか」

　ちょくちょく挟はさまるこういう牽けん制せいのような会話が、どうにも出づらい雰ふん囲い気きを醸かもし出しているのだ……！　なんとなく、邪じや魔ましてはいけないような気配を感じる……！

　今のは庄川と街田か……お互たがい平ひら地ちを『特別』だと言い放った件は記き憶おくに新しい。肝試しで進展がなかったことを残念がる庄川と、逆に安堵する街田……といったところか？
















「あっ、でも、そういえば」

「……何でしょう？」

　何か思い出したような庄川の言葉。街田の声に警けい戒かいの色が混ざった。

「平地くん、途と中ちゆうからずっと『小動物……小動物……』って呟つぶやいてたんだよね。そういうお経があるのかな……？」

「お経……？　普通に考えれば、小動物に癒やしでも求めていたのでは……？」

「そうなのかな……？　だったら、ウチにはちょうどいい子がいる……かも……」

「ふふっ、それならウチの子だって負けていませんよ？」

　……なぜだろうか。

　全く背景も事情もわからず聞いているはずなのに、二人がとんでもなく的まと外はずれなところで張り合っているような気がするのは……。

「真琴ちゃん、ソラハシはどうだった？」

「……どうって、どういう意味ですかねっ？」

　こっちは、里崎と……庄川妹か。今度は空そら橋はしを巡めぐって、だろうか。どうやら一いつ緒しよに旅行に来ているようだが、ちょっとメンバー間でドロドロしすぎじゃないか……？

「どういうっていうか、そのままの意味だけど。どんな様子だった？　焦あせってたとか、他のことが気になってそうだったとか、そういう気配はあった？」

「確かに、最初は気もそぞろって感じでしたが……」

　ふむ……里崎の方に思うところはなさそうだが、庄川妹は警戒している様子だな。

　里崎が空橋のことをどう思っているのか計はかりかねている、といったところか？

「よしっ！　やっぱり！」

　よし……？　やっぱり……？

　空橋の気が逸それていたことが、何か里崎の利点になるということか……？

「……？　里崎センパイは、それを予想してたってことですか……？」

　庄川妹も戸と惑まどっているようだな。

「予想……ってよりは、願望の方が近いかもね。そうなってればいいな、ってさ」

「そうですか……ですが、最終的には吹ふっ切れたご様子でしたよ？」

　探るような調子の庄川妹。

「マジで!?　ついに来たかー！」

　今のどこに喜ぶ要素があったのか、外野からでは全くわからんな……。

「これも、センパイの望み通り……って、ことですか……？」

　というか、庄川妹もわかってなさそうだな。

「そりゃそうっしょ！」

「あの……センパイの狙ねらいは何なのでしょう……？」

「ふふっ、真琴ちゃんと一緒だよ」

「はい……？」

「こりゃ今夜は……ふへへへ……」

「どういう意味で……あの、センパイ？　里崎センパイ？　ヨダレ垂れそうですよー？」

　里崎が『あの』状態に入ったか……トリガーはよくわからんが、あぁなるとしばらく周りの言葉が耳に入らなくなるのだよな……。

「私と同じ、ってことはお姉ちゃんの味方……？　いや、空橋センパイ狙いが同じって意味……？　うーん、どっちにせよそれじゃ行動がチグハグなような……」

　庄川妹はブツブツと呟きながら推理を立てているようだが……なぜだろうか。

　もちろん詳しよう細さいはサッパリなのに、ここでも盛大なすれ違いのようなものが発生しているような気がするのは……。

　……ふっ。

　いずれにせよ、生徒たちの問題だ。私が首を突つっ込むようなことではないな。

　貴重な高校生としての夏休み……沢たく山さん悩なやむが良い、若人わこうどよ。考え、時にぶつかり合い、出会いと別れを繰くり返すことで自分なりの愛というものが見つかっていくのだ。

　………………まぁ、私のそれは未いまだ見つかっていないが。

　それどころか、別れの前に出会いすら来ていないが。

　ふっ……ふふっ……構わないさ……今は、湯船に浮うかぶこの徳とつく利りとお猪ちよ口こが恋こい人びとだ。

　さぁ、恋人に口付けるとしようじゃないか。

　結局、あいつらが上がるまで出ていけそうにないからな。ゆっくりしよう。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好よし乃の




　私は長風呂ぶろ派。皆みんなが先に上がっていく中、ゆっくりと露ろ天てん風呂を楽しんで大満足だ。

　ただ……上がる時、「ゆっくり……しすぎ……」って声が聞こえてきた気がするのは何だったんだろう……地じ獄ごくの底から響ひびいてくるみたいな感じで、心しん霊れい現象の類を信じてない私も思わずビビって確認もせずに慌あわてて出てきちゃったよ……。

「……おっ、ツネちゃん」

　内心で首を捻ひねりながら番台の横を通って外に出たところ、池のほとりで柵さくに体重を預けて風に当たっているツネちゃんの姿が目に入ってきた。

「こんなとこでどうしたの？　……って」

　やけにぐったりとしたその様子に、私は眉まゆを顰ひそめる。

「なんでそんな疲つかれた顔してんの……？　湯中あたりでもした？」

「あぁ好乃さん、それが……って、ちょぉっ!?」

　こちらに目を向けてきたかと思った次の瞬しゆん間かん、ツネちゃんはなぜか猛もう烈れつな勢いで顔ごと視線を逸らした。

「？　どうかした？」

「や、その！　浴衣ゆかた！　胸むな元もとが！」

　顔を逸らしたままでツネちゃんが指差す先に視線を下ろすと……確かに、ちょっと胸元がはだけていた。襟えり元もとを軽く引いて、それを隠かくす。

「ほい、直したよ」

　そう伝えると、ツネちゃんは恐おそる恐るといった感じでもう一度こちらに顔を向けてきた。

　だけど、私の胸元をチラリと見やってすぐにまた視線を逸らす。表情も固いままだ。

「あの、というか……もしかして、下着付けてなかったりします……？」

　次いで、おずおずとした調子で尋たずねてくる。

「うん、付けてないけど？」

「なにゆえに!?」

　軽い調子で肯こう定ていすると、ツネちゃんは驚きよう愕がくでその顔を染めた。

「だって、お風呂上がりで付けると窮きゆう屈くつじゃない？」

「そ、そういうものなんですか……？　ならそれ自体は仕方ないのかもしれませんけど、だったら尚なお更さら浴衣はキッチリ着といてくださいよ……男子の目があるんですから……」

「男子って、どこに？」

「あれぇっ!?　僕、まさかの男子認定すらされてませんか!?　逆にそれ、僕をどういう存在だと認識してるんです!?」

　わざとらしく周囲を見回すフリをする私に、ツネちゃんは焦った調子で自分を指す。

「ははっ、冗じよう談だん冗談。ちゃんと男の子だって思ってるよ」

　むしろ、誰だれよりも男の子として意識してるよ。

「なら、僕の前でもですね……」

「でも、はだけてたっていってもこの程度でしょ？」

　軽く胸元の浴衣を引っ張ってみせる。

「いやだからそういうところだって言ってるんですよ!?　わかってます!?」

　横目でこちらを見ていたツネちゃんは、またも慌てた様子で顔ごと視線を逸らした。

　うーん、私のことを女の子として意識してくれるのは嬉うれしいんだけど……。

「ちょっと反応が過か剰じようすぎない？　さしもの私も、大事なところが見えないようには気を使ってるよ？　ていうか、水着の時の方が露ろ出しゆつ多かったでしょ」

「それはそうなのかもしれませんが、防ぼう御ぎよ力的なものが違ちがうと言いますか……」

「どういうこと？　布の枚数的には一緒だし、面積は断然こっちの方が大きいよね？」

「布の厚さと着き崩くずれしやすさとか、そういった点も考こう慮りよしていただけませんかねぇ……何なんですか、布にさえ覆おおわれてれば問題ないっていうその布に対する謎なぞの信しん頼らい感……ていうか、衣服をざっくりと『布』って区分するのやめません……？」

　ツネちゃんが小さく苦笑する。

「それに、恥はじらいのある女性の方が魅み力りよく的だって思う男性は多いと思いますよ？　世の中には、ギャップ萌もえという言葉もあることですし。想おもい人さんへアプローチをするに当たって、武器は多い方がいいでしょう？」

　ふむ……恥じらい、ね。

「ツネちゃんも、恥じらう女の子の方が好き？」

「そのアンケートに何の意味があるんですか……？」

　というかむしろ、キミの好み以外は意味ないんだけど。

「いいから、一男性の意見として聞かせてよ」

「そうですね……えぇ、恥じらいのある女性の方がいいと思いますよ僕も」

　なんか、ちょっと棒読み気味なような……。

「それ、手っ取り早く私を納得させるために適当言ってるわけじゃないよね？」

「い、いやですねぇ、そんなわけないじゃないですか……はは……」

　図星だったのか、ツネちゃんの笑みは露ろ骨こつに引きつったものだった。

「……ま、いいけどね」

　ツネちゃんの言う通り、武器が多いに越こしたことはないだろう。

「恥じらい……恥じらい……つまり……」

　身近な例を参考にすると……。

「ふぇっ!?」

　そんな声を上げながら、胸元を両手で隠しつつツネちゃんに背を向けてみた。

「あっ、それですそれ！　それがまさに恥じらいです！」

　ようやくこっちをまともに見たツネちゃんが歓かん声せいを上げる。流石さすが、意図的に男性を惑まどわせる行動を取っている庄川さん。やっぱり、こういう時のお手本とするのに最適だね。

　……うん。でも、これさ。

「えぇ、それが恥じらい……なんですけども」

　ツネちゃんも言葉を濁にごし始めた。

「これ、私には似合わないよね？」

　自分でやってて違い和わ感かんが凄すごかった。

　これが自然に見えるって、結構得難い才能なんじゃない……？

「まぁ……そう、ですねぇ……」

　ツネちゃんも、言いづらそうに頷うなずく。

「なるほど、これは盲もう点てんでした……確かに、威い風ふう堂どう々どうたる振ふる舞まいこそが好乃さんの魅力の一つ。安易に恥じらいを加えようなど、最上級のシェフが用意した逸いつ品ぴんにマヨネーズをぶっかけるような所業でした。申し訳ありません、深く反省しています」

「いや、そこまで謝られるようなことでもないけど……」

「しかし、これは困りましたねぇ。とはいえ、やはり全く恥じらいがないというのは問題だと思うのですよ。何かないですかね、完成された美を損そこなわずに隠すという矛む盾じゆんを解消する方法……にしても、美しすぎるという点がまさかネックになろうとは。いや、ただ美しいだけなら問題ないはずなんです。しかし好乃さんの場合は内面の強さが滲にじみ出ているかのような凜りんとした雰ふん囲い気きが合わさっているせいで気け高だかき戦いくさ乙おと女めのような……」

「ちょ、ちょっとその辺りで止やめていただけます……!?」

　思わず外そと面づらモードで言って、顔を逸そらす。

「あっ、いいですよ！　いい恥じらいです！　ほんのり赤く染まった頰ほお、伏ふせがちな目に、僅わずかに震ふるえる睫まつ毛げ……いつもの凜り々りしさが僅かに陰かげったことで垣かい間ま見みえる可愛らしさ！　完かん璧ぺきです！　いや、むしろ今この瞬間にもどんどん良くなっていってますよ！　どうしたんですか、急にこんなパーフェクトな恥じらいを演じられるようになるなんて！」

　演じてるんじゃなくて、ガチで恥ずかしがってるんですけど!?

「そ、それでは、恥じらいの件についてはもうよろしいですね？」

　これ以上続けられるとドキドキが怪かい人じん出現ゾーンにまで到とう達たつしそうだったから、少し早口でそう断る。さっさと滅ほろぼすことに決めたって言っても、流石に今日はもう勘かん弁べんして欲しいからね……。

「えぇ、恥じらい方について僕から教えることはもう何もありません」

　そもそも、最初から何も教わってないような気もするけど……まぁいいや。

「んんっ、ところでさ」

　咳せき払ばらいを一つ挟はさんで、外面モードを解除。

「ツネちゃんは、こんなところで何してたの？」

　最初の問いかけに戻もどった。

「もしかして、私のこと考えてたとか～？」

　願望を揶や揄ゆの調子で隠して、そんな言葉を付け加える。

「あー……そうですね。ざっくり言うと、そういうことになるのかもしれません」

「えっ……？」

　マジで？　やっぱ、肝きも試だめしで離はなれてた効果？

「ショコラさんはいいですよねぇ」

　って、なんで急にショコラの話を……？

　そういえば、肝試しの途と中ちゆうから「小動物」とか呟つぶやいてたって話だったけど……やっぱり、癒いやしを求めてるのかな？　ホント、疲れた顔してるし。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ショコラ撫なでる？」

「わたくしは誰にでも撫でさせるような安いマスコット妖よう精せいではありませんことよ？」

　自分の話題が出たからか、どこからともなくショコラが飛んでくる。

「やはりいい……呼べばすぐに現れ、呼ばない限りは姿を潜ひそめている……それに、獣けもの臭しゆうどころかいい香かおりがしますし……時にショコラさん、お酒を嗜たしなまれたりはしますか？」

「いいえ？　わたくし、飲み物はいつも紅茶と決めておりますの。お供はスコーン。わたくしが口にするのは、基本的にこれだけですわ」

「あぁ、素晴らしい！　まさしくショコラさんこそマスコット妖精の鑑かがみですよ！」

「そ、そうかしら？　そう言われれば悪い気はしませんけれど、何も出ませんわよ？」

「そう、何も出ないところが良いのです！　汚きたない声とか！　出ないのがいい！」

　ちょ、ちょっとこれ、本格的に大丈夫……!?　なんか、変なスイッチ入っちゃってるよね……!?　えと、こういう時は……！

「よしよーし、いつも頑がん張ばって偉えらいねー」

　ツネちゃんの顔を胸元に抱だき寄せ、ポンポンとその頭を撫でてみた。

　すると、強こわ張ばっていたその身体からだから徐じよ々じよに力が抜ぬけていく。

「………………って、ほわぁっ!?」

　かと思えば、ツネちゃんは急に勢いよく顔を上げて私から遠ざかる形で飛び退すさった。

「な、ななな、何をなさるので!?」

「確か、ハグにはリラックス効果があるって聞いたことある気がしたから……やってみたら、少しは落ち着くかと思って」

「確かに落ち着きましたよ!?　ハグ凄い！　落ち着きましたけども……！」

　顔を真っ赤にして捲まくし立てていたツネちゃんだったけど、そこでハタと我に返ったように表情を改めた。それから、私に向けて頭を下げる。

「いえ……すみません、お気き遣づかい感謝します。ちょっと今日は色々あって疲つかれが爆ばく発はつしてしまいましたが、おかげで正気に戻れました」

　まだ顔は赤いけど、確かに冷静さを取り戻したみたいだ。

「ですが」

　そして。

「こういうのは、僕ではなく想い人さんにしてあげてください」

　ツネちゃんは距きよ離りを取った。

　物理的にじゃない。心の距離を。

「好乃さんのハートを射止めたのですから、きっと素晴らしい方なのでしょうけれど。つまらないことで、妙みような誤解を生んだりしてはいけません。僕もちゃんと自制しますんで、今後は今みたいなのは無しでお願いしますね」

　違う。

　私のハートを射止めたのは、他ならないキミなの。

　私が何かしてあげたいって思うのは、キミだからなの。

　キミの色んな顔を見たいって思ってるの。

　今のだって、少し驚おどろきはしたけれど……私の前で弱いところを見せてくれたのが、ちょっと嬉しかったの。

　だから、そんなことを言わないで。

　私から、離れないで。

　そう願って。

「……ドキドキパワー」

　私は、彼を引き止める言葉を口にする。

「これも、ドキドキパワーのためだから！」

　彼にとってこれは無視出来ない言葉だと、卑ひ怯きようなやり方だと、知りながら。

「ワンパターンじゃ慣れてきちゃうから、色々と試さないとでしょ！」

「い、今のは好乃さんもドキドキしていたということですか……？」

「したよ！　してるよ、ほら！」

　ツネちゃんの手を取って、私の左胸へと押し付ける。

「……って、ちょぉっ!?」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、驚きの表情で手を引こうとするツネちゃん。

　だけど私は彼の手を離さず、自分の胸に押し当て続けた。

「ね……？　ドキドキしてるでしょ？」

　その手を通じて、私の鼓こ動どうが彼に伝わっていることだろう。

「わ、わかりました！　してます！　確かにドキドキしてます！　つまりさっきのは、魔ま光こう少女としての行動でもあったということですね！　よぉくわかりました！　ので、そろそろ離していただいてよろしいですか!?」

　目を回してしまいそうな程に慌あわてるツネちゃんの手を、ようやく私は離した。

「ふぅ……」

　私から視線を外しながら、ツネちゃんは安あん堵どの息を吐はく。

　流石に今のは私も恥はずかしかったから、こっちも内心では同じ思い。

「もちろん、お助けキャラとして出来る限りの協力はさせていただく所存ですが……流石に、いきなりやられるのは色んな意味で危険ですので。次からは、事前に何をするのか申告してからにしてくださいね？」

　もう一度私の方に向けられた目には、少し批難の色が混じっていた。

「んー、どうしよっかなー？」

　罪悪感を、イタズラっぽい笑みの下に隠かくす。

「勘弁して下さいよ……」

「ふふっ、冗じよう談だんだよ。次からちゃんと申告するからさ」

「お願いしますよ……？」

　彼に離れて欲しくなくて、私は彼が大切にしているものを利用している。

　本当に傲ごう慢まんで、噓うそつきで、醜みにくい。

「はいはい……それじゃ、そろそろ部屋に戻ろっか。こんなとこにいつまでもいたら湯冷めしちゃうよ？」

「そうですね。では、行きましょうか」

　それでも……彼が少しでも私の傍そばにいてくれるなら、私はそれを選ぼう。

　私が進むって決めたのは、そういう道だから。

「あれ……？　今なんか、人ひと影かげが見えませんでした……？」

「幽ゆう霊れいとかじゃないの～？」

「ははっ、幽霊なら問題ないですね。小動物の類たぐいに比べれば……」

「ホントに何があったわけ……？」

　苦笑して見せながら、ツネちゃんが抱かかえる荷物からこぼれ落ちたハンカチをそっと空中でキャッチする。だけど、この場で返すことはせず手の中に握にぎり込んだ。

　噓をついて、言い訳作ってでも。

　彼の傍にいられるよう、しがみつこう。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　あわわわわ……！　忘れ物取りに戻ったら、えらい場面を目もく撃げきしてしまった……！

　街田センパイ、自分の胸元に平地センパイの手をグッて……しかもあれ、ノーブラだったよね……!?　思った以上に攻せめ手が大だい胆たん……！

「お姉ちゃんお姉ちゃん！　大変だよ！」

　慌てて部屋に戻った私は、扉とびらを開けると同時に声こわ高だかに危機を告げた。

「あっ、真琴。髪かみ留どめ見つかった？」

「今そんなんどうでも良くて！」

　吞のん気きな顔のお姉ちゃんへと詰つめ寄る。

「お姉ちゃん、こうなれば夜よ這ばいしかないよ！」

「何がどうなってそんな結論に至ったの!?」

　私の提案に、お姉ちゃんの顔が驚きよう愕がくに染まった。

「街田センパイはもうゴール寸前なの！　追い抜くなら今しかないんだよ！」

「ちょ、ちょっと落ち着こう……？　何があったの……？」

　む、確かに事情の説明が必要か……。

「私ね、さっき見ちゃったの」

「何を……？」

　えーと、何て言えばいいんだろう……胸を揉もんでた……だと、平地センパイの方からいったようなイメージになっちゃうし……なんか、こういう時に相応ふさわしい言い回しがあったような……あっ、そうだ思い出した！

「街田センパイは、平地センパイに身体を許してる！」

「一体何を見てそう思ったの!?」

　あれ、ちょっと語ご弊へいがあったかな……？

　まぁいいや、大体合ってるっしょ。

「下手へたすると今夜中にゴールインもあり得るよ！　そうなる前に、お姉ちゃんが先を越こしちゃおう！　安心して、空橋センパイのことは私が引き付けるから！　レッツ夜這い！」

「別にそんなところの心配してるわけじゃないんだけど!?」

　流石さすがに押しきれないか……まぁ実際、お姉ちゃんにそこまでを求めるのは酷こくってものだろう。ていうか、たぶん平地センパイもそこまで流されたりはしないだろうし。そういう意味で、私だって本気で街田センパイが今夜中にゴールインまでいくと思ってるわけでもない。ただ、積極性って面でお姉ちゃんが大きくリードされてるのは事実だ。

「わかったわかった。じゃあ、妥だ協きよう案ね」

　口調を緩ゆるめて、肩かたをすくめて見せる。

「なんで私が譲ゆずられたみたいな感じになってるの……？」

　小さな声での抗こう議ぎはスルー。

「一いつ旦たん、『そういうこと』は無しでさ。ただ、もうちょっとお話しするだけ。それならいいでしょ？　ワンチャン、何か進展あるかもよ？」

「そ、それくらいなら……」

　グッとハードルを下げたところ、お姉ちゃんはホッとした様子で胸むねを撫なで下ろした。

　相変わらず、チョロい……ともかく、お姉ちゃんの気が変わらないうちに……。

「決まりね！　ほら、行こっ！」

「あっ、ちょっ、行くから、そんなに引っ張らないで……！」

　お姉ちゃんの手を引いて、早足で平地センパイたちの部屋に向かう。

　お姉ちゃんは平地センパイとの距離を縮められるし、万一街田センパイが本当に今夜狙ねらってたとしても阻そ止し出来るし、私も空橋センパイともう少し一いつ緒しよにいられる……うん、一石三鳥。完かん璧ぺきな策だね。

　……って、あれ？　なんか、急に緊きん張ちようしてきたような……？

　確かに鋭するどい空橋センパイ相手に意図を誤ご魔ま化かし切るのは難しいと思うけど、センパイもお姉ちゃんと平地センパイのことを応おう援えんしてくれてるんだからたぶん協力してくれると思うし……緊張するような難易度のミッションじゃないはずなんだけどなぁ……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　お風ふ呂ろから戻もどって、そろそろ寝ねようかとユウくんと話していた頃ころ合あい。

　コンコンコン、と部屋のドアがノックされた。

「はーい」

　ドア近くの椅い子すに腰こし掛かけていた僕が応対する。

「どもー、来ちゃいましたっ」

「あの、遅おそくにごめんね……？」

　ドアを開けると、いつも通り快活に笑う真琴さんと、その陰かげに隠れるようにして申し訳なさそうな表情を浮うかべる庄川さんが……って。

「あの、庄川さん、浴衣ゆかたが少々乱れているようですが……」

「ふぇっ!?」

　そっと目を逸そらしながら注意すると、庄川さんから驚きの声が上がる。

「も、もう！　真琴が強ごう引いんに引っ張っていくから……！」

「いや、むしろこれは私のファインプレーでしょ。セクシーアピールセクシーアピール」

　小声で何か言い合ってますが……それ、誰だれに向けた何のアピールなんですかね……。

　好乃さんといい、ちょっと皆みなさん油断しすぎでは……？

「んんっ、失礼しました」

　真琴さんの咳せき払ばらいに、僕は視線を前に戻した。庄川さんの浴衣もキッチリと直されていて、内心で安堵する。そんな僕を、明確な意思が込められた真琴さんの視線が射い貫ぬいた。それから、真琴さんの視線はチラリとユウくんの方へ。

　なるほど……ユウくんと二人きりになりたい、ということですね。

「さて、時にセンパイ方っ！」

　パン、と真琴さんが手を打つ。

「実は私、いい感じに夜の海を眺ながめられるスポットを見つけまして！　よろしければ、一緒に行ってみませんかっ？」

　この提案が真琴さんから出ている以上、真琴さんが行くのは既き定てい路線だろう。となると、僕が残ってユウくんを送り出すための言い訳が必要なわけだけど……そうか、そのために庄川さんもいらっしゃったのか……！

「あー、すみません。実は僕、庄川さんに大事なお話がありまして。よければ、ユウくんとお二人で行ってきてはいかがでしょう？」

　と、ユウくんに促うながす。

「……ふぇっ？　話？」

　あれ……？　どうして、庄川さんは驚おどろいてるんだろう……？

「……そうだな。それじゃ真琴ちゃん、行こうか」

「あっ……」

　って、真琴さんまでなぜユウくんの返答に動どう揺ようしてるんですか……？

　もしかして、こういう段取りじゃなかったですか……？

「そ、そうですねっ！　はい、行きましょう！　さぁ行きましょうすぐ行きましょう！」

　動揺の色を残したまま、真琴さんはユウくんの背をグイグイと押していく。

「ははっ、そんなに慌てなくても夜景は逃にげないだろ？」

「そ、そうですねっ！　では、ゆっくり行きましょう！」

　なんか調子悪そうに見えるけど……大だい丈じよう夫ぶかな……？

　まぁ、ユウくんと一緒なら万一何かあってもフォローしてくれるか。

「あ、あの、平地くん、お話って……？」

　二人の背中を見送りながらぼんやりと考えていたところ、ユウくんと入れ替かわる形で部屋の中に入ってきた庄川さんがソワソワと視線を彷徨さまよわせながら尋たずねてきた。

「あぁすみません、それは方便と言いますか……」

「方便……？」

　パチクリと目を瞬またたかせる庄川さん。

　やっぱり、そういう話になってたわけじゃないのか……。

「えぇ、その、真琴さんとユウくんを二人きりにするための……」

「二人きりに……って、どうして……？」

　あれっ、もしかしてその前提からして伝わってませんか……!?

「えっと……真琴さんがユウくんにアプローチ中ですので。今日一日でも、そういう場面結構ありましたよね……？」

「……？　………………あー」

　首を傾かたむけて思案する様子を見せた後、庄川さんはようやく納得の表情を浮かべた。

　ま、まさか今の今まで気付いてらっしゃらなかったとは……。

「や、その、真琴って私と違ちがって昔から男の子との距きよ離り感近いから……今回も、単にそういう感じなのかなって思ってて……」

「な、なるほど……」

　身内だからこそ気付かない、ってこともあるのかもしれない。

「あっ、とりあえず座ってください」

　いつまでも立ち話も何なので、そう促す。

「う、うん」

　頷うなずいた庄川さんは、おずおずと腰こしを下ろした。

　床ゆかの上に。正座で。

　いや、僕としては椅子を勧すすめたつもりだったんだけど……。

「えっと……では、僕も失礼して……」

　この状じよう況きようで僕だけが椅子に掛かけるわけにもいかず、庄川さんに倣ならって床に正座する。

「………………」

「………………」

　そして訪れる沈ちん黙もく。

　えっ、これ何の時間なんですか……!?　ものっそい気まずい感じなんですけど……！

　というかそもそも、真琴さんの件を認識してなかったとすれば庄川さんは何のためにいらっしゃったんだろう……？

「あ、あの……」

　そこに話題を探すかのように、庄川さんは左右へと視線を彷徨わせる。

「その……本日は、お日ひ柄がらもよく……」

「え、あ、はい……」

　確かに今日は一日いい天気だったけど、それこの時間に言うことじゃないような……。

「お話しするだけ、お話しするだけ……自然に……そう、自然に……うん」

　なんかお経みたいに唱えてるけど、何なんだろう……。

「えっと……今日、楽しかったね」

　少し間を空けた後で、庄川さんはどこか力を抜いた調子で微笑ほほえんだ。

「えぇ、そうですね」

　特に異論もなく、僕も同意する。

「割と大変な一日でもありましたけど」

「あはは……」

　苦笑する僕に、庄川さんの笑みにも少し苦みが混じった。

　今日は庄川さん、魔ま光こう少女として出ずっぱりだったからね……。

「色々と助けてくれてありがとうね、平地くん」

　それはつまり、僕もお助けキャラとしてフル稼か働どうしていたということでもある。実際、そこかしこで変身しようとするのを人目につかない場所へ誘ゆう導どうしたり、溺おぼれかけているところを救助したり、クラゲの群れに突つっ込んでいきそうになるのを止めたり、足が攣つったところを看護したり………………うん、思い返してみると、大半が魔光少女とか関係ない案件だったような気がしてきたな……ともあれ、気苦労の絶えない一日だった。

　だけど。

「僕が望んでやっていることですから。充じゆう実じつした一日でもありました」

　言葉にした通り、どこかやり遂とげたような満足感を覚えているのも事実だ。

「それでも、ありがとう」

　ふんわりと微笑む庄川さん。

「………………」

「………………」

　そして、再度の沈黙が訪れる。

　だけど今度は、さっきみたいな気まずさは感じないような気がした。

「うん……それじゃ私、そろそろ戻るよ。遅くにごめんね？」

　どこか満足げに、庄川さんはそう言って立ち上がる。

「……ふぇっ!?」

　そして、膝ひざ立ちになったところで体勢を崩くずした。

　足が痺しびれたのかな……？

「危な……」

　危ないですよ、と軽くそれを支えようとしたところで。

「ぬぉっ!?」

　僕の足も痺れてたみたいで、こちらも体勢を崩してしまった。

「ふわっ!?」

「ぐっ……！」

　こちらに向けて倒たおれてくる庄川さんをどうにか受け止めるも、踏ふん張りが利きかずに庄川さんごと後ろに倒れ込む。結果、仰あお向むけの僕に庄川さんが跨またがる形に。

「あっ、ごめんね！　すぐにどくから……」

　慌あわてて立ち上がろうとする庄川さん……だけど、なぜか僕の胸に手をついたところでピタリと動きを止めた。

「えっと……まだ足が痺れてるようなら、ゆっくりで構いませんよ？」

「……うん」

　庄川さんは頷くけれど、どうも足が痺れて動けないって風でもないような……？

　というか、なぜ僕の顔をじっと見下ろしてるんだろう……？

「ワンチャン、進展……」

　その小さな呟つぶやきは、どういう意味なのか。

　とりあえず経験上、庄川さんが「ワンチャン」って口にする時はむしろほとんどの場合ピンチなんだけど……この場には、特に危険な要素も見当たらないと思う。

「あのね……私、昔から誰かと競うのって苦手なの」

「え？　あ、はい……そうですか」

　本格的に、何の話だ……？　確かに、庄川さんの性格が争い事に向いてないっていうのは間違いないと思うけど。

「だから、今回も……たぶん、無意識のうちに一歩引いちゃってたんだと思う」

　どうしてそんな、決意を秘めたような表情になってるんだろう……？

「でもね、これだけは負けたくないって思ってるから」

　そこで庄川さんはふいに顔を逸らし、胸を押さえながら大きく深呼吸した。

「うん……大丈夫」

　まるで、自分の心音を確認するような仕草。

　ドキドキパワーの確認……とか？　しかし、なぜこのタイミングで……？

「今度は……私から。進もうと、思うの」

　もう一度こちらを向いた庄川さんが、ゆっくりと顔を下ろしてくる。

　……って、どういうことなんですかこれ!?

　言ってることもやってることも、一つも理解出来ないんですけど!?

「ちょっ……!?」

　身体からだを逃がそうにも、庄川さんに跨られた状態では逃げ場もない。

　僕らの顔の距きよ離りは、徐じよ々じよに縮まって……。

　──コンコンコン

　そこで、ノックの音が室内に鳴り響ひびいた。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




「ツネちゃん、ハンカチが落ちていましたが」

　ノックした後、そう口にしながらドアを開ける。

「これは、キミのものでは……」

　お風ふ呂ろ上あがりに拾ったハンカチをすぐに返さなかったのは、この訪問のための言い訳作り。まぁ空橋くんもいるから何もないとは思うけど、ワンチャン二人きりになれることでもあれば何か進展でもあるかもしれないし……と思って、考えた手だ。狡ずるいけど、こういうことの積み重ねで……。

「ありませ……ん……か……」

　考え事をしながら部屋の中に足を踏み入れた私は、目に入ってきた光景に言葉を失う。

　中に、空橋くんの姿はなかった。それはいい。問題は、代わりにいたのが庄川さんってことで……いやそれ自体看過できないことではあるけど、今はそれすらどうでもよくて。一番の問題は……。

　ツネちゃんが、庄川さんに襲おそわれていた。

　そうとしか称しようせない、この構図だろう。

「あ、あのっ！　これは、その、違うっていうか……！」

　全員が呆ほうけた空白の時間が生じた後、一番先に我に返ったのは庄川さんらしかった。

「夜よ這ばい、とかじゃなくて……！」

　いや、そうとしか見えなかったんだけど……まぁ、私も人のこと言えた義理じゃないんだけどさ……あっ、ちょっと待ってそれ以前に凄すごい嫌いやな予感がしてきた。

「そんな！　その！　そういうことまで考えてたとかじゃ全然なくて！」

　真っ赤になってる庄川さん……もしかしなくてもこれ、凄いドキドキしちゃってるよね……!?　私もう、この後の展開読めた気がするんだけど!?

「しょ、庄川さん？　まずは少し落ち着いた方が……」

「き、き、き、きしゅ、だけのつもりで……」

　私の声も、届いていないみたいで……。

『っ！』

　あーもうほら！　来ちゃったじゃん怪かい人じん！

「あっ、その私、急用を思い出したからちょっと失礼するね！」
















「……私も、ちょっと外すね」

　バタバタと部屋を出ていく庄川さんに続いて、私も変身ステッキを取りに行くため早足で廊ろう下かを戻もどる。

「ごめんなさ～い！」

　庄川さんの謝罪は、怪人出現に関するものなのか抜ぬけ駆がけに関するものなのか。

「ははっ……お互たがい様だよ」

　いずれにせよ、私は苦笑気味にそう返すだけだった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




「今いま頃ごろあの二人、どんな感じになってるかな？」

「さ、さぁ、どうでしょう……」

「妙みような星の下に生まれてる感のある二人だしね……ちょうどいいところで邪じや魔まが入ったりしてるかも」

「あ、あはは、ありそうですねぇ……」

　夜の海を眺ながめながら、そんな会話を交わす。

　というか……ほとんど空橋センパイが話して私はそれに相あい槌づちを打つだけって感じだった。うぅ、せっかくのチャンスだっていうのに何やってんの私……街田センパイと平地センパイのアレを見て突とつ発ぱつ的に思いついた行動だったから、何の準備も出来てなかったわけだけど……いつもの私なら、アドリブでどうにでも出来るはずなのに……あと、浴衣ゆかたのままで出てきちゃったから夜風がちょっと寒い……。

「やっぱり、海辺は冷えるね。はい、これ着て」

「あ、どうも……」

　なんて思ったところで、センパイが自分のパーカーを羽織らせてくれた。

　センパイの温もりに包まれてるみたいで、ドキドキする。

　って……私がドキドキしてどうすんの！　私はいっつも男の人をドキドキさせる側でしょ！　お姉ちゃんじゃあるまいし……いつも通りにガンガン攻せめないと！

「お姉ちゃんたちのこともいいですけどぉ、このまま私たちも……」

　私たちも朝までコースでいっちゃうっていうのはどうですか！　なんて！

「あ、あさ……」

　って、あれ……？　なんで言えないんだろう、私……いつもならこんな冗じよう談だんスルッと口に出来て、クラスの男子たちをちょっとドキドキさせちゃうくらいお手の物なのに……。

「あさ……明後日あさつて、でこの旅行も終わっちゃうんですねぇ」

　ぐむむ、結局日ひ和よってしまった……。

「ははっ、流石さすがに気が早いでしょ。まだ丸一日残ってるんだし、全力で遊び尽つくさないと」

「そう……ですね」

　苦し紛まぎれに出した話題だったはずなのに、ふいに心の中を寂さびしさが吹ふき抜けた。

　こんな風に過ごせるのも、この旅行中だけ……なんだよね。

　……いやいや、なに浸ひたってんのよ私！　ここから、いくらでも攻め方はあるでしょ！　明日は一日中一いつ緒しよにいてくれませんかっ？　とか、この旅行が終わっても今夜みたいに会いませんかっ？　とか……！

「明日……も、お姉ちゃんと平地センパイのサポートをされるんですか？」

　なのに、なぜ無難なことしか言えないんだ私……！

「あぁ、そのつもりだよ」

　無難じゃない話題、無難じゃない話題……！

「えっと……センパイは、どうしてお姉ちゃんのことを応おう援えんしてくれるんですか？」

　うん……無難じゃないかもしれないけど、そういう意味じゃないんだよなぁ私……。

「そりゃ、あの二人がお似合いだって思ってるからさ」

　そして、だからその笑顔は反則ですってセンパイ！

　他の皆みなさんの前じゃいつも通りの笑みなのに……どうして私の前でだけそんな風に笑うんですか？　笑って……くれるんですか？

「それに、俺は見てきたからさ。庄川さんのために頑がん張ばる護常を、護常のために変わった庄川さんを。そんな二人だからこそ、ちゃんと上手うまくいって欲しいと思ってるんだ」

　そんな風にされると……私、勘かん違ちがいしちゃいますよ……？

「な、なんて言って～。実は空橋センパイは街田センパイに恋こいしてて、平地センパイのことを諦あきらめさせたいから……とか、だったりして～？」

　その笑顔に引き込まれそうになるのを誤ご魔ま化かすために、ついつい軽口を叩たたいてしまう。

「なるほど、なかなか面おも白しろい見解だね」

　空橋センパイは、笑みを深める……けど。

「だけど、ありえないよ」

　あ、あれ……？　なんか、笑顔が急に突つき放はなすような印象になったような……？

　お、怒おこっちゃいました……？

「今の俺が、誰だれかに恋するなんてことはさ」

　いや……怒ったっていうよりは……自じ嘲ちよう？

　そんなセンパイを見ていると、どうにも胸がザワついて。

　何か言わなきゃって気になって……。

「っと、そろそろ戻ろうか。これ以上はホントに風邪かぜ引いちゃいそうだ」

　だけど、空橋センパイは私にその時間を与あたえてはくれなかった。

　それはたぶん、偶ぐう然ぜんじゃなくて……これ以上踏ふみ込ませないっていう、明確な拒きよ絶ぜつで。

「……はい」

　更さらにざわめく胸にそっと手を当てながら、私は小さく頷うなずくことしか出来なかった。
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　庄しよう川かわ真ま帆ほ




「ぜぇ……ぜぇ……お、お疲つかれ様、街まち田ださん……」

「うん、そっちこそ……というかホントにお疲れだね、庄川さん」

　二日目の昼は、保養所の裏手にある山へとハイキングに行くことにした私たち。だけど、これが私にとっての試練になった。ただでさえ体力がなくて山登りだけでヘトヘト気味だったところに、今日も怪かい人じんが沢たく山さん出たから……魔ま光こう少女に変身してる間は体力もパワーアップするけど、変身しに行ったり戻もどってきたりするのに体力削けずられるんだよね……。

「にしても、今日もめっちゃ出たねぇ怪人」

「ぜぇ……ぜぇ……だ、だねぇ……」

　平ひら地ちくんが手を引いてくれたり、道を踏ふみ外はずしそうになったところを抱だきとめてくれたり、お花を摘つんでプレゼントしてくれたりで、ドキドキするイベントも多かったし……。

「これ、いつまで続くんだろうね……」

「そう、だね……」

　うんざりした調子の街田さんに、私も頷うなずく。この旅行中に、平地くんとの関係を進めようと思ってたのに……結局、ほとんど怪人と戦ってただけで二日目も終わりそうだよ……。

「そんなお二人に、朗報ですわ」

　溜ため息いきを吐つく私たちの前に、ショコラがピョンと飛び出してきた。

「逃にげ出した怪人は、先程倒たおしたので最後だと『組織』から連れん絡らくがございました」

　え、そうなの……？

「そうなのでチュウ？」

　確認のために足元に目を向けると、チュウも首を捻ひねっていた。

「チュウ……貴方あなた、『組織』からのテレパシー魔法のチャンネルをちゃんと開いておりますの……？　『組織』との連絡役は、マスコット妖よう精せいの役割の一つですわよ？」

「も、もちろんでチュウよ！　あ、来たでチュウ！　今来たでチュウよ！　確かに『組織』からの連絡でチュウ！　いやぁ、遅ち延えんしていたようでチュウねぇ！」

「テレパシー魔法に遅延なんてものはございませんわよ……」

　慌あわてた調子で何度も頷くチュウに、ショコラは呆あきれ顔になってる。

「そっか……終わった、んだね……」

　それを眺ながめているうちに、ようやく実感が湧わいてきた。

「結局、全然『ほとんど全ぜん滅めつ』状態じゃなかったよね……」

　苦笑を浮うかべてはいるけど、街田さんもなんとなくホッとした様子に見える。

「それに関しては、今後このようなことがないよう管理を徹てつ底ていし改善していく……との『組織』からのメッセージを受け取っておりますわ」

「うわーい、フワッとしてて全然改善されなさそー」

　ショコラとのやり取りも、どこか軽やかな調子だ。

「さて……そんじゃ、思ったより余計な邪魔が入りまくったけど」

　そう言って、街田さんは表情を改めた。

「ここからが本当の勝負だね」

　ポツリと呟つぶやいた言葉は、私に向けられたものなのか自分自身に言ったものなのか。

「……うん」

　いずれにせよ、私は小さく頷く。

　明日は、午前中に出発して帰る予定になってるから……今夜が、最後のチャンス。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護もり常つね




「……出来ました」

　そう宣言すると共に、僕はそっと手にしていた針を置いた。

「……完かん璧ぺきな出来だ」

　対面のおじさんが、唸うなるように呟く。

「まさか最高難易度『鬼おに』を超こえる裏メニュー、『宇宙』を攻こう略りやく出来る奴やつが現れるとはな……兄ちゃん、何モンだ……？」

「ふっ……ただの通りすがりですよ」

「そうかい……このご時世、そろそろ商売を畳たたもうかと思っていたが……アンタみたいな男がいるならまだまだそういうわけにはいかないみてぇだな。次は、もっと難しいのを用意しておこう」

「えぇ、期待していますよ」

　そして、僕はおじさんと固い握あく手しゆを交わした。

「なんか盛り上がってますけど……あれ、ただのカタヌキですよね……？」

「でも、すっごく複雑な形だったよ？」

「それを、ツネちゃんは迷う素そ振ぶりもなく抜ぬいていきましたね」

「護常の器用さは相当なもんだからね」

「なるほど、ヒラチがテクニシャンなのは十分に知ってると……うへへへへ……」

　ギャラリーの皆みなさんが、思い思いにそんな感想を口にする。

　旅行二日目、夕方から僕らは近くのお祭りに参加していた。

　レンタルサービスを利用して、全員が浴衣ゆかた姿だ。

　僕はほぼ藍あい色単色の地味なもの。ユウくんは、シックなデザインの黒い浴衣。

　それから……。

「おっ、たこやき。アタシ、ちょっと買ってくるねー」

　里さと崎ざきさんは、薄うすいピンク地に大きなあじさいの花が描えがかれたものを着ている。

「お姉ちゃん、金魚すくいしようよ」

「あ、うん……」

　庄川さん姉妹は、それぞれ白地に涼すずやかな金魚が描かれた浴衣だ。お姉さんの金魚は赤い和金、妹さんの金魚は水色の琉りゆう金きん。

「………………」

　……ん？　庄川さんが、チラッとこっちを見た……？

　何か言いたげに見えるような……。

「……いいよ、行こっ」

　と思ったけど、結局何も言わないまま庄川さんは真ま琴ことさんと連れ立って金魚すくいの屋台の方へと足を向けた。気のせいだったかな……？

　ともあれ……華はなやかな彼女たちの浴衣姿は、海の時と同じく周囲の視線をよく集めていた。そして、中でも取り分け人目を引いているのはやっぱり。

「ツネちゃん、ベビーカステラを買いに行きませんか？」

　落ち着いた藍色地の浴衣を着こなす好よし乃のさんだろう。

「好きなのですけれど、一人では少し多くて」

　控ひかえめにあしらわれた朝顔の花はな柄がらが、絶賛外そと面づらモードで楚そ々そとした彼女の雰ふん囲い気きを引き立てているように見えた。

「よければ、シェアして……ツネちゃん？　聞いていますか？」

　僕の目の前で、好乃さんが小さく首を傾かたむける。

「あ、すみません……浴衣、よく似合ってるなぁと思いまして」

「まぁ」

　と、少し赤くなった顔を逸そらす好乃さん。

「いいですねぇ、浴衣姿にその恥はじらい！　鬼に金かな棒ぼうですよ！　しっかり使いこなしてますね、恥じらい！　完璧ですよ！」

　比ひ較かく的見慣れてるはずの僕でさえこんなにドキドキするんだから、これはもうこの姿を想い人さんに見せるだけで一発ＫＯでは？




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　だから、使いこなしてるんじゃなくて普ふ通つうに恥ずかしいんだって……！

「んんっ」

　咳せき払ばらい一つ、気持ちを落ち着ける。

「それで、ベビーカステラなのですけれど」

「あ、そうでしたね。もちろん構いませんよ」

「では、あちらの屋台に」

「承知です」

　少し遠くの屋台を指差し、ツネちゃんを誘ゆう導どうする。

　そっと……皆みんなから離はなれる形で。

「手、繫つなぎましょう」

「えっ……？」

　私の言葉に、ツネちゃんは一いつ瞬しゆん驚おどろきを顔に浮かべた。

「……承知しました」

　だけど、すぐに表情を改めて頷いてくれる。

　これも、ドキドキパワーを高めるためだと思ってくれてるんだろう。本当は、もう必要ないんだけど……もう少しだけ、そのことは黙だまっているつもりだった。

「では……」

　おずおずと私の手を握にぎってくれるツネちゃんに、罪悪感を覚えつつも。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




「あー、また破れちゃった……」

　私が順調に金魚をすくい上げる傍かたわらで、お姉ちゃんが何度目かになる残念そうな声を上げた……うん。正直、誘さそうとこ間ま違ちがえたな。たぶん、お姉ちゃんはまだ一いつ匹ぴきも……って。

「ちょっ、お姉ちゃん!?」

　隣となりに視線を向けた私は、目に入ってきた光景にギョッとした声を上げることとなった。

「ん？　どうかした？」

「いや、水飛沫しぶき浴びすぎ！　下着透すけそうだって！」

「ふぇっ!?」

　慌てて巾きん着ちやくからハンカチを取り出し、浴衣を拭ふき始めるお姉ちゃん。なんで本人が、指し摘てきされるまで気付かないんだろう……あと着き替がえの時、「浴衣って下着付けないんだよね？」って下着まで脱ぬぎそうになってたのを止めといて良かった……。

　あっ、でもこの姿は平地センパイにセクシーアピール出来る可能性がワンチャン………………って、あれ……？　平地センパイはいずこに……？

「真琴ちゃん」

　後ろから、空そら橋はしセンパイの声。振ふり向くと、センパイの視線は人混みの方に向けられていた。その先を追っていくと……いた！　平地センパイ、と街田センパイ！　どんどん離れていってる……！　くっ、ちょっと油断した隙すきに……！

「お姉ちゃん、お姉ちゃん！」

「うん……？　なに……？」

「浴衣拭きながら生返事してる場合じゃないって！　平地センパイ、行っちゃうよ！」

「ふぇっ……？」

　そこでようやく顔を上げたお姉ちゃんが、私の指す方に目を向けた。

「って、どこ……？」

　ぐっ、お姉ちゃんの身長じゃギリギリ見えないのか……！

「あの、ベビーカステラの屋台は見えるよね？」

「うん」

「二人共あそこに向かってるみたいだから！　追いかけて、ゴー！」

「……うん」

　私の指す方を見ながら、お姉ちゃんはゆっくりと頷いた。

　だけど、一向に踏ふみ出す様子はなくて……って、なにボーッとしてるの……？

　……あっ、これはもしかして。

「お姉ちゃんさ……今いま更さら、ビビってる場合じゃないと思うんだけど？」

　呆あきれ気味に言うと、お姉ちゃんはビクリと身体からだを震ふるわせた。

　図星だったか……さては、金魚すくいの誘いに乗ったのも時間稼かせぎだな……？

　この旅行も、実質今日でほとんど終わり。勝負を決めるのは今夜しかない。決定的な言葉を伝えるのが怖こわいのかもだけど、このままじゃ街田センパイに先越こされちゃうよ！

「女は度胸、当たって砕くだけるつもりでいってきなって！」

「わ、わかった……！」

　まだ迷いは消えてないみたいだったけど、続けてそう煽あおるとお姉ちゃんはようやく踏み出した。人混みの中に入って……というか、埋うもれていく。

　あ、駄だ目めだこれ当たって砕けるとか以前にこのまま迷子コースだ……しゃーない、私が先導するか……と、足を踏み出しかけたところ。

「真琴ちゃんは、自分の役割をこなしな」

　すっと、里崎センパイが後ろから私を追い抜いていった。

「ヒラチの意図は、私も知ってるからさ」

　小さくそれだけ言い残して、里崎センパイはお姉ちゃんの後を追いかける。

　平地センパイの意図……つまり、こういう時に備えて予あらかじめ里崎センパイに協力を依い頼らいしてたってことか……！　更に自分を餌えさにして街田センパイとお姉ちゃんを引き離してくれたことで、私は空橋センパイと二人きり……！

　平地センパイ、完璧な構図です！

「……しばらくは二人で回ろうか、真琴ちゃん」

「あ、ひゃいっ！　ですねっ！」

　って……なのに、テンパってる場合じゃないでしょ私！

　お姉ちゃんにあぁ言っといて、自分がビビるわけにはいかない。

　そう……勝負を決めるのは、今夜しかないんだから。

　当たって砕けろ、だよね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「あれ……？」

　ふと気が付いて、周囲に目を走らせる。

　いつの間にか、視界の中に好乃さん以外の知り合いが見当たらなくなっていた。

「なんかこれ……僕たち、はぐれちゃってません……？」

「ん、そうかもね」

　見知らぬ土地で知人もいないからか、好乃さんは素すモードらしい。

「それじゃ、合流しないと……」

「子供じゃないんだし、いちいち全員で揃そろって行動する必要もないでしょ？　それぞれやりたいことだって違うんだからさ」

「そういうものですか……？」

　プライベートでの集団行動なんて、ほとんど経験がないからな……。

「そういうもんだよ。花火が始まる頃ころにでも合流出来れば問題ないでしょ」

「なるほど……」

　だけど、好乃さんがそう言うのなら、たぶんそうなんだろう。

　基本は、普通に常識のある人だしね。

「それよりさ。あーん、っていうのしたいんだけど」

「はい……？　何を急に言ってるんですか……？」

　なのに、なぜ人との距きよ離り感のことになるとこうもすぐ常識から外れるんだろう……。

「ほら、ドキドキのためだから」

「……むぅ」

　それを持ち出されると断りづらい。

「承知しました、お付き合いしますよ」

「ありがとねっ」

　ニッコリ笑って、好乃さんは袋ふくろからベビーカステラを一つ取り出す。袋を小こ脇わきに抱かかえて、右手を僕の頰ほおに。左で摘つまんだベビーカステラと一いつ緒しよに、顔を近づけてきながら……。

「はい、あーん」

「って、ストォォォォォォップ！」

　僕は、慌あわてて好乃さんの顔との間にバッテンを作った手を滑すべり込ませた。

「いや、ちょ、ビックリしました……！　確かに凄すごいドキドキはしましたけど……って、僕をドキドキさせてどうするんですか……！」

　色んな意味でドキドキする胸を押さえながら抗こう議ぎする。

「？　何かおかしかった？」

　当の好乃さんは、キョトンとした表情だ。

「逆に聞きますけど、何を参照すれば今のやり方になるんですか……!?」

「えーと、確か……キャバクラの作法？」

「なんでそんなもん参考にしてるんですか!?」

「男の人との適切な距離感を学ぼうと思って」

「その参考元が既すでに適切じゃないんですよ！」

　事もなげに言う好乃さんに、全力でツッコミを入れてから。

「もう……ちょっと、貸してみてください」

　好乃さんから袋を受け取り、ベビーカステラを一つ取り出す。

　そして、それを好乃さんの口の前に差し出した。

「はい、あーん」

「あーん」

　僕の声に合わせて開いた好乃さんの口に、正面からベビーカステラを放り込む。

「これだけでいいんですよ」

「ななふるほほほど」

　モグモグしながら頷く好乃さん。

「ふふっ、ツネちゃんにあーんして貰もらっちゃった」

　口の中のものを飲み込んでから、嬉うれしそうに笑う。

「……ドキドキ、しましたか？」

　なんとなく照れくさくって、僕の口調は少しぶっきらぼうなものとなった。

「んー、そうだねぇ。まだ、ちょっと足りないかなぁ？」

　好乃さんは、どこかイタズラっぽく笑う。

「だから今度は、腕うで組んでみようか」

「……承知です」

　実際、怪かい人じんが現れてないってことはまだドキドキが足りていないんだろう。となれば、喜んで協力はするんだけど……さっきみたいに、変なやり方じゃないでしょうね……？

「それじゃ、しっつれーい」

　なんて心配していたけれど、今度は拍ひよう子し抜ぬけするくらい普ふ通つうに好乃さんは僕の腕を搔かき抱いだいた。数多あまたの男性を魅み了りようする美び貌ぼうが、僕の真横に陣じん取どる。

「このまま歩くと、もっとドキドキ出来るかも」

「はいはい……」

　半ば諦あきらめ気味に、苦笑。僕らは腕を組んだ状態で歩き出した。

「ね……ツネちゃん」

　人の流れに乗って歩きながら、好乃さんが何気ない調子で呼びかけてくる。

「はい、何でしょう？」

　間近にあるその顔を見てしまうとドギマギしてしまいそうで、僕は極力そちらに目を向けないよう周囲の屋台へと視線を走らせながら答えた。

「ツネちゃんはさ、好きな人いる？」

　やっぱりそれは、まるっきり世間話の口調。

「はぁ。声優の市いち原はら九ここの重えちゃんとか、ホイートストンブリッジのボーカルＹＵＫＩＭＡさんとかですかね」

　だから僕も、気軽な調子で答える。

「そういうんじゃなくてさー」

　少しだけ、僕の腕を抱く手に力がこもったような気がした。

「恋こいしてる相手って、いる？」

「ははっ、いるわけないじゃないですか」

　思わず笑ってしまう。

「僕が人類相手に恋なんてするはずないって、言ったでしょう？」

　割と出会ってすぐくらいに交わした会話だし、忘れちゃってるのかな？

「僕の生物としてのランクは、ウーパールーパーのちょっと下くらいで……」

　きっと今回も、好乃さんはあの時みたいに呆れた調子でツッコミを……。

「本当に？」

　……あれ？

「本当に、ありえない？」

　繫つながった腕が、少し強めに引かれた。

　人の流れから外れて、傍かたわらの雑ぞう木き林ばやしの中へと導かれる。

　まだまだお祭りの明かりは届くけれど、やっぱり通りに比べると随ずい分ぶんと薄うす暗ぐらい。

「絶対に？」

　トン。僕の背中が木に当たった。

「キミは、恋しない？」

　真正面から、目を覗のぞき込まれる。

「キミが私に恋することは、ない？」

　遠くの光を反射して輝かがやく宝石のような瞳ひとみから、目を逸そらすことが出来ない。

　そこに映る僕の顔は、驚おどろいたような呆ほうけたような、大層間抜けなものだった。

「恋、出来ない？」

　恋。

　それって、何だろう。

　異性に愛情を寄せること、その心。

　いつか気まぐれに引いた辞書に書いてあった文もん言ごんを思い出す。

　切なくて、嬉しくて、幸せなもの。

　どこかの漫まん画がだか小説で読んだ台詞せりふを思い出す。

　──私、もう空橋センパイに恋しちゃってるんです！

　いつか真琴さんが言っていた言葉を思い出す。

「もし、そうならさ」

　その人のことがとっても素敵に見えて。

「キミが私に恋することが、ありえないなら」

　その人から目が離はなせなくなって。

「キミが誰だれかに恋することが、ありえないなら」

　その人といるとドキドキして。

「それって、こと恋れん愛あい面においてキミと接するのは」

　その人のことで頭がいっぱいになる。

「人形やペットを相手にするのと同じようなものだと、思わない？」

　そういったことを、恋の定義とするのなら。

「だったらさ」

　今この瞬しゆん間かん、僕は恋に落ちているんだろうか。

「キス」

　目の前の、彼女を相手に。

「してもいいよね？」

　恋、してるんだろうか？

　好乃さんのことは、素敵な女性だと思っている。

　ゆっくり近づいてくるその顔から、目を離すことが出来ない。

　この上なく、ドキドキする。

　今は、好乃さんのことしか考えられない。

　………………あれ？

　今、誰かの顔が浮うかんだような？

「……かもしれません」

　気が付くと、僕の口は半ば以上無意識にそんな言葉を紡つむいでいた。

　好乃さんがピタリと動きを止める。

「僕は……するのかもしれません」

　唇くちびるは、触ふれ合う直前。お互たがいの吐と息いきが感じられる距離だ。
















「僕も」

　フワリと、ベビーカステラの甘い香かおりが鼻をくすぐる。

「恋を、するのかもしれません」

　言葉は曖あい昧まいなものだったけど、心の中には半ば確信のようなものがあった。

　今まで、考えたことがなかったけれど。

　ずっと、目を向けてこなかったことだけれど。

　実際、僕なんかに恋されても相手が困るだけだろうけれど。

　それと……僕が恋するかどうかっていうのは、全く別の問題だ。

「貴女あなたに、恋するのかもしれません」

　あるいは、もうしているのか。

　わからない。

　わからないけれど……だから。

「ですが、今は自分の気持ちがわかりません」

　正直にそう伝えた。

「この中ちゆう途と半はん端ぱな状態で、その行こう為いをお受けすることは出来ません」

　恋をしているわけでもない相手とキスを交わす。

　それを受け入れられない僕は、潔けつ癖ぺきなんだろうか？

「たとえ、魔ま光こう少女のためであっても」

　そっと好乃さんの肩かたを押すと、特に抵てい抗こうもなく数歩下がってくれた。

「すみません」

　空いたスペースに向けて、頭を下げる。

「……そっか」

　好乃さんは、そっと顔を逸らした。

　傷付けて、しまったんだろうか？

　好乃さんからすれば、魔光少女としての覚かく悟ごを持っての行動だったんだろう。思えば、このお祭りが始まってから好乃さんのドキドキパワーに対する積極性は更さらに上がっていた。僕らは明日の朝、この街を発たつ。今夜中に決着を付けておきたかったに違いない。

　だけど……。

「あっ、えとっ、好乃さんとしても、アレでしょう!?　いくら魔光少女の役割といっても、僕なんかとアレするのもアレですよね!?　だから、ほら！　別のでドキドキする方法を考えましょう！　まだまだ試してないこと、他にもありますよね!?」

　そうだ、僕なんかより好乃さんの方が問題だ。

　過去の傷を乗り越こえて、ようやく好きな人が出来た。

　初めてのキスが、そのお相手以外とであっていいはずがない。

「……ふふっ」

　もう一度こちらに顔を向けた好乃さんは、小さく笑っていた。

「実はね……私、キミに一つ噓うそをついてたの」

　どこか、イタズラっ子のような印象を受ける笑み。

「ドキドキパワーってね、もう必要なくなってるんだ。逃にげ出した怪人、全部倒たおしちゃったから。夕方、『組織』から連れん絡らくがあったの」

「えっ……？」

　予想外の言葉に、僕の口から呆けた声が漏もれた。

「では、なぜ……？」

　混乱する頭の中から、曖昧な疑問の言葉がこぼれ落ちる。

「さて」

　わからない。

「どうしてでしょう？」

　その問いの答えが。

　彼女の意図が。

　その奥にある感情が。

「どういう理由だと思う？」

　いつもの通り、男子との距きよ離り感がわかっていないだけなのか……。

　あるいは、もっと別の考えがあるのか。

「どういう理由だったら、キミは嬉うれしい？」

　自分の胸の内を占しめているこの気持ちに付けるべき名前さえも。

　わからない。

　恋。

　これは、そう名付けるべきものなんだろうか？




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　ま、今はこんなところが限界でしょう。

　とりあえず、私のことを恋愛対象として意識させられただけでも上々ってところかな。

　だって……私は、気付いてるから。

　私に言葉を返したあの時、彼の中に私以外の存在が確かにいたことを。

　あの時、彼の頭をよぎっただろう人のことを。

　悔くやしいなぁ……これだけ攻せめても、一瞬だけでも私でいっぱいには出来ないか。

　でも……確かに前進はしたと思う。

　彼の中に、私のことも刻めたと思う。

　だから、諦あきらめたりなんてしない。

　今は無理でも、あくまで今はってだけだから。

　いつかきっと、彼の心の中心に辿たどり着いてみせる。

　そのために、私は攻め続けるよ。

　それで……貴女はどうする？　庄川さん。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　平地くんと街田さんの姿を見つけることは出来た。

　だけど、それ以上近づくことが出来なかった。

　腕うでを組む二人が、とってもお似合いに見えたから。

　たぶん、私と彼よりも。

　でも、その場を離れることも出来ずに二人のことを見てた。

　そしたら、二人は。

　暗がりで、よくは見えなかった。

　遠くからじゃ、詳くわしくはわからなかった。

　二人の会話も、全く聞こえなかったけど。

　キス……してるように、見えた。

　動いたのは、街田さんから。

　ただ、平地くんも拒きよ絶ぜつはしなかったように思えた。

　全部全部、私の勘かん違ちがいかもしれない。

　それでも……たとえ、勘違いだったとしても。

　想像するだけで、もう駄だ目めだった。

　負けないよって、気持ちを奮ふるい立たせてた。

　今度こそ私から進むんだって、決意を燃え上がらせてた。

　街田さんがどう動いたって、心は折れないつもりだった。

　だけど。

　他ならない平地くんが、そんな私の行動なんて望んでないんじゃないかって想像すると。

　それだけで、私はもう一歩も動けなくなった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　空橋悠ゆう一いち




「あっ、えと……りんご飴あめ……私、ちょっと買ってきていいですか？」

「あぁ、もちろん」

　庄川さんのことを里崎に任せた俺たちは、人の流れに任せるまま祭りの会場をブラブラと回っていた。

「では、失礼して！」

　カラコロと少し歩きづらそうに下げ駄たの音を鳴らしながら、真琴ちゃんはどこか逃げるように小走りでりんご飴の屋台へと駆かけていく。

　ように……というか、実際俺から離はなれる意図があるのも事実だと思う。

「屋台のりんご飴、結構好きなんですよ。この無む駄だに甘ったるくて安っぽい感じが逆に。どうせ、途と中ちゆうで飽あきちゃうんですけど」

　戻もどってきた真琴ちゃんは、手にしたりんご飴を一口舐なめて少し照れたように笑う。

「ははっ、わかるよ」

　俺も軽く笑って返した。

「あっ、空橋センパイも一口……」

　俺の方にりんご飴を差し出しかけて、ハッとしたような表情になる真琴ちゃん。俺とりんご飴を交こう互ごに見た後で、少し赤くなった顔を俯うつむける。

「や、その、なんでもないです……」

　消え入りそうなその声は、いつも元気な彼女らしからぬものだ。昨日の夕方くらいまでは、こんなことはなかった。たぶん、肝きも試だめしの時のやり取りが影えい響きようしてるんだろう。

　その理由も……まぁ、なんとなく察してはいる。

「俺と二人きりだと、気まずいかな？」

「や、そんなことは！」

　苦笑気味に尋たずねると、真琴ちゃんは慌あわてた様子で首を横に振ふった。

「……あー、うー」

　だけど、すぐにまた俯いてしまう。

「気まずい……といいますか、どうにも自分を保てなくなる感じがするのは事実です」

　その顔に、観念したような苦笑が浮うかんだ。

「あー……うん。これは、たぶんそういうことなんでしょうねぇ……」

　自分自身を納得させるように呟つぶやく真琴ちゃん。

「空橋センパイ」

　その目が、真まっ直すぐに俺を射い貫ぬいた。

　こんな風に戸と惑まどうような恐おそれるような表情をしていると、やっぱりお姉さんとよく似ているな……なんて、俺は少しだけ現実逃とう避ひ気味に考える。

「私は、センパイのこと……」

「真琴ちゃん」

　そこで彼女の言葉を遮さえぎってしまったのは、なぜなんだろう。

　いつもなら、全部聞き終わってから返事をするはずなのに。

「昨日俺が言ったこと、覚えてるかな？」

　俺はなぜ、昨日あんなことを言ってしまったんだろう。

　ずっと、誰だれにも話したことなんてなかったはずなのに。

　ただ、いずれにせよ。

「今の俺が誰かに恋こいするなんて、ありえない」

　その結論だけは、変わらない。

「……どうして、ですか？」

　真琴ちゃんは、笑うでも怒おこるでもなく真しん摯しな調子で問いかけてくる。

「どうして、センパイはそんな風に思っているんですか？」

　もしかすると俺は、彼女に笑い飛ばして欲しいのかもしれない。

　肝試しの時みたいに、そんな悩なやむようなことですか？　って。

　だから、こんなことを話しているんだろうか。

「貴方あなたは、何に囚とらわれているんですか？」

　囚われている……か。

「ふっ」

　言い得えて妙みようで、思わず小さく笑ってしまう。

「別に、そう大した話でもないんだけどね」

　続く言葉は、思ったよりスルリと自分の口を突ついて出た。

「中学時代の話だ」

　誰にも……護常にも話したことのない、今の俺を形作る原体験。

　さて、彼女は笑い飛ばしてくれるだろうか。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




「好きな子が、いたんだ」

　語り始めた空橋センパイの口調は、実に軽いものであるように思えた。

「本が好きで、目立たない大人しい子だったと思う」

　どこか懐なつかしそうに、小さく笑う。

「好きになったきっかけは……何だったかな。もう、よく思い出せない。その子の顔ですら、今となっちゃ少し曖あい昧まいなくらいさ」

　あるいは、自じ嘲ちようするように。

「その子がイジメられ始めた理由だって、思い出せない。いや……これに関しては、当時から知らなかったんだったかな？」

　丸っきり、他人ひと事ごとの口調で過去を紡つむぐ。

「それから、当時の俺はその状じよう況きようをどうにかする手段も知らなかった。ただ見ていることしか出来なかったし、彼女が転校した理由がそれに関係していたのかさえ知らない」

　これは、直感だけど……この出来事そのものが、空橋センパイを縛しばっているわけではないんじゃないかって。なんとなく、そう思った。それ程に、センパイの口調は気軽げだ。

「ただ、二つだけ。強く抱いた気持ちは覚えてる」

　この件がトラウマになって人を好きになれなくなったとか、未いまだにその子に想おもいを寄せているとか……そういうことじゃなくて。

「二度と自分の前で同じようなことは起こさない、って決めたことと」

　たぶん。

「自分のことなんて顧かえりみず、困ってる奴やつを全力で助ける……そんな存在になりたいって」

　呪じゆ縛ばくをかけたのは、他ならない空橋センパイ自身。

「そんな風に、思ったこと」

　そして、だからこそ厄やつ介かいなんだと思う。

「結局、俺がそんな存在になれることはなかったけどね」

　例えば今、件くだんの女の子が幸せになってるってわかったとしても。空橋センパイが救われることは、ないんだろう。過去の無力だった自分が、それで消えるわけじゃないから。

「ただ、そんな存在に出会うことは出来て」

　例えば今、目の前の誰かを救えたとしても。空橋センパイが解き放たれることは、ないんだろう。未来永えい劫ごう、同じことが起こる可能性はあり続けるんだから。

「あいつの傍そばにいれば俺も変われるんじゃないか、なんて思ってるんだけどさ」

　空橋センパイはたぶん、理想の自分をずっと追い求めている。

「少なくとも今の俺は、未だにあの時のままだ」

　届くことがないってわかってる理想を、ずっと見上げている。

「だから、俺は自分の恋れん愛あい事に興味が持てない」

　ずっと、自分を呪のろい続けてるんだと思う。

「こんな俺と付き合ったって、相手も幸せになんてなれないと思うしね」

　その呪縛が解けることなんてないってことすら、たぶん自覚しながら。

「センパイ、貴方は……」

　嗚呼ああ、なんて……。

「なんて、馬ば鹿かな人なんでしょう」

　笑い飛ばしてやりたかったけれど、表情筋は思い通りに動いてはくれなかった。

「あぁ、馬鹿だろう？」

　冗じよう談だんめかして肩かたをすくめるセンパイを見ていると、胸がざわめいて仕方ない。

「……センパイ」

　自分の中にある感情を、上手うまく言葉に出来なかった。

「センパイッ……！」

　だけど、何かを言わなくちゃって気持ちだけが胸の中を満たして。

「私と、付き合ってください！」

　気が付けば、私はそんなことを口走っていた。

「言ったじゃないですか！　センパイは、難しく考えすぎなんだって！」

　場ば違ちがいな言葉だってことは、もちろん知っている。

　今の話を聞いて、言うことがそれかって。

「実際付き合ってみたら、考え方が変わるかもしれないじゃないですか！」

　だけど、口は止まらなかった。

「幸せになれない!?　なんでそんなこと勝手に決めるんですか！」

　激情と呼ぶべきものが、次々と言葉を舌に乗せていく。

「いいから付き合ってみてくださいよ！　それだけで私は幸せですよ！」

　それは怒いかりであり、寂さびしさで、悲しさだった。

「私が、空橋センパイと付き合って勝手に幸せになってみせますから！」

　勝手に自分を縛って女の子の気持ちに応こたえようとしないセンパイにムカついた。

「だから……！」

　そして。

「だから……私と、付き合ってくださいよ……」

　私の言葉はきっと届かないんだろうということが、寂しくて悲しかった。

「ありがとう」

　往来で急に叫さけびだした私に、周囲の注目が集まっている。

「ありがとう、わかってくれて」

　なのに視線なんて全く意に介かいさない様子で、センパイは穏おだやかに言葉を紡ぐ。

「ありがとう、俺のためにそんな顔をしてくれて」

　誓ちかって言うけれど、私は泣いてない。

　これだけ感情が胸の内を吹ふき荒あれる中、不思議と涙なみだの気配だけはなかった。

「たぶん、君の言う通りなんだと思う」

　あぁ、そうだろう。

　空橋センパイだって、そんなことはたぶんわかってるんだ。

　不毛な呪いに縛られてるって、自覚してるはずなんだ。

「だけど……いや。だから、かな」

　続く言葉は、言われずともわかった。

「ごめんね」

　答え合わせは、大正解。

　空橋センパイは、呪いが解けることなんて求めてない。

　誰かから手を差し伸のべられることなんて望んでいない。

　だから……誰の言葉も、心の奥までは届かない。

「正直、君にこの話をしたことを後こう悔かいしている」

　センパイは、優しげな笑みを浮かべている。

「こんなにも、君に伝わってしまうとは思ってなかった」

　肝きも試だめしの夜とは違う、誰にでも向けているような優しい笑み。

「君は、俺が思っていたよりずっと大人で……優しい子だった」

　包み込むようでいて、突き放はなすための笑みだ。

「ごめん」

　きっと、全部私に伝わるってわかってるからそんな笑みを浮かべている。

　その信しん頼らいが……こんな状況なのに、少しだけ嬉うれしかったりする。

「……あはっ」

　なら私は、センパイに望まれているように振ふる舞まおう。

「なんちゃって！　そんなマジにならないでくださいよ～！」

　さっきまで全然作れなかったいつもの軽い笑みを、自然に浮うかべることが出来た。

「昨日センパイが言ったこと、全然間違ってないですから。私はちょっと背せ伸のびしたくて、目立つ奴にちょっかいかける……そんなミーハーな女の子なんですっ」

　おどけて敬礼のポーズ。

「恋こい多き女にとって、敗北も勲くん章しようですよっ！」

　そんな私を、空橋センパイは微笑ほほえんだまま見つめてくる。

　その、痛ましげな視線が……耐たえ難がたい。

「いや、しかし流石さすがにこれは気まずいですねぇ」

　視線から逃にげるため、踵きびすを返す。

「お姉ちゃんのことも心配ですし、私ちょっと様子見てきますねっ！」

　それから、一方的に捲まくし立てて駆かけ出した。

　これ以上一いつ緒しよにいても、お互たがい傷付くだけだろう。

　たぶん過去の経験から、センパイは自分の目の前で誰だれかが傷付くことを恐おそれてる。

　だから私の存在こそが、センパイを傷付けることになってしまう。

　私としても……そう。言った通り、流石に気まずい。

　たとえ、落とせば自じ慢まん出来るからって軽い気持ちで近づいた相手だとしても……ね。

　ははっ、そうだよ。元々、そんな程度のもんだったじゃん。

　傷付くとか傷付けるとか、そんな深刻な話じゃないよね。

　嗚呼……そう、だったらよかったのにねぇ。

　私なんかの言葉じゃ届かないって、知ってた。

　知ってたけど、どうしても伝えずにはいられなかった。

　どうしても私のことを心に届けたいと思った、この感情が何なのか。

　今いま更さら本当の意味で自覚するなんて……ちょっと間抜けが過ぎるだろう、私。

「……好きでした、空橋センパイ」

　届くことはないことを知りつつ、最後にこの気持ちを言葉に載のせてみた。

　結局、私の目から涙が出ることはなかった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「そろそろ花火も始まる頃ころだし、皆みんなと合流しよっか」

　往来に戻もどりながら、好乃さんは何事もなかったかのようにそんなことを口にする。

　その表情にも、動どう揺ようの色は見られなかった。

「あ、はい……」

　一方の僕は、さっきの件を露ろ骨こつに引きずっている。

　出てきた声も、自分で思った以上に腑ふ抜ぬけた響ひびきを帯びていた。

「……ん？」

　人の波に合流しようとしたところで、視界の端はしに気になる光景が映り込む。

　一見したところでは、何でもない風なその人の表情。だけど、なぜか妙みような違い和わ感かんを覚えて……ぼんやりとしていた頭が、妙な具合に急回転し始めた。

「すみません、ちょっと外します！　先に皆みなさんと合流していてください！」

「え？」

　キョトンとした様子の好乃さんを後ろに、駆け出す。

　相手は緩ゆるやかな速度で人の少ない方に進んでるから、追いつくのは難しくなさそうだ。

「真琴さんっ！」

　人ひと気けのない神社の境けい内だいに差し掛かかったところで、呼びかけながらその肩に手をかける。

「あぁ、平地センパイ」

　やっぱり何でもないような調子で、真琴さんが振り返った。

「そんなに血相を変えて、どうかしましたか？」

　クスリとおかしそうに笑う真琴さん。

　間近で見ると、ますます違和感が強まる。

「……何か、ありましたか？」

　問いかけると、真琴さんは少し驚おどろいたように目を見開いた。

「……平地センパイって、基本は鈍どん感かんなのに妙に鋭するどい時がありますねぇ」

　真琴さんの笑みに、少し苦味が混じる。

「実はですね」

　だけどそれもすぐに消えて、綺き麗れいな笑顔になった。

「私、フられちゃいました～」

　清すが々すがしくも思える、表情と声。

「いやぁ、せっかく平地センパイにもご協力いただいたのにすみませんっ！」

　けれど。

「まーでも、ぶっちゃけ最初からこうなることはわかってましたよね～」

「……真琴さん」

「数多あまたの女性が玉ぎよく砕さいした鉄てつ壁ぺきのイケメン、また撃げき墜つい数を増やす！　ってとこですねっ」

「真琴さん」

「でも難しいからこそ挑いどむ価値があるわけで、この結果には逆に満足っていうか……」

「真琴さんっ！」

　少し声を荒あららげると、真琴さんはビクリと肩を震ふるわせた。

「……無理を、する必要はありません」

　居た堪たまれないような気持ちで、言葉を伝える。

「少なくとも、僕の前では。無理、しないでください」

　その姿が、自ら望んで傷付いているように見えたから。

「僕みたいなモブキャラの前で強がったって、仕方ないでしょう？」

　少しだけ冗談めかして言うと、真琴さんは一いつ瞬しゆんくしゃりと顔を歪ゆがませる。

「ホント……変なとこで無む駄だに鋭いですねぇ、センパイは」

　それを、どうにか苦笑に戻した……そんな風に見えた。

「……最初は本当に、軽い気持ちだったんですよ」

　今度の口調は、静かなものだ。

「というかついさっきまで、そういうつもりでした。誰も落とせないって評判の空橋センパイを私が落とせたら凄すごくない？　ってくらいの」

　僕は、黙だまってその言葉に耳を傾かたむける。

「でも……自分でも気付かないうちに、ちょっとずつ変わってきてたんですねぇ」

　真琴さんが、僕から視線を外した。

「完かん璧ぺきな空橋センパイのままだったら良かったんですよ。そしたら私も、ゲーム感覚でいられた。憧あこがれるだけで、いられた」

　遠くを見るような目で、夜空を見上げている。

「だけど、空橋センパイだって本当はそんな存在じゃなくて……当たり前だけど、弱いところもある人間で……それを知ったら、センパイの前で上手うまく振る舞えなくなって。その弱い部分を支えてあげたいって、強く思って……」

　その横顔を、僕はジッと見つめた。

「あぁ……これが恋、だったんだなぁって」

　空を見上げたまま、真琴さんが微笑む。

「フられた瞬間に自覚するなんて、なんとも間抜けですよねぇ」

　その目から、ポロリと涙が溢あふれた。

「あれ……？」

　自分でも予想外だったのか、真琴さんはゴシゴシと目元を擦こする。

「あはっ……なんで今になって……全部、ワンテンポ遅おそいって話ですよね……」

　だけど堰せきを切ったようにポロポロと涙なみだは溢れ出していて、止まる気配もなかった。

「もっと早くに、自分の気持ちに気付いてれば……」

　泣きながら、真琴さんは笑う。

「いや、一緒でしたねぇ……」

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべている。

「どうせ、私の言葉なんて届かない……」

　あるいはそれは、自責の笑みのようにも見えた。

「空橋センパイは、助けなんて求めてないんだから……」

　真琴さんが、何を責めているのか。

「空橋センパイは……孤こ高こうをこそ自らに望んで……課してるんだから……」

　何に、傷付いているのか。

「それ、でも……私は……」

　何を、望んでいたのか。

「ほんっ、ホントに……傍そばにいたいって思った……！　私が、支え、たいって……！」

　朧おぼろ気げながらに、見えてきたような気がしたから。

「私じゃ届かないの、わかったけど……！　それでも……！　わかってたのに……！　届かないのが、こんなに悔くやしいなんて……！　悲しいなんて……！　こん、こんな気持ち、知らなかった……！」

　嗚お咽えつ混じりに心情を吐と露ろする真琴さんへと、僕は口を開く。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




「真琴さんは、素敵な女性ですね」

　平地センパイの言葉に、思わず口元が歪む。

「ははっ……嫌いや味みですか？　たった今フられたばっかの女に」

　センパイに向ける目は、睨にらむみたいになっていることだろう。

「いいえ、心からそう思っています」

　なのにセンパイに、怯ひるむ様子はない。

　前言を撤てつ回かいするつもりもないみたいだった。

「だって貴女あなたは、自分のためではなくユウくんのために傷付いているのでしょう？」

「えっ……？」

　思ってもみなかった言葉に、私の口から呆ほうけた声が漏もれる。

「自分が恋こい人びとになれなかったことではなく、彼を支えられないことを悔しく思っているのでしょう？　彼の助けになれなかったことこそを、悲しく思っているのでしょう？」

「ち、違ちが……」

　否定の言葉を、最後まで続けられなかった。

　それは……私自身、そう思ってるから？

「正直に申し上げると、僕は恋というのがどういうものなのかイマイチわかっていません。だから、失しつ恋れんの痛みについても想像することしか出来ません。ですが……それが決して小さくないものであるということくらいは理解しているつもりです」

　そう……痛い。

　とても、胸が痛い。

「なのに貴女は……それ以上に、ユウくんの弱い部分を見つけながらどうにも出来なかったことに痛みを感じているのではないですか？」

　直感的に、その言葉が間違っていないことを理解した。

「僕には、そう聞こえました」

　どちらが大きいのかまではわからないけれど……失恋のショックと空橋センパイの支えになれなかった悲しみ、確かに私は、その二つを混同していたのかもしれない。

「その気持ちを、僕はとても尊く思います」

　気が付けば私は、平地センパイの言葉に聞き入っていた。

「だけど、同時に……もう一つ、思ったことがあります」

　センパイは、真まっ直すぐ私を見ながら話す。

「確かにユウくんにも、弱い部分は存在するのでしょう」

　私も、真っ直ぐ視線を返しながら聞く。

「どこか他人との間に一線引くようなところがあるとは、僕も思っていましたし……そんな彼を支えてあげられる存在が、必要なのかもしれません」

　その声は、とても真しん摯しな響きを帯びていると思えた。

「ですが」

　一瞬、言葉を探すように平地センパイの視線が左右に動く。

「それは、恋人でなければ出来ないことなのでしょうか？」

　言葉が、ゆっくり染み渡わたっていくかのように私の頭の中に入ってきた。

「それは、たった一人だけでやらなければいけないことなのでしょうか？」

　徐じよ々じよに、その意味を理解していく。

「僕だって彼が困っているなら助けたい、支えが必要なら支えたい……そう思っています。そして、たぶん、そんな風に思っているのは僕たちだけではないと思うのです」

　平地センパイが、柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「そうやって皆みんなで、少しずつ支えていけばいいのではないでしょうか」

　それを、少しイタズラっぽいものに変化させる。

「それすらユウくんが拒きよ絶ぜつすると言うのなら、彼自身さえ気付かないくらい少しずつ少しずつ支えてやりましょう」

　いつの間にか、私の涙は止まっていた。

「そんな感じで、如何いかがでしょう？」

　いつの間にか、胸の痛みも少し和やわらいでいる気がした。

　そっか……私が気付いたから、私が支えなきゃって思ってた。

　私だけが、支えられるかもしれないんだって。

　でも、そんな必要はなかった。

　そんな風に考えるのは、傲ごう慢まんだった。

　空橋センパイに限ったことじゃない。私だってそうだ。たった一人にだけ支えられてるなんてことはなくて……お父さんやお母さん、お姉ちゃん、友達……沢たく山さんの人に、少しずつ支えられてるんだと思う。

　そんなの当たり前のことなのに、どうして忘れちゃってたんだろう。

　恋は盲もう目もく、ってこと？

「……あはっ」

　そう考えるとなんだかおかしくて、笑ってしまった。

　いつも通りに、笑えたと思う。

　今、ようやく理解出来た気がした。

　お姉ちゃんや、街田センパイが惹ひかれる理由。

「こういうとこ、だったんですね」




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「はい……？　こういうとこ、とは……？」

　真琴さんの言葉の意味がわからず、首をかしげる。

「ふふっ、なんでもありませんっ」

　真琴さんは、イタズラっぽく笑ってそう言うだけ。

　だけど、その笑みは……さっきよりも、幾いく分ぶんスッキリしたものであるように思えた。

「さってと」

　大きく伸のびをした後、真琴さんは境けい内だいの外へと向けて足を踏ふみ出す。

「それじゃ、そろそろ皆さんと合流しましょっか」

　もう、吹ふっ切れたってことなんだろうか……？

　僕なんかの言葉が、少しはその役に立てたんだったらいいんだけど……。

「あっ、センパイはちょっとここで待ってていただけますか？」

　真琴さんに続こうとした僕を、その言葉が押し留とどめた。

「え……？　ですが、合流するんじゃ……？」

「だからですよ。皆でバラバラに動いてちゃ効率が悪いでしょう？　私がここに呼んできますんで、センパイは目印代わりにここにいてください」

　なるほど、そういうことか。

「承知しました。それでは、お願いしますね」

「はーい！」

　快活な返事を残して、真琴さんは人波の中へと消えていく。

　それを、しばらく見送って。

「……恋、か」

　僕はポツリと呟つぶやいた。

　真琴さんは、自分がフられたということ以上にユウくんの心を思って傷付いた。

　自分のこと以上に、誰だれかを大切に思えること。

　それが恋の条件なんだとすれば……僕にとっての好乃さんは、たぶん当てはまると思う。

　だけど。

　僕の中で、そういう存在は好乃さんだけじゃなくて……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




「ごめんごめん、お待たせチョーウンさん。なんか、ちょうど揚あげてある在庫が切れてたみたいでさ。でも、おかげで揚げたてだよー」

　唐から揚あげが盛られたカップを片手に、里崎さんが戻もどってきた。

「って……どうかした？　お腹でも痛い？」

　それから、私の顔を見た途と端たん心配そうに声をかけてくれる。

　平地くんたちの姿が見えるところまで案内してくれた後、里崎さんは「花火の前にちょっと腹ごしらえ」って離はなれた。だから、さっきの光景は見てないんだと思う。

　ズキリ……重なり合う二人の姿を思い出しただけで、胸が痛んだ。

「う、うぅん！　なんでもないよ！」

　それを誤ご魔ま化かすため、無理矢理に笑顔を作って見せる。

「……そっ。だけど困ったことがあるなら、すぐに言ってね？」

　たぶん誤魔化しきれてないと思うけど、里崎さんはそう言うだけでそれ以上聞いてはこなかった。

「うん……ありがとうね」

　その気き遣づかいに、感謝する。

「あっ、いたいた！　お姉ちゃーん！　里崎センパーイ！」

　と、横合いから真琴の声が聞こえてきた。

「探しましたよー。絶好の花火スポット見つけといたんで、ご案内しますね」

　人混みを搔かき分けて姿を現した真琴の顔に浮うかぶのは、笑み……だけど。

「向こうの河か川せん敷しきなんですけど、結構人が増え始めてるんで早めに行きましょう」

「あいよー」

　真琴の指差す方へ里崎さんが歩き出したところで、真琴がスッと身体からだを寄せてきた。

「お姉ちゃんは神社の方に……」

「真琴、何かあった？」

　その言葉を遮さえぎって、尋たずねる。

　真琴の笑顔が……ちょっとだけ、いつもと違うように見えたから。

　すると真琴は、面食らったような表情を浮かべた。

「……平地センパイといい、ホントにまぁ」

　それから、それを苦笑気味に変化させる。

　平地くん……？　いや、気にはなるけどそれよりも今は真琴のことだ。

「ま、あったよ。私的には、結構おっきい出来事が」

　事情は全くわからない。たぶん、真琴も話す気はなさそう。

　だけど、その表情に私はなんとなく悟さとった。

　きっと、何か辛つらいことがあって。

　でも、今はそれを乗り越こえようと前向きになってるんだって。

「真琴」

　少し背せ伸のびして、真琴の顔を胸むな元もとに抱だき寄せる。

「頑がん張ばったね」

　そして、その頭をポンポンと撫なでた。

　小さい頃ころはよくこんな風にしてたけど……身長を追い抜ぬかれてからは、初めてかな？

「……うん」

　ほんの少しだけ、真琴が頭を上下させる。

「はいっ！　私のことはいいから！」

　それからガバッと勢いよく顔を上げて、真琴は私から離れた。

「ていうか、お姉ちゃんこそ何かあったんじゃないの？　ひっどい顔だよ？」

　どこか呆あきれたように、私の顔を見る。
















「……あれ？」

　そして、意外なものを見たみたいに目を瞬またたかせた。

「酷ひどい顔……だった、かな？」

　笑みを浮かべる真琴に合わせて、私も小さく笑う。

「私、お姉ちゃんだから」

　お姉ちゃんなのに、いつまでも格好悪い姿を見せ続けるわけにもいかないもんね。

「そっか」

　妹が頑張ったのに、お姉ちゃんが何もしないうちから諦あきらめるなんて出来ないもんね。

「頑張ってね、お姉ちゃん」

　妹に頑張ってって言われたんだから、お姉ちゃんは頑張らないと……だよね。

「でないと、私が平地センパイを取っちゃうかもよ？」

「ふぇっ!?」

　って、急に何を言い出すの!?

「ふふっ、冗じよう談だんだよ。今のところは……ね」

　うぅ、お姉ちゃんなのに妹に弄もてあそばれてる感……。

「平地センパイは、あっちの神社の境内にいるから」

　真琴の指差す方に目を向けると、パンと背中を叩たたかれた。

「頑張ってね……お姉ちゃん」

「……うん」

　その手に、その言葉に、背中を押されて。

「頑張ってくる」

　私は、決意を胸に足を踏み出した。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「あれ……？　庄川さん……だけ、ですか？」

　境内で待つことしばし、一人で現れた庄川さんの姿を見て僕は首をかしげた。

「うん、そうだよ」

　声量としては、いつも通りくらいだったはず。

　だけどその声は、周囲の喧けん騒そうを通り抜けてやけにハッキリと僕の耳に届いた。

「えっと……他の皆みなさんは？」

「来ないと思うよ」

「えっ……？」

　明めい瞭りような答えではあったけれど、意味はわからない。

「あのね、平地くん」

　言葉から、表情から、受ける印象がいつもの庄川さんとは異なっている気がする。

「私ね」

　そこにいつもの気弱な雰ふん囲い気きはなく、凜りんとしたそれは魔ま光こう少女として戦っている時のよう。強敵と対たい峙じする前に精神統一しているような、そんな風にも見えた。

「進むよ」

　一歩、庄川さんが近づいてくる。

「今度こそ」

　一歩。

「私から」

　また一歩。

「だから」

　それで、僕たちの距きよ離りはほとんどゼロになった。

「私を選んでくれると、嬉うれしいな」

　ドキドキパワーのための行動……？　いや、それはもう必要ないはずだ。

　庄川さんはそのことを知らない？

　なら、知らせないと……でも、魔光少女のことを本人の前で口にしていいのか？

　なんて、グルグルと思考が混乱する中で。

　庄川さんが、そっと僕の顔へと手を伸のばしてくる。

　気が付けば、半ば以上無意識に、僕はそれを受け入れる形で顔を下ろしていた。

　庄川さんの手が僕の頰ほおに触ふれる。

　そこには、ほとんど力は込められていない。

　なのに、抗あらがいがたい何かに導かれるように僕は顔を下げていく。

「平地くん」

　庄川さんが僕を見上げている。

　そう意識するだけで、鼓こ動どうが無限に高まっていく。

　宵よい闇やみ色の瞳ひとみに、吸い込まれそうになる。

「私は」

　小さく動く唇くちびるへと、引き寄せられる。

　その唇が、徐じよ々じよに近づいてくる。

　いや、僕が近づいているのか？

　わからない。

「貴方あなたのことが」

　ゆっくりゆっくり、視界の中で庄川さんの存在が大きくなっていく。

　やがて、僕の目には庄川さんしか映らなくなった。

　──パンッ、パパパンッ

　花火が始まったらしいと、頭の片かた隅すみで認識する。

　その思考が、どこか他人ひと事ごとのように感じられた。

　熱に浮かされたように頭がぼーっとする。

　目の前の光景に現実感がない。

　あるいは僕はいつの間にか眠ねむってしまって、ここは夢の中なんだろうか。

　そうかもしれない。でなきゃ、こんなことありえないんだから。

　夢なら……構わないか。

　自分のしたいようにしても、いいか。

　したいように？　僕はどうしたいんだ？

　わからない。

　受け入れたいのか？　拒きよ絶ぜつしたいのか？

　わからない。

　そもそも、どうしてこんなことになってるんだっけ？

　わからない。

　この状じよう況きようを、僕はどう思ってるんだ？

　わからない。

　……わからない？　本当に？

　僕は、自分のこと以上に庄川さんのことを大切に思っている。

　それは間ま違ちがいない。

　だけどそれは、好乃さんに対しても同じ。

　二人共、僕にとっては大切で特別な人だ。

　でも……二人に抱いだいている気持ちは、全く同じものではないような気がした。

　なら、両者の違いは何なのか。

　図はからずも、さっきの好乃さんとほとんど同じになったこの構図。

　あの時、僕の頭に浮かんできたのは……。

　……嗚呼ああ。

　なるほど、そうだったのか。

　真琴さん、どうやら僕は貴女あなた以上の間抜けだったようです。

　こんなにも長い間、自覚していなかったなんて。

「好──」

「……待ってください」

　触れ合う直前で、僕らの吐と息いきがお互たがいの唇を撫でる。

　僕の言葉に、庄川さんはピタリと動きを止めた。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　平地くんに止められて、私は顔を引いた。

「……やっぱり、嫌いやだった？」

　泣いてしまわないようお腹に力を入れながら、頑張って笑みを浮うかべる。

「いえ……違います」

　どこか戸と惑まどったみたいに、平地くんは自分の口元に手を当てた。

「違うのです」

　その言葉は、私にっていうよりは自分自身に言い聞かせているように聞こえた。

「どうやら、違ったようなのです」

　彼の目が、私を捉とらえる。

「すみません、庄川さん」

　かと思えば急に謝られて、今度は私の方が戸惑ってしまった。

「実は僕は、貴女のことを密かに……」

　密かに……？

「娘むすめ、のように思っていたのです」

「……ふぇっ!?」

　どういうこと!?

「いえ……そう思い込もうとしていた、と言った方がいいのかもしれません」

　驚おどろきのあまり何も言えないでいると、平地くんは自じ嘲ちよう気味に笑みを浮かべた。

「僕がそんな感情を抱くことなどありえないと……抱いたところでどうしようもないからと、誤ご魔ま化かしていたのでしょう。自分でも気付かないうちに」

　その表情が、真面目まじめなものに変化する。

「庄川さん」

　私を呼ぶその声に、大きく心臓が跳はねた。

「これから僕が言うことは、貴女を困らせてしまうかもしれません」

　それはきっと、平地くんの決意と緊きん張ちようが伝わってきてるからだと思う。

「それでも……どうか、伝えさせてください」

「……うん」

　私は、大きく深呼吸した後でゆっくりと頷うなずいた。

「伝えて？　平地くんの、気持ち」

　どんな言葉が出てきても大だい丈じよう夫ぶなよう、私も覚かく悟ごを決める。

「僕は、僕こそが貴女を一番に助けられる存在でいたいと思っています」

「うん」

「僕こそが、貴女を一番の笑顔に出来る存在でありたいと思っています」

「うん」

「貴女を、一番近くで守りたいと思っています」

「うん」

「すぐ傍そばで、貴女の一番の笑顔を見ていたいと思っています」

「うん」

　平地くんが言葉を紡つむぐ度たびに、私の胸は高鳴っていった。

「僕は……」

　一いつ瞬しゆんだけ言い淀よどんで視線を外してから、平地くんはもう一度真まっ直すぐ私を見る。

「僕は」

　それから。

「貴女に、恋こいしています」

　その、言葉に。

「僕は、貴女のことが好きです」

　伝わってくる、感情に。

「僕は、貴女を……愛しています。貴女だけを」

　胸が、いっぱいになった。

「……うん」

　伝えたいことは沢たく山さんあるはずなのに、それだけしか言葉が出ない。

「あの、ね……」

　自分でも、自分が何を言おうとしているのかわからなかった。

「あっあっ！　すみません！　やっぱり僕にこんなこと言われても迷めい惑わくですよね!?」

　急に、慌あわてた様子で平地くんがワタワタと手を動かし始める。

　どうしたんだろう……？　と思いながら何気なく顔に手を当てて、ようやく自分が涙なみだを流していることに気付いた。

「あ、はっ」

　なぜだかそれが妙みようにおかしくって、笑ってしまう。

「違うの」

　笑いながら、私は涙を指で拭ぬぐった。

「あのね、平地くん。今度は、私のお話も聞いてくれる？」

「えっ……？　えーと、はい、もちろん」

　平地くんの肯こう定ていを受けて、もう一度、今度は小さく深呼吸。

「私は」

　さっき考えてたのと同じことを言おうとしたけれど、一度言葉を止めて首を横に振ふる。

「私も」

　この方が、相応ふさわしいと思ったから。

「貴方のことが、好き」

　思ったよりずっとスムーズに、言葉は私の口を突ついて出る。

「貴方のことを、愛しています」

　ずっと言えなかった言葉を、ようやく言えた。

　少しだけ照れくさくて、でもそれ以上にスッキリとした気分。

「えっ……？」

　平地くんは、どこか呆ほうけた調子でそんな声を上げた。

「それは、えっと……間違っていたら、大変失礼なんですけども」

　戸惑いがちに、視線を彷徨さまよわせた後。

「貴方、というのは僕のことで……好き、愛している……というのは、その……庄川さんが、僕を……と、いうことでしょうか……？」

　私と自分を交こう互ごに指して、恐おそる恐るって感じで尋たずねてくる。

「うん、そうだよ」

　こんなにハッキリ言ってるのにね……なんて、また少し笑ってしまった。

「それは、何と言いますか……その」

　平地くんの顔が、みるみる赤くなっていく。

「嬉うれしいものですね……とても」

「……うん」

　きっと、私の顔だって負けないくらい赤くなってると思うけどね。

「あの……それでは、庄川さん」

　平地くんが、おずおずとこちらに向けて手を差し出してくる。

「僕と、お付き合いしていただけませんか？」

　その手を見て、私は目を瞬またたかせてしまった。

　だって私たち、もう……って、思ったけれど。

　そうだね……街田さんのことがあって、実質リセットされてたようなものだもんね。

　それにあの時は、『間違って』始まっちゃった関係だったから。

「……はいっ！　喜んで！」

　今度こそは自分の意思でハッキリとそう返事して、彼の手を握にぎった。

「あの、ね……そ、それじゃ……」

　これ以上はさっきまでみたいに堂々とは出来なくて、少し言い淀んでしまう。

　真琴にかけてもらった魔ま法ほうは、もう解けちゃったみたい。

　だから……ここからは、ちゃんと私自身の勇気で。

「さっきの続き、いいかな……？」

　そう、尋ねる。

「……えっ!?　あっ、はい！」

　一瞬何のことかわからなかったみたいだったけど、すぐに察してくれたみたいで平地くんの顔の赤みがますます強くなる。

「あ、いや、はいっていうか……その……えと……」

　慌てた調子で、あたふたと手を動かす平地くん。

「……はい、喜んで」

　だけどしばらくそうした後で、ハッキリと頷いてくれた。

「それでは……」

「うん……」

　もう一度……お互いに、顔を近づけていく。

　すぐに、二人の距きよ離りはゼロになって。

　──パァン！

　一ひと際きわ大きな花火が弾はじける音が聞こえたところで、私は目を瞑つぶった。

　それから、少しだけ間が空いて。

　唇くちびるに、柔やわらかい感かん触しよくが伝わってきた。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




「はー、これで私も晴れてフられちゃったってわけか」

　重なり合う二人の姿から視線を外して、私は自嘲の笑みを浮うかべた。

「ならここは、フられた女同士で同盟でも組んじゃいますか？」

「ははっ、それもいいかもね」

　後ろからの声に、振り返らずに答える。

「ていうか、真琴ちゃんもフられちゃったんだ？」

「ですねぇ。だから、平地センパイに乗り換かえようかって思ってたんですけど」

　冗じよう談だんめかした真琴ちゃんの言葉。

「ところで、真琴ちゃんはどうしてここに？」

「街田センパイを探してたんですよ。空橋センパイと里崎センパイは、もう河か川せん敷しきで花火見てるはずですけど……合流しますか？」
















「そうだねー、もうちょっとしたら行くよ」

　真琴ちゃんの声には、気き遣づかわしげな色が混じっている。

「にしても、よくここがわかったね？」

　人通りからは外れた雑ぞう木き林ばやしの、高台状になっているところ。

　ピンポイントで予測してないと、なかなか来られない場所だろう。

「お姉ちゃんが勝負にいきましたので……街田センパイは結果を見届けたいと思ってらっしゃるかと考えまして。境けい内だいが見える位置を虱しらみ潰つぶしに探してました」

「そう、それは手間かけさせちゃったね」

「いえいえ……私のことは気にせず、ゆっくりなさってください」

　私は、ずっと前を向いたまま。

　真琴ちゃんも、私に並んでこようとはしない。

　その気遣いがありがたかった。

　この顔は……涙を流すところは、誰だれにも見られたくなかったから。




　　　◆　　　◆　　　◆




　里崎翔しよう子こ




「おっ、チョーウンさんたちもようやく来たか」

　人波の中にチョーウンさんとヒラチの姿を見つけ、アタシは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「ちょっと遅おそすぎじゃんね？」

　もうすぐ花火も終わる時間だよ。

「あれ……？　てか……」

　こちらに向かってくる二人の姿に、少し違い和わ感かん。

「なんか、あの二人……やけに、仲よさげになってない？」

　手とか繫つないじゃって、頻ひん繁ぱんに視線を交わして二人の世界を作ってるって感じ。

　ソラハシに見せつけてる……？　にしても、ちょっとやりすぎなんじゃ……あれじゃ、ホントに恋こい人びと同士みたいだよ……？

　ソラハシも、さっきからなんか反応無いし……と思って、恐る恐る隣となりに目を向けると。

「あぁ、そうだな」

　えっと……これは、アタシの「仲よさげ」に対する返事ってことでいいのかな……？

　それにしては……なんで、こんなに嬉しそうなんだろう……？

　……まさか。

　まさか、とは思うけど。

　ソラハシは、本当はヒラチに恋なんてしていない……!?

　………………なんてね。

　これまでの二人の様子を思えば、そんなのありえないよね。

　となると……考えられる可能性は、一つ。

　ソラハシには、寝ね取とられ願望がある！

　これっきゃない！

　しかし、そんな性せい癖へきまで見み抜ぬくとは……流石さすがヒラチ、愛の力だね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「ヒラチ……アンタの愛、見せてもらったよ」

「えっ……？」

　ユウくんと里崎さんの姿を見つけて、合流した僕らだけど……着いた途と端たん、里崎さんが僕の肩かたを叩たたきながら耳元でそんなことを囁ささやいてきた。

　愛……っていうと、僕と庄川さんのことだよね。

「見抜かれていましたか……これはお恥はずかしい」

　僕は照れながら頰ほおを搔かく。手を繫いでいたとはいえ、まさか一目見ただけで僕らが付き合い始めたことを見抜かれたとは……流石、イマドキ女子代表は伊達だてじゃないね。

「照れることなんてないって。ね？　チョーウンさん」

「ふぇっ？　う、うん……そうだよね」

　庄川さんも、里崎さんの話す内容について思い至ったんだろう。

　一いつ瞬しゆん恥ずかしそうな声を上げたものの、はにかんで頷うなずいていた。

「護常」

　と、今度はユウくんから呼びかけられる。

「彼女を、大切にな」

　こちらも、僕らのことを察しているらしい。

　スクールカースト上位陣じんの共通能力なんだろうか……なんて、チラリと思いつつも。

「はい」

　真まっ直すぐその目を見返して、しっかりと頷く。

　するとユウくんは、どこか安心したように表情を緩ゆるめた。

　どうやら、気付かないうちに心配かけちゃってたみたいだな……。

「すみませーん！　遅おくれましたぁ！」

　そんな声に振ふり返ると、真琴さんが大きく手を振りながらこちらに向けて歩いてきていた。隣には好乃さんの姿もある。

　そうだ……好乃さんに、さっきの件についてちゃんと確認しておかないと。

「……いやぁ、結局私たちが最後になっちゃうとは。不覚ですねっ」

　ユウくんを見て一瞬言葉に詰つまったものの、真琴さんの笑顔はいつも通りのものに見える。ユウくんに心配をかけまいとしてのことだろう。本当に、強くて優しい人だ。

「あの、好乃さん」

　その姿に勇気を貰もらった気分で、僕は好乃さんに小声で話しかけた。

「さっきの件についてなんですけど……」

「あぁ、あれ？　あれはちょっとした冗談だよ」

「へっ……？」

　出し抜けに至し極ごくあっさりと返されて、僕は呆ほうけた声を出してしまう。

「だけど……キミもやっぱり恋するんだって、自覚出来たんだね」

　好乃さんにも庄川さんとの件を見抜かれてるのか……というか。

「もしかして、それを僕に自覚させるためにあんなことを……？」

　思えば、あの件がなければ僕が恋心を自覚するのはもっと先になっていただろう。いや、ずっと気付くことなく庄川さんのことを『娘むすめ』と見み做なし続けていた可能性すらある。

「そんなお人好よしじゃないよ、私は」

　小さく口元に笑みを浮かべてから、好乃さんは僕に背を向けて顔を上げた。

「花火、そろそろ終わっちゃうね」

　なぜだろうか。

　直感的に、その顔を覗のぞき込んだりしちゃいけないって強く思った。

「……はい、そうですね」

　だから、そう返すに留とどめて……数分後、好乃さんから距離を取る。

　そして、僕も空を見上げた。

　──パンッ！　パパパパパンッ！

　花火は最後の盛り上がりを見せており、大量の花が夜空を照らしている。

「平地くん」

　花火の音に紛まぎれて、庄川さんの声。

　次いで、彼女はそっと寄り添そってきた。

「来年もまた、一いつ緒しよにこうして花火を見ようね」

「えぇ、もちろん」

　僕を見上げてくる庄川さんに、迷いなく頷く。

「ですが、それは流石に気が早いでしょう」

　そして、僕は笑みを浮かべた。

「まだ夏休みも残っていますし……秋にも冬にも春にも、沢たく山さんイベントはあります。全部、一緒にやりましょう。今年も、来年も、再来年も」

「うんっ」

　庄川さんも、満面の笑みを返してくれる。

　──パンッ……。

　最後の一発が花を咲さかせ、辺りには余よ韻いんが残るのみ。

　これで、花火はおしまいだ。

　だけど、始まるのはこれから。

　この夏も。

　そして……僕らの関係も。










　　　第６章　お助けキャラに彼女がいるわけ……




「ぐぇぇっ!?　おま、執しつ拗ように肝かん臓ぞう狙ねらってくるなって！　つーかこっちはもう怪かい人じんやられてんだぞ!?　二対一な上に光による目め潰つぶしからのボディ攻こう撃げきとかガチすぎんだろ!?」

『問答無用だよ！』

「もういいよお前らに問答を求めるのが間ま違ちがいだってようやく気付いたよ！」

　マホマホとライトの二人を相手にして、ピンジェネさんが悲痛な叫さけびを上げた。

「今日はここまでにしといてやるよっ！」

　かと思えば身体からだを反転させ、一いち目もく散さんに空の彼方かなたへと逃にげていく。

　──うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　──ありがとう！　マホマホー！　ライトー！

　──二人とも、今日も格好良かったよー！

　チョコレート菓が子しのチョコの部分だけを奪い取っていくという世界征せい服ふく推進機構の悪行に苦しめられていた人々から、一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。

「皆みんな、応おう援えんありがと！」

「それじゃね！」

　マホマホが大きく手を振り返して、ライトがウインク。

　ますます歓声が高まったところで、二人は空の彼方へと飛び去っていった。

「……ふぅ、今日も二人は大活かつ躍やくだったな」

　解散する野次馬の皆みなさんに倣ならって、僕も帰路につく。

　少しだけギクシャクしていた時期もあったみたいだけど、今や二人の魔ま光こう少女は見事に連れん携けいを取って世界征服推進機構を抑おさえ込んでいる。街の平和も安あん泰たいだね。

　……なんて思いながら、歩いていたところ。

「……マホマホ？」

　人ひと気けのない田舎いなか道を歩くマホマホの姿が目に入ってきた。

　特段周囲を警けい戒かいする様子もなく、マホマホは空き地へと足を踏ふみ入れていく。

　ははっ、なんだか懐なつかしいなぁ。

　思えばこんな風にマホマホを見かけたからって追いかけて、うっかり変身解除する場面を目もく撃げきしちゃったところから全ては始まったんだ。あの時は、まさか中の人である庄しよう川かわさんとお付き合いするようになるとは思ってもみなかったなぁ……そう考えると、うっかり様々ってところかもしれないね。

　……うん、まぁ、とはいえ。

　うっかりそのものは、是ぜ非ひとも改めていただきたいところですねぇ……！

　ほら、向こうからサラリーマンらしきおじさま方の集団がいらっしゃるではないですか！　いい加減、周囲に気を配るってことを覚えていただけませんか!?

　これまでの経験から察するに、変身解除の光が発生する頃ころ合あいでちょうどおじさま方が空き地の前を通り掛かかる見込み……なんで、危ない方向についてばっかりタイミングがバッチリなんですか……！　って、言ってる場合じゃないな……！

「道行く皆様、ご注目ください！　これより、平ひら地ち護もり常つねイリュージョンが始まります！」

　空き地に至る道で大声を張り上げると、おじさま方はなんだなんだと足を止めてこちらに目を向けてくれた。

「取り出したるは、このコイン！」

　大げさに身み振ぶり手振りを交えながら、ポケットからコインを一枚取り出す。

「これを……」

　コインを手の平の上に載のせ、僕はその上にハンカチを被かぶせた。

　僕の計算が正しければ、そろそろ……よし、背後から光が！

「はい！」

　光の方へと向きそうになる皆さんの目を引くため、殊こと更さら大きく手を振ってハンカチをどける。幸い、全員が僕の手に注目してくれていた。

　皆さんに注視される中……僕の手の上では。

「あれ……？　何も変わってなくないかい……？」

「イリュージョン失敗かな？」

「演出だけはバッチリだったけどね」

　オーケー、今の光はイリュージョンのための演出だと思ってくれたみたいだ。

　これで一番の目的は達成したわけだけど……失敗したと思われるのは心外だった。

「チッチッチッ……イリュージョンは、ここからですよ？」

　生暖かい視線を向けてくるおじさま方に、僕はしたり顔で指を振る。

「そちらを御ご覧らんください」

　そして、その指でおじさまのうちの一人のポケットを指さした。

　まさか……といった表情で、皆さんが注目するスーツのポケットから。

　──バサバサバサッ！

　真っ白な鳩はとが一いち羽わ、飛び立った。

　一瞬、その姿を呆ぼう然ぜんと見送って。

『いや、コインは!?』

　おじさま方の声が重なった。

「……？　コインならここにありますけど」

　疑問と共に、コインが載ったままの手を持ち上げて見せる。

「そういうことじゃなくて……」

「待て、これは俺たちの負けだろう」

「だな……コインを取り出したから、てっきりコインを使うんだと思い込んじまった」

　他のおじさまの言葉に、最初に不満を訴うつたえようとしていたおじさまも納得顔に。

「確かにな……君、いいものを見せてくれてありがとう」

　そして、内ポケットから財布を取り出し僕のコインの上に五百円玉を重ねた。

「あ、いえ、すみません、そういうつもりじゃ……」

　慌あわててお金を返そうとしたけど……。

「なぁに、取っときな。学生さんなら、何かと入り用だろう」

「そうだな、じゃあ俺も」

「彼女とのデート費用にでもしなよ」

　むしろ、他の人からも次々とおひねりをもらう形になってしまった。

「じゃあねっ」

「あ、はい……ありがとうございます」

　結局その勢いに押されて、満足げに離はなれていくおじさま方を見送るだけとなる。

　なんだかんだ、結構な額になっちゃったけど……どうしようかな……。

「あの、平地くん」

　若じやつ干かん途と方ほうに暮れていたところ、後ろから声をかけられた。

　振ふり返ると、小さく笑みを浮うかべる庄川さんの姿が。

「こんなところで、奇き遇ぐうだね」

「えぇ、そうですね、奇遇ですね」

　嬉うれしげに言ってくれる庄川さんに、棒読みにならないよう気を付けながら返す。

「それにしても、途と中ちゆうからしか見てなかったけど凄すごいね！　鳩がバサバサッて！」

　鳩が羽ばたいている様を表しているのか、両手を上下に動かす庄川さん。

「恐きよう縮しゆくです。こんなこともあろうかと、手品用の鳩を持ち歩いていて良かったですよ」

「どんなことがあるって日々想定して動いてるの……？」

　庄川さんの笑みに、少し苦笑の色が混じった。

　どんなことかといえば、まさしく今のように貴女あなたがうっかりを発動するようなことを想定してのことなんですけどねぇ……！　とは、言わず。

「ははっ……」

　僕も苦笑気味に笑うに留とどめた。

　あの旅行で関係性が変わった僕たちだけど、この点についてはそのままだ。

　庄川さんから魔光少女について語られることは……まぁうっかりで口を滑すべらせかけることは結構な頻ひん度どであるんだけども、本人に語るつもりはないと思われる。

　もちろん、僕の方から口にするようなこともない。

　だから表面上は、お互たがいに何も知らないかのように振る舞まっていた。

「時に庄川さん、この後お時間ありますか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「では、この間行きたいとおっしゃっていたカフェに行きませんか？　奢おごりますよ？」

「行くのはいいけど、奢ってもらうのは流石さすがに悪いよ……」

「いえ、ちょうど臨時収入がありましたので。いただいた方にも、その……えー……彼女、とのデートにでも使えと言われましたし」

　自分の『彼女』と発言するのに未いまだ慣れず、少し口ごもってしまう。

「そうなんだ？　じゃ、お言葉に甘えちゃおうかな」

　一方の庄川さんは、特に思うところもない様子だ。

　これは少し意外だった点なんだけど、庄川さんは僕と付き合うことになったことに対してほとんど動どう揺ようを見せなかった。まるで、ずっと僕の彼女だったかのように振る舞っているのだ。むしろ、友人としての関係を始めた時の方がずっと動揺していたように思う。あの頃ころから、庄川さんも成長してるってことかな。

「それでは、参りましょうか」

「うん……あっ」

　頷うなずきかけたところで、庄川さんはピクリと頰ほおを動かした。

　この反応、また世界征服推進機構か……今日は忙せわしないな。

「えと、ごめんね！　その前に私、ちょっとトイレに！」

「はい、承知で……あの、庄川さん！　そっちよりこっちの方が人通りが少なくていいんじゃないかなーとか思ったり思わなかったりですよ!?　あと、鞄かばんの中を探りながら走るのもやめた方がいいですねぇ色々と零こぼれ落ちそうになってますんで！　万一、万一ですが、小動物的なサムシングが入ってたら危険ですしね！　って、ちょっと待ってください!?　今、ワンチャンっておっしゃいました!?　どこにワンチャン見み出いだしていらっしゃるかわかりませんが、恐おそらくそこはノーチャンですよ!?」

　いやホントに、この方面についても是非成長してくださいよ……！

　なんて、心の中で叫びながらも。

　やっぱり僕らはこうじゃないと……なんて、思っている自分がいるのも確かだった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　この街は、魔光少女を名乗る二人の女の子によって守られている。

　彼女たちがどうやってその力を手に入れて、なぜ街を守ってくれているのか。

　それはたぶん、本人たち以外に誰だれも知らない。

　僕も知らない。

　だけど、僕にはいくつか知っていることがあって。

　皆みんなを助ける魔光少女を、更さらに助けるお助けキャラなんて役割を望んでやっている。

　魔光少女と違ちがって、皆に知られることはない地味な存在だ。

　そんなお助けキャラに、彼女がいるわけ……。

　……ないことも、ないのだった。










　　　あとがき




　どうも、はむばねです。

　無事三巻でもお会い出来ましたこと、大変嬉うれしく思います。

　これも、応おう援えんしてくださっている皆みな様さまのおかげです。

　心より御お礼れい申し上げます。




　えー、さて。

　既すでに本編を読んでいただいた方には、お察しいただけているかと思いますが。

　本作は、この三巻にて完結となります。

　元々三巻を書き始める前に続刊パターンと完結パターン両方のシナリオを用意してはいたわけですが、今回は二巻から三ヶ月という早めの刊行ペースだったこともあり……三巻完結という判断が出たのがかなりギリギリの時期で、そこから全速力で続刊パターンから完結パターンへと書き換かえることに……と、いった苦労話はともかくとして。

　最後ですので、作品の話をちゃんとすることにしましょう。




　一巻のあとがきでも書きました通り、私の小説執しつ筆ぴつ歴は十七年ほどになります。あまり筆が早い方ではないのに加え、書けていなかった時期もありますので、同じ期間やっている方に比べれば書いてきた作品数は少ないかもしれませんけれど。それでもそれなりの数を書き上げ、毎回何かしらは新しいことに挑ちよう戦せんしてきたつもりです。

　しかし中でも本作は、私にとって初めての挑戦が多い作品でした。

　複数人の一いち人にん称しよう視点で書くのも初めてでしたし、『勘かん違ちがい』という要素を扱あつかうのも初めてでしたし、こんなに毎回ページ数を気にしながら書いたのも初めてです（笑）。

　また、メイン二人のキャラクターについても、今まであまり描えがいたことのなかったタイプでした。過去に書いてきた作品では、どちらかといえば……リア充じゆう寄りで引っ張ってくれる主人公、明るくて比ひ較かく的てき自立しているヒロイン、といった構成が多かったように思いますので。むしろ、ユウくん・好よし乃のさん辺りの方が主人公・ヒロインとして馴な染じみの深い造形かもしれませんね。




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　そんな初めての挑戦が多い作品だったこともあり、正直に言わせていただくと本作は私にとって今までで一番厄やつ介かいな作品でもありました。初期案からの変へん更こう量も、本作三冊が私の執筆歴におけるベストスリーを占しめていると思います。というか一巻から三巻に至るまで毎回、「これはもう発売日をズラしてもらうしかないのでは……？　ていうか永久に完成しないのでは……？」とか思いながら修正を重ねておりました。しかしだからこそ、毎回校こう了りよう後は一ひと入しおの感かん慨がい深さを感じている作品でもあります。

　そして。

　どうにかこうにか、この物語を完結させることが出来ました。

　彼ら彼女らの関係が、どんな決着を迎むかえるのか。

　本編未読の方は、是ぜ非ひともご確認いただければと思います。

　既に読どく了りよういただきました皆様におかれましては、最後までお付き合いいただきまして誠まことにありがとうございました。ご笑しよう覧らんいただけたのでしたら幸いにございます。

　ちなみに、作中に名前だけ出てくるバンドである『ホイートストンブリッジ』というのは、作者が高校時代に一いつ瞬しゆんだけ結成していたバンドの名前だったりします。名前の由来は、物理の教科書の中より。なぜ、割と綺き麗れいに締しまりそうな雰ふん囲い気きだったのに最後の最後に死ぬほどどうでもいい話題で搔かき乱したのか。




　そんなこんなで、謝辞です。

　イラストをご担当いただきましたｓｕｎｅ様、最後まで素す敵てきなイラストをありがとうございました。新しいイラストが届く度たび、毎度その可愛かわいさに悶もだえておりました。

　担当Ｓ様、いつもご意見ありがとうございます。おかげさまで、自分一人だけでは間ま違ちがいなく辿たどり着けなかった形で本作を作り上げることが出来ました。

　既き刊かんのご感想を書いてくださった皆様、そのお声こそが執筆への一番の原動力となっております。皆様のご期待に添そえる作品をお届け出来るよう、引き続き邁まい進しんして参ります。

　お世話になりました方全すべてのお名前を列挙するわけにも参らず恐きよう縮しゆくですが、本作の出版に携たずさわっていただきました皆様、普ふ段だんから支えてくださっている皆様、そして本作を手にとっていただきました皆様、全員に心よりの感謝を。




　それでは、またお会いできることを切に……マジで、切に願いつつ。

　今回は、これにて失礼させていただきます。





はむばね










はむばね

●はむばね



暑くなってきて、この世に存在するだけで体内の水分を放出し続けるクリーチャーに成り果てております。

今回は、作中も夏。

相変わらずな彼ら彼女らが過ごすドタバタな夏の様子を、お楽しみいただけますと幸いにございます。


















カバー・口絵・本文イラスト／ｓｕｎｅ

カバーデザイン／伸童舎










お助たすけキャラに彼かの女じよがいるわけないじゃないですか３








はむばね
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